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プロローグ　～多忙なる休業日～







　宿場町において十日間の仕事を終えた、翌日の朝のことである。

　ルウの集落の仮の宿で、俺おれは昨日購こう入にゆうした二つの調理器具にうっとりと見とれていた。

　シム産の調理刀と、ジャガル産の鉄板だ。

　調理刀はいわゆる菜切り刀で、刀身は二十センチ、身み幅はばは八センチほど。刃はは薄うすく片かた刃ばであり、三徳包丁や肉切り刀のように刃線は反そっておらず、刀身は長方形をしている。ちょうど俺の知る鎌かま型薄刃包丁のようなデザインだ。

　刃線が真まっ直すぐだと、垂直に下ろしたときにまな板の面と刃がぴたりと合わさるので、野菜を刻むのには非常に適している。しかしまた、片刃だと研とぎ方の要領が異なるので、今まで以上に注意が必要である。薄刃ゆえに、こいつは刃こぼれも起こしやすい。だが、切れ味に関しては抜ばつ群ぐんで、白銅貨十八枚の値段は伊達だてではなかった。

　そして、鉄板。

　こちらは鉄の名産地であるというジャガルの品である。ジェノスで売られている鉄器の大半はジャガル産であるらしい。

　横幅は七十センチ、奥おくゆきは五十センチ、厚さは六ミリていど。四方に三センチほどの返しがついており、左右に持ち手がついているだけで、後は装そう飾しよくも何もない。きわめてシンプルなデザインであるが、その武骨さがまたたまらない。

　シーズニング――いわゆる鉄の焼き込みと油を馴な染じませる作業は昨日の内に済ませておいたので、その表面は黒々と、そしてぬめるように輝かがやいている。

　この森辺で暮らし始めて、はや一ヶか月げつ半。どのような焼き料理でも鉄てつ鍋なべひとつでこなしてきた俺ではあるが、やはり鉄板の利便性は高い。これで、パテやポイタンを焼く仕込みの作業もかなりの効率化がはかれるはずだ。

　それに、ふだん使っている鉄鍋は厚さが一センチ近くもあるために、重量は三十キロをこえるぐらいかもしれないが、この鉄板なら、せいぜい十二、三キロていどであろう。そういう意味でも、使い勝手に優すぐれている。

　また、厚さが薄いということは蓄ちく熱ねつ性せいが低くなるということでもあるが、それは今までの鉄鍋が分厚すぎたというだけで、六ミリという厚さは鉄板として十分なボリュームだと思う。現時点でも相当に使えるアイテムであるし、今後の料理の幅もうんと広がるだろう。そんな風に考えると、いっそう微笑ほほえみが止まらない。

　装飾品のように美しいシムの調理刀と、実用性の塊かたまりみたいなジャガルの鉄板。朝日に照らしだされるそれらの姿を、俺はいつまでも飽あきもせず見つめ続けることができた。

「……いったい何をしているのだ、アスタよ？」

　と、朝一番で水場に向かったはずのアイ＝ファが戻もどってきたので、俺はそちらに視線を巡めぐらせる。

「やあ、早かったな。左ひだり腕うでの調子はどうだ？」

「うむ。痛みは完全にひいたようだが、ずいぶんと力は落ちてしまったようだ。人間相手ならまだしも、これでギバを相手にするのは、やはり心もとないな」

　そう応じながら、アイ＝ファは六日ぶりに解放された左腕を、ゆっくり曲げ伸のばしさせた。アイ＝ファは狩かりの最中に左ひだり肘ひじを脱だつ臼きゆうし、ずっと療りよう養よう中ちゆうであったのだ。

「力が戻らぬ内に無理をすれば、また骨が外れてしまうやもしれん。あと数日は様子を見る必要があるだろう。……で、お前は何をしていたのだ、アスタ？」

「いや、別に何も。昨日買ったこいつらをぼんやり鑑かん賞しようしていただけさ」

「……ふむ？」と小首を傾かしげつつ、アイ＝ファは歩を進めてきて、俺のかたわらに腰こしを落ち着けた。

　少し湿しめった金きん褐かつ色しよくの髪かみが、以前と同じように複雑な形に結ゆいあげられている。肩かたのところで一つに束ねただけの簡略ヴァージョンもなかなか魅み力りよく的てきであったが、やっぱりアイ＝ファにはこの活動的な髪かみ型がたが一番似合っていると思う。

「私が身を清め、洗い物の仕事を手伝っている間、ずっとこうして座すわり込んでいたということか？」

「ああ。自分の稼かせぎで初めて購入した調理器具だから、何だか無む性しように愛着がわいちまってなあ」

　もしかしたら、俺は初孫を迎むかえた好こう好こう爺やのような面おも持もちになってしまっていたかもしれない。

　アイ＝ファは、ちょっと切なげに眉まゆを寄せ始める。

「アスタ、お前は……」

「うん？」

「いや。何でもない」

「どうしたんだ？　アイ＝ファが途と中ちゆうで言葉を止めるなんて珍めずらしいじゃないか」

「うむ。何でもないのだ」

　俺は、身体からだごとアイ＝ファに向きなおった。

「何でもないことはないだろう。気になるなあ。何か思うところがあるなら、遠えん慮りよなく口にしてくれよ」

「しかし、家人といえども礼節の気持ちを失してしまうわけにもいかぬだろう。だから、何でもない」

「いやいや、ますます気になるじゃないか！　ちょっと前に、おたがいの気持ちを隠かくしたりするのはやめような、とかいう話をしなかったっけ？　俺とアイ＝ファじゃ考え方とか感じ方とか色々違ちがうのは当たり前なんだから、そういうのは何でもあけっぴろげにして、真正面から相そう互ご理解に取り組むべきだと思うぞ？」

　俺が熱弁してみせると、アイ＝ファはますます切なげな顔になってしまった。

「そのように小難しい話ではない。私はただ……お前に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたくなかっただけだ」

「いいじゃないか。お前だって、不愉快なことを言ったら叩たたきのめすけど心情は隠すな、とか言ってただろ？」

「……私を叩きのめすのか？」

「できるか、そんな怖こわいこと」

「……怒おこったりもしないか？」

「そんなにひどい内容だったら、納なつ得とくいくまで話し合おう」

「そうか。わかった。どうやらこの際はお前のほうが正しいようだな」

　アイ＝ファはあぐらをかいたまま背筋だけのばし、実におごそかな面持ちで俺を見つめてきた。

「私はただ、ほんの少しだけ、お前のことを薄うす気き味みが悪いと思っただけなのだ」

「…………」

「怒ったか？」

「いや、全然」

　ただ、ちょっぴり涙なみだがこぼれそうにはなった。

「それはつまり、鉄や木でできた道具などに対して、人間に向けるような慈いつくしみに満ちた眼まな差ざしを向けるお前が、ほんの少しだけ薄気味が悪いと感じられた、という意味なのだが……」

「ああ、いや、きっちり意味は伝わっているから、追い打ちをかけてくれなくて大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうか。……怒ったか？」

「いや、全然」

「そうか」と、アイ＝ファはうなずいた。

　そうして、ちょっと無む邪じや気きな感じに口もとをほころばせる。

「ならばやはり、口に出だすのが正しかったようだ。少し胸が軽くなった気がするぞ、アスタ」

　それは何よりでございます、と俺は曖あい昧まいに笑い返してみせる。

　俺が悲しくなった分、アイ＝ファの気持ちが晴れたというのなら、幸と不幸の釣つり合あいもばっちりだ。世界は正しく運行している。

「それに、お前もずいぶん表情が明るくなったようだな。昨晩などは、ひどく思いつめた顔をしていたように思ったが」

「ああ、それはまあ、厄やつ介かい事ごとを解決したいなら、目の前の仕事を一つ一つこなしていくしかない、と開きなおっただけさ」

　目の前の仕事――俺たちは三日後に、スン家で行われる家長会議のかまどを預かることになっているのだ。今日はこれから、そのための勉強会を行う段取りになっている。

　スン家とは、森辺の族長筋である。それも、数々の悪名にまみれた一族だ。

　ジェノスからの褒ほう賞しよう金きんを独どく占せんして遊び暮らし、ギバ狩りの仕事すらなおざりにして、宿場町では無法を働く。なおかつ、ジェノスの貴族と癒ゆ着ちやくしているため、宿場町で悪さをしても決して罪に問われることはない。こうして並べたてただけでも、清せい廉れんにして勇ゆう猛もうなる森辺の民たみの族長筋とは思えないような有り様だ。

　しかも俺は、ミラノ＝マスからさらに不ふ穏おんな話までをも聞いてしまっていた。

　いわく、ミラノ＝マスの義ぎ兄けいにして親友であった人物は森辺の民に殺害され、それでもなお罪に問われることはなかったという、信じ難がたいまでの悪評を、である。

　その森辺の民がスン家の人間であったという確かく証しようはない。

　しかし、スン家に対する疑ぎ惑わくと不信感は高まる一方だ。

　それに対して、今の俺に何ができるかといえば――やはり、万ばん全ぜんの態勢で家長会議にのぞむことだけだろう。

「それじゃあ、俺も水場を借りてくるよ。今日も朝から大おお忙いそがしだからな」

「うむ。まずは女衆に料理の手ほどきか？」

「ああ。その後は明日あしたの商売のための仕込み作業がたんまり待ちかまえてるし、宿屋で出す料理の献こん立だても決めなきゃいけない。なんだかんだで、一日仕事に追われそうだよ」

「……まったくもって、羨うらやましい限りだな」

　と、アイ＝ファは少し唇くちびるをとがらせる。

「私には、薪まきを集めるぐらいの仕事しかない。なまじ身体が元気になってしまうと、森に入れぬことこそを苦痛に感じるようになってしまう」

「おいおい、だからって無む茶ちやはしないでくれよ？」

　少し心配になってそう呼びかけると、アイ＝ファはいっそう唇をとがらせた。

「私がそのように愚おろかな人間に見えるか？　休むべきときに休むのも、狩人かりうどにとっては必要な仕事なのだ」

「ああ、ごめん。でも、ものすごく不満そうなお顔になってたからさ」

「不満は不満だ。……しかし、このような顔を見せられるのはお前だけなのだから、うだうだと文句を抜ぬかすな」

　アイ＝ファには、もっと色んな人たちと心を通い合わせてほしい――とか思いながら、そんな台詞せりふを吐はかれると、心臓を握にぎり潰つぶされそうなぐらい幸福な心地ここちになってしまう俺である。

「……朝からありがとうございます」

「何に対する礼だ、それは？」

「い、いや、何でもない！　それじゃあ俺も仕事の前に身を清めてくるよ」

　そうして、営業日と変わらぬぐらい多忙な俺の休日は、始まった。




◇




「――ということで、これは家長会議に向けた勉強会であるわけですが。とりあえず当日の作業工程を俺なりに組んでみました」

　勉強会は、午前と午後の二部制で行うことになった。

　あまり大勢を集めてしまうと目がゆきとどかなくなってしまうし、朝からルティムの女衆を呼びつけるのも気が引けたため、そのように取り計らったのだ。

　家長会議で俺を手伝ってくれる女衆は、八名。

　ルウの本家から、ミーア・レイ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウ、ララ＝ルウの四名。分家から、シーラ＝ルウとタリ＝ルウの二名。ルティムの本家から、アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムの二名、という顔ぶれだ。

　タリ＝ルウというのは、シーラ＝ルウの母親である。家長会議の日、この有能な母娘おやこが同時に家を離はなれてしまうと、シン＝ルウ家のかまど番がいなくなってしまうことになるが、それは他ほかの分家の女衆がフォローするらしい。どうやらシーラ＝ルウばかりでなく、タリ＝ルウもまたルティムの祝しゆく宴えん以来、調理の腕うでをめきめき上げているらしいのだ。それゆえの、ミーア・レイ＝ルウによる大だい抜ばつ擢てきだった。

　そしてモルン＝ルティムというのは、俺も一度だけ顔を合わせたことがある、アマ・ミン＝ルティムの義ぎ妹まい――つまりはガズラン＝ルティムの妹であり、ダン＝ルティムの娘である。容姿は父親似で、ころころとした健康的な体たい躯くをしている、愛あい嬌きようたっぷりの元気な娘さんだ。

　で、現在集まっているのは、その八名の内の五名だった。

　本家の四姉妹の上三名と、ミーア・レイ母さん、それにシーラ＝ルウというメンバーである。

　ミーア・レイ母さんとシーラ＝ルウには、午後の勉強会にも参加していただく。この精せい鋭えい部隊の小隊長を、彼かの女じよたちにつとめあげていただくためだ。それら五名の頼たのもしい姿を見やりつつ、俺は言葉を重ねていく。

「こちら側の目的は、スン家の女衆に調理技術を叩き込む、ということでありますので、当日は俺たちが見本を見せる形にして、できるだけスン家の女衆を動かしてほしいのです。言ってみれば、俺が二度目にルウ家のかまどを預かったあの夜の再現みたいな感じですね」

「ああ、うちの家長にすてーきを食べさせた、ルティムの婚こん儀ぎの前祝いの夜のことだね？　確かにあのときは、ほとんどあたしらで調理したんだもんねえ」

　今日も溌はつ剌らつとしたミーア・レイ母さんが、一同を代表する形で大きくうなずく。

「だけど今回は、ルティムの祝宴と同じぐらいの人数が相手なんだろう？　本当にそんなやり方で通用するのかい？」

「それは大丈夫だと思います。祝宴のときみたいに凝こった料理を作るわけではありませんし、配はい膳ぜんで頭を悩なやませる必要もありませんから。……で、献立としてはですね、『ミャームー焼き』とステーキ、焼きポイタン、ギバ肉とアリアのスープ、以上の四品でいこうと思っております」

「へー、スープに他の野菜は入れないの？」と、ララ＝ルウ。

「うん。何せ食材費は代価の中から出さなきゃいけないことになってるからさ。アリアとポイタン以外にもミャームーと果実酒を使うわけだし、今回は質素にいこうと思うんだ」

　それは、ヤミル＝スンとの間で取り決められた約定であった。

　しかもその代価――ギバ四十頭分の牙きばと角はスン家が準備するのではなく、家長会議で集まる全氏族の家長たちから徴ちよう収しゆうするらしい。

　かえすがえすも業ごう腹はらな話であるが、こちらにはこちらの目もく論ろ見みがあるので、文句をつけることもかなわなかった。

　俺たちは、これを機会に「美味なる食事」と「豊かな生活」の重要性を森辺の民に伝えよう、という考えでいるのだ。

　スン家の連中が何をたくらもうと、正当性はこちらにあり――と主張するためである。

「なおかつ、あんまり凝った料理にしてしまうと美味なのも当たり前、とか思われちゃうかもしれないからさ。できるだけ誰だれでも手軽に作れる献立のほうが、説得力も増すと思うんだよね」

「ふーん、色々と考えてるんだね」

　ララ＝ルウは、お好きにどうぞとばかりに肩をすくめる。

　そちらに笑え顔がおを返してから、俺は説明を続けさせていただいた。

「で、当日は、焼きポイタン、ギバスープ、肉料理、の順番で作業を進めていきたいと思います。同時進行でそれぞれの料理を作るのではなく、一つずつの料理を全員で仕上げていく、という形ですね。なので、焼きポイタンとスープに関してはもう問題もないでしょうから、肉料理に関して、みなさんの一人一人がスン家の女衆に手ほどきができるぐらいの技術を身につけていただきたいと思っております」

　そうして俺は、ひっそりと立ちつくしているシーラ＝ルウのほうに視線を向けた。

「それで、これは家長会議とは別の話なのですが、シーラ＝ルウには特に『ミャームー焼き』を一人で完かん璧ぺきに作ってもらえるようになってほしいのですよね」

「え？　……何故なぜですか？」

「はい。明日からまた宿場町の商売が始まりますので、その際に、俺がいなくても『ミャームー焼き』の屋台を切り盛りできるようになってほしいのです」

　家長会議の翌々日、青の月の十二日から、俺は《南の大たい樹じゆ亭てい》で晩ばん餐さん用の料理の仕込みを請うけ負おうことになった。

　しかし、現在の状じよう況きようでは時間が足りないのだ。

　屋台の商売が終わった後に仕込みの作業を始めていたら、帰宅の時間が大おお幅はばに遅おそくなってしまう。そうすると、今度は翌日分の商売の仕込みをする時間が削けずられてしまうことになるのだった。

「なので、中天を過ぎて『ギバ・バーガー』が売り切れるあたりで、俺は《南の大樹亭》に向かいたいんです。その間、シーラ＝ルウに『ミャームー焼き』の屋台をおまかせしたいのですよ」

「……そのようなことが、わたしに可能なのでしょうか？　あの料理は、火加減がとても重要なのですよね？」

「はい、焼きすぎると肉が固くなってしまいますし、汁しるも煮に詰つまって味が濃こくなってしまうでしょう。だけどシーラ＝ルウだったら、数日もあれば問題なくまかせられるようになる、と俺は思っています」

「そうでしょうか……？」

「はい。そして、そこまでまかせられるようになったら、シーラ＝ルウにはこれまでの倍の代価を払はらいたい、という旨むねをすでにミーア・レイ＝ルウにはお話ししてあります」

　シーラ＝ルウは、びっくりしたようにミーア・レイ母さんを振ふり返かえった。

　ミーア・レイ母さんはにんまりと笑いつつ、手近にあったララ＝ルウの頭をくしゃくしゃにかき回す。

「あんたたちはそれでいいのかいって、ララにもヴィナにも聞いたんだけどね。そんな真似まねができるのはシーラ＝ルウぐらいしかいないって話だったから、あんたにまかせることにしたんだよ。まあ、この子らはそこまでかまどの番が得意なわけでもないからねえ」

「うっさいなあ。それはシーラ＝ルウが上手うますぎるんだよ！　あたしらにアスタとまるきり同じ味の料理なんて作れるわけがないじゃん！」

「本当よぉ……わたしだって頑がん張ばりたかったけどぉ、さすがに屋台で肉を焼く勇気はないわぁ……」

　そんな風に応じる二人の瞳ひとみには、とても素す直なおな賞賛と憧しよう憬けいの光が灯ともっていた。

　そして、今まで黙だまりこくっていた最後の人物が、そこで初めて口を開くことになった。

「ミーア・レイ母さん。わたしだって、かまど番の仕事ならそれなりに務めあげることができると思うんだけど……明日からも、やっぱり町に下りるのはヴィナ姉とララなの？」

　次姉の、レイナ＝ルウである。

　レイナ＝ルウは、胸の前で両手を合わせて、懇こん願がんするように母親の顔を見つめていた。

　ミーア・レイ母さんは、ちょっと困ったような笑えみを浮うかべる。

「最初にヴィナを選んだのは家長だからねえ。ヴィナとあんたがいっぺんに抜けちまうと、ちょっとばっかり家の仕事が滞とどこおっちまいそうだろう？　……それにやっぱり、スン家のほうのたくらみがもう少し知れない限りは、あたしもアスタのかたわらにはヴィナがいたほうがいいと思う。何だかんだ言って、一番人間あしらいが上手いのはあんたの姉さんだろうからさ」

「でも……」

「例えば、スン家の男衆が酔よっ払ぱらって難なん癖くせをつけてきたら、そいつを一番上手にあしらえるのは、やっぱりヴィナだろう？　今回の家長会議のかまど番を果たして、それでスン家がもうアスタにちょっかいを出してくることもなくなるだろうって見込みが立ったら、家長も考えを変えるかもしれない。それまでは、ちょっとあんたも辛しん抱ぼうしな」

「……わかった」と、レイナ＝ルウは少し頬ほおをふくらませた。

　ヴィナ＝ルウは、とても複雑そうな面持ちでそっぽを向きながら、栗くり色いろの髪の毛け先さきをいじっている。

　そして――シーラ＝ルウは、何やら決然とした面持ちで俺を見つめてきた。

「わかりました。アスタがそこまでわたしなどを信しん頼らいしてくださるのでしたら、わたしもその信頼に応こたえたいと思います。アスタ、どうぞよろしくお願いいたします」

「ありがとうございます。……それではさっそく、勉強会を始めましょうか」
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　その後はこれといって場が乱れることもなく、午前の部の勉強会を無事に終えることができた。

　およそ二時間ぶりにかまどの間から脱出し、俺はうーんと両りよう腕うでを伸ばす。

　外では、リミ＝ルウとティト・ミン婆ばあさんがピコの葉を乾かわかしつつ、薪を割っていた。

「やあ、リミ＝ルウ。アイ＝ファはまだ帰ってきてないのかな？」

「うん。そろそろ帰ってくるんじゃないかなあ」

　アイ＝ファは、商売で使うための薪を採取しに森の端はしへと向かったのである。

　中天まではまだけっこう時間もあるのでどうしようかなと思っていると、意想外の人物が近づいてきた。

　ルウ本家の長ちよう兄けい、ジザ＝ルウである。

「アスタ。手が空いたのなら、少し貴方あなたと話がしたいのだが」

「俺と話――ですか？」

　近ちか頃ごろめっきり影かげを潜ひそめていたジザ＝ルウが、満を持して俺に話とは――はっきり言って、あまり良い話であるとも思えない。

　俺に続いてかまどの間を出てきたミーア・レイ母さんも、少なからず不ふ審しんそうに長兄の姿を見つめやった。

「あんたがアスタに話なんて珍しいじゃないかね、ジザ。……まさか、家長の決定に何か不満でもあるわけじゃないだろうね？」

「家長の決定は絶対だ。長兄である俺が、それに逆らうような真似をするとでも？」

　相変わらず、表情だけは温和そのものである。

　その糸のように細い目をじっと見返してから、ミーア・レイ母さんは小さく息をつく。

「あんたもアスタも仕事を抱かかえてるんだから、おたがいに余計な気苦労は背せ負おい込むんじゃないよ？」

「ああ」とうなずき、ジザ＝ルウは家屋の横手へと足を進めていく。

　俺としては、追従する他ないようだった。

「……貴方ときちんと言葉を交かわすのはずいぶんひさしぶりに感じられるな、アスタ」

「そうですね。ルティムの祝宴の朝以来かもしれません」

「それでも、二十日は経たっていない。……しかし、その間に状況はめまぐるしく変化してしまった」

　ジザ＝ルウが立ち止まり、俺に向きなおる。

　刀も、マントも帯びていない。布の胴どう衣いと腰あてだけを纏まとった、平服の姿である。

　しかし、この恵めぐまれた体躯を有する御ご仁じんがその気になれば、俺を粛しゆく清せいするのに刀など不要であろう。この御仁には、スン家を相手にするのと同じぐらいの慎しん重ちようさで対するべきだと俺は心がけている。

「貴方はすっかり、森辺の中心人物になってしまった。貴方が動くと、森辺の行く末も動く。……俺には、そのように感じられてならない」

「そんなことはないと思います。何か色々な騒そう動どうの引き金になってしまっている、という自覚はありますが――だけどそれは、良い意味でも悪い意味でも、俺一人の力なんかじゃないですよ。アイ＝ファがいて、ガズラン＝ルティムがいて、ドンダ＝ルウがいたからこそ、俺みたいな人間でも森辺の行く末に関かかわる立場になりえたんだと思います」

「それはどうだろう。少なくとも、貴方の存在がなければ今日の事態はなかったと思うが」

　不可視の圧力が、ゆるりと俺の頭上にのしかかってくる。

　彼かれの兄弟たちが恐おそれる、見えない鉛なまりのような圧あつ迫ぱく感かんだ。

「それはそうかもしれませんが、でもやっぱり、それは他の人たちも同様だと思いますね。アイ＝ファと、ガズラン＝ルティムと、ドンダ＝ルウ、そのうちのどの一人が欠けても、やっぱり状況は全然違うものになっていたんだろうなと、俺には思えます。世の中って、そういうものではないですか？」

「……貴方は変わったな、アスタ」

　と、ジザ＝ルウの声が低くなった。

「以前の貴方は、もっと弱々しい印象だった。自分自身がどういう存在であるかもわかってはいないまま、わからないゆえに、その力を無む秩ちつ序じよに振りかざしているような危あやうさがあったように思う」

「はあ……」

「しかし、今の貴方は自分の力を理解した上で、その力を森辺に及およぼそうとしているように思える」

　ジザ＝ルウの、ただでさえ大おお柄がらな身体がいっそう大きくなったような錯さつ覚かくに陥おちいってしまった。

　圧力が、どんどん増してくる。

「貴方は、危険だ。たぶん、あのカミュア＝ヨシュという石の都の人間よりも――異国人でありながら森辺の行く末を内側から動かす力を持った貴方こそが、俺には最も危険な人間に見えてしまう」

「それはやっぱり、まだ俺を森辺の一員として見なすことができない、ということなんでしょうかね？」

　恐きよう怖ふ感かんというよりも耐たえ難い息苦しさのようなものを感じながら、俺はそう応じた。

「俺はこれでも、心底から森辺の一員になりたいと願っています。だけどまだ森辺で暮らして日の浅い俺の判断だけで大きなことをしでかすのは不安だったから、アイ＝ファや、ガズラン＝ルティムや、ドンダ＝ルウに自分の心情をさらけだすことによって、最善の道を選んできたつもりです。……ジザ＝ルウは、現在のような形でルウの家が宿場町やスン家に関わるのが不本意なんでしょうか？」

「不本意か不本意でないかと問われれば――もちろん、不本意だ。森辺の行く末は森辺の民が決めるべきだと、俺は思っている」

「ううん……それならいっそのこと、ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムなどが、俺という道具を使って森辺の行く末を切り開こうとしている、という風に考えてみたりはできないものですかね？　俺としては、自分でもそういう意識がまだ少し残っていたりもするのですが……」

「貴方が道具だとしても、それを操あやつっているのはルウやルティムではない」

　ジザ＝ルウの目が、細い糸のようなまま、黒い光を発しているように感じられた。

　漆しつ黒こくの刀の切っ先みたいな、鋭するどい光を。

「貴方を操っているのは、ファの家の家長だ。言ってみれば、森辺の行く末は眷けん族ぞくも持たないファの家の家長の手に委ゆだねられてしまっているのかもしれない」

「それは誤解です。そういう意味で、俺はアイ＝ファ一人を重んじているわけではありません。というか、アイ＝ファ自身だって私利私欲ではなく、森辺の行く末を思って行動しているだけじゃないですか？」

　だからこそ、アイ＝ファは自分の気持ちを曲げてまで、ルウやルティムを頼たよる決断をしたのだ。

　その翌日に、心労のあまり熱を出すぐらい思おもい悩みながら――それでもアイ＝ファは、自分が正しいと思えたガズラン＝ルティムの言葉に従う道を選んだのである。

　だから俺は、ルウとルティムとファの家の人間が、おたがいに支え合いながら森辺の行く末を切り開こうとしているように思うことができたのだが――このジザ＝ルウは、どうしてもそんな風に考えることができないのだろうか？

「……あのアイ＝ファが二年前にダルムの嫁よめとなっていれば、このような事態に陥ることはなかった」

　と、決して昂たかぶることのない声こわ音ねで、ジザ＝ルウはそう言った。

「あるいは、ジバとリミがアイ＝ファと縁えんを結んでいなければ――あるいは、アイ＝ファと貴方が森の中で出会っていなければ――」

「俺にとっては幸福であったと思えるそれらのことが、ジザ＝ルウにとっては不幸な出来事だとしか思えないのでしょうか？」

　不可視の圧力に耐えながら、俺も目もとに力をこめる。

「だったら、それは――とても悲しいことですね」

　空気がぴりぴりと電気を帯びているかのようだった。

　気を抜くと、膝ひざが砕くだけそうになってしまう。

　これは確かに――怒いかり狂くるうドンダ＝ルウにも匹ひつ敵てきする圧力だった。

　しかし、ドンダ＝ルウは激情を解放してその圧力を形成しているように思えるのに、このジザ＝ルウからは、やっぱりいかなる感情も感じられない。

　怒りや憎にくしみといった個人の感情ではない、もっと俺からは縁えん遠どおい感覚――使命感だとか、一族への帰属心だとか、狩人の尊厳だとか、そういうものが核かくにあるのだろうか。

　何にせよ、ものすごい圧力だ。

　俺としては、その圧力に屈くつしないように、ぐっと堪こらえることしかできなかった。

　そうして、どれほどの時間が経過したのか――

　俺たちの対たい峙じは、ジザ＝ルウの背後から上がったアイ＝ファの声によって断たち切きられることになった。

「このようなところで何をやっているのだ、アスタ」

　ふっ――と、ジザ＝ルウの肉体から発散されていた圧力が消失する。

　ジザ＝ルウが身体を傾かたむけると、蔓つる草くさでくくった薪を背負ったアイ＝ファの姿が見えた。

「お前も手が空いたのなら、私を手伝え。明日あしたは昨日以上の薪を必要とするのだろう？」

「あ、ああ、そうだな。……わかった、そっちを手伝うよ」

　アイ＝ファが、ゆっくりと近づいてくる。

　ジザ＝ルウは、そちらに一礼してから、俺のほうを見た。

「では、俺はこれで失礼する。今日はひさしぶりに話せて良かった」

　気のきいた返事などはひねり出せぬまま、俺は小さくうなずき返す。

　そうしてジザ＝ルウは俺のもとを去り、代わりにアイ＝ファがやってきた。

「本当に、お前は何をやっているのだ、アスタ」

　と、アイ＝ファが怖い顔を寄せてくる。

「あの長兄があれほどの殺気を撒まき散ちらす姿は初めて見た。私のいない場で、あのような男と二人きりになるな」

「だ、だけど、話がしたいって言われちゃったら、なかなか断れるもんでもないだろ？」

「それでも、断れ。……あの長兄は心情が読めぬから、私とてどのように警けい戒かいすればよいのかもわからぬままなのだ」

　さらにアイ＝ファは顔を寄せてきて、ほとんど鼻先が触ふれそうなぐらいの距きよ離りから、俺の瞳を覗のぞき込んでくる。

「ふん……しかしまあ、あれだけの殺気をぶつけられて、物もの怖おじ一つしていないとはな。腕わん力りよくのほうはお粗そ末まつなままで、胆たん力りよくだけは備わってきたということか」

「あのなあ。けなすならけなす、ほめるならほめるで、どっちかにしてくれよ」

「そうか。では、ほめてやろう」

　ごつっ、とアイ＝ファが俺の額に自分の額をぶつけてくる。

「あの長兄にあれほどの殺気をぶつけられて我を失わない者など、森辺の男衆にもそうはいないはずだ。非力なかまど番の分際で生意気だな、アスタ」

「いや、だから――」

「ほめているし、誇ほこらしいと思っている」

　そう言って、アイ＝ファはとても勇ましい笑みを浮かべた。

「その胆力があれば、スン家の男衆など恐るるに値しない。家長会議の前に、少しは心を軽くすることができた。……それでは薪を集めに行くぞ、アスタ。私もなまりきった身体を元の状態に戻さねばならぬのだからな」
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　それから家長会議までの間は、これといって特筆するべきこともなかった――とは、言えないのだろうと思う。

　ルウ家における勉強会の翌日、宿場町での商売を再開させた俺たちは、なんと二百食分もの料理を完売させることになってしまったのだ。

　その翌日は少し勢いが落ち、もとよりこちらとしても百七十食分しか準備することはできなかったが、それでもやっぱり商品が売れ残ることはなかった。

　一日休んで二日営業して、その翌日からまた二日休み、という変則的なスケジュールが、おかしな具合にお客様がたの購こう買ばい意欲を刺し激げきしてしまったのだろうか。その前までは百五十食分でも多少は売れ残りの出ていたはずの我わが店なのである。

　相変わらずお客様の大半は南と東の民たちであったが、着実にギバの料理は宿場町で話題になりつつある。今後、宿屋でも料理が売られることになれば、いっそうの評判を呼び込むことも可能になるだろう。

　スン家が何をたくらもうとも、この商売は成功させなければならない。

　そんな思いを胸に溜ためつつ仕事に励はげんでいる内に、青の月の八日と九日は流れ過ぎていき――そして、家長会議の日がやってきたのだった。
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「……スンの集落ってのは、ずいぶん遠いんだな」

　黄色く踏ふみ固かためられた森辺の道をひたすら歩きながら、俺はこっそりアイ＝ファに耳打ちした。

　野生の豹ひようみたいにしなやかに歩を進めつつ、アイ＝ファもこっそり言葉を返してくる。

「スンの集落は北の要であり、ルウの集落は南の要であるのだからな。遠く感じるのは当たり前だ」

　森辺の集落は、南北に細長くのびる形で形成されている。

　東側にそびえるモルガの山と、西側に広がるジェノスの領土を分断する形で森が切り開かれたため、そのような地理になっているのである。

　で、スンの集落はかなり北側に位置しており、間にファの家を含ふくむ小さな氏族の集落をはさむ格好で、南寄りの位置にルウやルティムの集落が存在する。太陽の位置から察するに、すでに二時間ばかりも歩いているはずであったが、周囲の景色になかなか変化は訪おとずれなかった。

「ん……つまりあのルティムの祝しゆく宴えんの夜も、スン家の連中はこんなに長い道を踏みこえて、わざわざ嫌いやがらせに出向いて来たってことなんだな」

　俺がまた耳打ちしてみせると、アイ＝ファも「うむ」とうなずいて顔を寄せてくる。

「まともに狩人としての仕事を果たしておらぬから、時間などはいくらでもあるのだろう。まったく、腹の煮にえる話だ」

「本当だよな。そんなひまがあるなら一頭でも多くギバを狩ってみせろと言いたくなるよ」

「……ところで、アスタよ」

「うん、何だい、アイ＝ファ？」

「お前はどうしていちいち声を潜めて話しかけてくるのだ？」

　アイ＝ファはその意味もわからぬまま、このような内ない緒しよ話ばなしにつきあってくれていたのだろうか。

「別に、深い意味はないんだけどさ。なんか、世間話をするのもはばかられる雰ふん囲い気きじゃないか？」

　俺たちは、二人きりでスン家の集落に向かっているわけではない。ルウの眷族たちと、道中をともにしているのである。

　ルウには、血の縁で結ばれた六つの眷族が存在する。ルティム、レイ、ミン、マァム、リリン、ムファ、の六氏族である。家長会議には、それらの氏族の家長とお供の男衆が一人ずつ参加する。それに、かまど番として同行する女衆らを加えると、総勢で二十四名の団体様なのだった。

　なおかつ男衆に関しては精鋭の猛も者さたちであるのだから、それはもう圧巻という他ない様相である。その全員がかつてのルティムの宴には参加していたはずであるが、俺おれにとって面識があるのはドンダ＝ルウとダルム＝ルウ、それにダン＝ルティムの三名のみだ。

　そんな彼らが、今こ宵よいの晩餐で使う食材を手分けして運んでくれている。それに不満を持つ人間などはいないとしても、俺としてはやっぱり恐きよう縮しゆくせざるを得ない。

「……ああ、何だか眠ねむくなってきてしまったな」

　と、いきなり背後から大きな声があがった。

　振り返ると、男衆では最年少と思われる少年が、歩きながら大あくびをしている。

「こんな早い時間に起こされたのはひさびさだ。ドンダ＝ルウ、スンの集落に着いたら、俺は少し眠らせてもらってもかまわないだろうか？」

「……好きにしろ」と、ドンダ＝ルウはそっけなく答える。

「それは助かる。まあ、何か騒さわぎがあったらすぐに起きるから、それで勘かん弁べんしてくれ。……ん、何を見ているのだ、ファの家のかまど番よ」

「あ、いえ、失礼しました」

「別に礼など失していない。何を見ているのだと聞いているのだ、俺は」

　べつだん不ふ機き嫌げんそうな様子ではないが、そんなに気き性しようの穏おだやかそうな顔つきでもない。

　どうしたものかと言葉を選んでいる内に、その少年は足を速めて俺の隣となりに並んできた。

「そういえば、俺はお前の名前をまだ聞いていない。俺はラウ＝レイという者だが、お前の名は何というのだ、ファの家のかまど番よ？」

「はい、俺はアスタと申します」

　もしかしたら俺より年下かもしれないが、ここは下手に出ておくことにした。

　とか考えていたら、その少年が少し不機嫌そうな顔になってしまう。

「俺は十七歳さいだが、お前は何歳なのだ、アスタよ」

「あ、俺も十七歳です」

「ならば、そのように丁てい寧ねいな言葉は使わなくてもいい。普ふ通つうに喋しやべれ、普通に」

　何だかユーミのようなことを言う少年である。

　だけどその少年には、なかなかの貫かん禄ろくが備わっていた。

　ほとんど金色に近いぐらいの淡あわい色合いをした髪を長くのばしており、首の後ろで結んでいる。切れ長の目は淡い水色で、鼻が高く、唇は薄うすい。ルド＝ルウを少し大人っぽくした感じで、顔立ちはちょっと中性的なのに、気性の荒あらそうな表情をしている。

　身長は俺より少し高いぐらいで、体格も、どちらかといえば細身である。そんな風ふう貌ぼうで、年ねん齢れいも若いのに、迫はく力りよくは周囲の男衆にも負けていないようだった。

「まあ、宿場町の商売がどうしたとか、ガズラン＝ルティムの言うことは今一つよくわからなかったがな。スン家がお前たちに難癖をつけてきたという話なら、いくらでも力を貸してやるさ」
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「はい、ありがとうございます」

「……普通に喋れと言っている」

「いやあ、宿場町で商売を始めたせいか、こういう喋り方かたのほうが楽だったりもしてしまうのですよね」

「そうか。それじゃあ、丁寧な言葉を使うごとに、一回殴なぐろう」

「…………」

「お前、本当にファの家のかまど番なのか？」

　と、ラウ＝レイなる少年がぐっと顔を寄せてくる。

「あのスン家の連中が婚儀の宴に踏み込んできたとき、威い勢せいのいい啖たん呵かを切っていたのはお前なのだろう？　何だか、まるで別人みたいではないか」

「いや、まあ、あのときは俺も少なからず頭に血が上っていたもので」

「ふん。だったら今日も血を上らせておけ。スン家などに弱みを見せたら、好きなようにつけこまれてしまうからな」

　どうも俺とは対極の勝負論を有する少年であるようだった。

　俺としては、危うい場面でこそ冷静でいたいと思ってしまうのだが。

「ところでアスタよ、レイの家でもガズラン＝ルティムにギバの血ち抜ぬきや解体というわざを習ったのだがな。それで確かに肉の味は美味うまくなったが、宴でお前に食べさせられた食事には遠く及ばない。あのぐにゃぐにゃとした肉などは、いったいどのように作るのだ？」

「ああ、それはハンバーグのことかな？　あれは肉を刻んでから丸めなおして……って、言葉だけでは説明しきれない料理なんだよね。ルウやルティムの女衆はもうその作り方をわきまえているはずだから、そちらで習ってもらうしかないんじゃないのかな」

　殴られてしまわないように気をつけながら俺がそう応じると、ラウ＝レイは斜ななめ後方を振り返った。

「だったら、アマ・ミン＝ルティムよ、レイの女衆にその作り方を教えてやってくれ。俺は家でもあの料理が食べたいのだ」

　みなと同じように野菜の詰つまった袋ふくろを背負って歩いていたアマ・ミン＝ルティムは、ラウ＝レイなる少年にお行ぎよう儀ぎよく頭を下げた。

「了りよう解かいいたしました。まだわたしもそこまで上手には作れませんが、レイの女衆とともに腕を磨みがきたいと思います」

「……アマ・ミン＝ルティム、お前は何歳だ？」

「はい。わたしも十七歳です、ラウ＝レイ」

「だったらそのように丁寧な言葉でなくていい。アスタのように、普通に喋れ」

「いえ。ルウの眷族として、レイの本家の家長にそのように失礼な口はきけません」

　レイの本家の家長――この少年が？

「家長になったとたん、女衆はみんなそれだ。……お前はかまど番とはいえ、いちおう男衆のようなのだから、普通に喋れよ、アスタ？」

　どうやらなかなかに扱あつかいの難しい少年とお近づきになってしまったようである。

　アイ＝ファのほうをうかがい見ると、もちろん我が家長は素知らぬ顔でそっぽを向いていた。

「何だ何だ、レイの家長ははんばーぐなどがお好みなのか？　はんばーぐが不味まずいとは言わんが、やはり一番美味いのはあばら肉であろうが？」

　と、横よこ槍やりを入れてきたのは、ルティムの家長殿どのである。

　太たい鼓こ腹ばらをゆすりながら、どすどすと近づいてくる。この御仁が助け船に――ならないのだろうなあ、と思う。

「あばら肉か。もちろんあれもたいそう美味かったが――しかし、骨がついていると食べにくいではないか？」

「何を言っている！　あれは骨からかじりとるのが美味いのではないか！　できることなら、俺はギバの足だって骨をつけたままかじりたいぐらいだぞ？」

　それは火を通すのが大変そうだ。

　だけど、もうちょっと蒸むし焼やきなどの技術を研けん鑽さんすれば、不可能ではないと思う。

「大体が、はんばーぐを好むのは女衆と子供に多い。その若さで家長をつとめるとは見上げたものだが、まだまだ子供の面は抜けきっておらぬということか」

　ダン＝ルティムはガハハと大きな声で笑い、ラウ＝レイの顔には見る見る不機嫌そうな表情が浮かび上がってくる。

「ルティムは、レイに喧けん嘩かを売る気か？　狩人たる男衆を子供扱いするとは、あまりに無礼な言い草であろうが？」

「だったら文句を言わずにあばら肉を食え。あれこそ狩人に相応ふさわしい最高の料理なのだからな」

　ラウ＝レイの怒りなど意に介かいした様子もなく、ダン＝ルティムはぎょろりとしたどんぐりまなこを俺のほうに向けてきた。

「アスタ！　もちろん今日もあばら肉を食わせてくれるのだろうな？　あのミャームーとやらを使った薄っぺらい肉も確かに美味いは美味かったが、やっぱりあばら肉の美味さには及ばん！」

　なるほど、三日前の勉強会で『ミャームー焼き』の調理技術を習得したアマ・ミン＝ルティムやモルン＝ルティムが、さっそくルティム家の晩餐でその腕うで前まえを披ひ露ろうした、ということか。

　それはそれで大いにけっこうな話であるのだが、俺としては「あれ？」と首をひねらざるを得ない。

「今日はルティムからも肉を分けていただいたはずなのですが。その中には、しっかりあばら肉も含まれていたでしょう？」

「知らん。そういえばガズランが何やかんやと言っていたような気もするが、眠かったので聞き流していた」

「……そうでありますか」

「スン家の連中にあのように美味い肉を食わせるのは業腹だが、まあ、それであいつらの腐くさった性根が少しでもましになるなら、許してやろう！　美味い肉を食いたいなら真ま面じ目めにギバを狩かれ、と俺があいつらの尻しりを蹴け飛とばしてくれるわ！」

「いや、あの、なるべく穏おん便びんにお願いしますね……？」

「うん？　何をそのように心配そうな顔をしておるのだ？　蹴飛ばすと言ったのはもののたとえだ。この俺がそんな短たん慮りよなふるまいに及ぶはずもなかろうが？」

　そうなのかなあ、と俺はこっそり溜ため息いきをつかせていただく。

　祝宴のときのスン家に対する怒りっぷりを拝見するに、ちっとも安心はできないのだが。

「……ただし、あいつらが血迷ってアスタを害そうなどとしたら、俺も何をしてしまうかはわからぬがな」

　と、豪ごう快かいに笑いながら、ダン＝ルティムの陽気な顔に一いつ瞬しゆんだけ狩人の表情が閃ひらめいた。

「それでスン家と戦いくさになるのはかまわんが、アスタを失ってしまっては何にもならん。スン家に婿むこ入いりなどという話は論外だが、それよりも何よりも、お前は決して生命いのちを落としてはならんぞ、アスタ？」

　ダン＝ルティムは、宿場町の商売に関して興味がないらしい。

　森辺に豊かな生活を、という俺やアイ＝ファやガズラン＝ルティムの言葉も、今一つ理解はできていないようだ。

　だけど、スン家が俺の身み柄がらを狙ねらっているらしい、という報告をガズラン＝ルティムから受けた際、この御仁はそのままスンの集落に怒ど鳴なり込みに行きそうになるぐらい怒り狂っていた――と、ガズラン＝ルティムからは聞かされていた。

　この御仁は、あばら肉の味に魅み了りようされただけで、俺という人間そのものに対しては、それほどの関心もないんじゃなかろうか――とか考えていた自分を、恥はずかしく思う。

　そんな思いを胸に、「はい、ありがとうございます」と答えると、ダン＝ルティムはまたガハハと笑い、俺の背中をどしんと叩たたいてきた。

「まあ、かまどの間では女衆が、それ以外の場では俺たちが守ってやるからな！　アスタは安心して美味い料理を作っておればよい！」

　とても力強い言葉であり、とても力強いスキンシップだった。

　肋ろつ骨こつの軋きしむ音が聞こえたような気もするが、まあ何とかへし折られたりはしなかったようだ。

「ふん。スン家などは物の数ではないが、用心すべきはその低能な眷族どもだな。お前のようにひ弱そうな男衆ではあらがうすべもないだろうから、まかり間ま違ちがっても奴やつらの尻尾しつぽは踏んでしまわないことだ」

　口は悪いが、ラウ＝レイもそんな言葉をかけてくれる。

　何だか思いの外、ルウの眷族たちは俺やアイ＝ファに対して友好的であるように感じられた。

　まだラウ＝レイ以外とはまともに口をきいてもいないし、どこを見回しても武骨な仏ぶつ頂ちよう面づらしか見当たらないのだが、何というか、余計な仕事が増えてしまったことを不満に思っている者はいない様子である。

　その根っこにはもちろん、どのような案件であれスン家などのいいようにはさせない、という共通の思いが渦うず巻まいているのであろうが、眷族でもない俺やアイ＝ファを、ごく自然に受け入れてくれているような空気を感じる。

　もしかしたら――それはさっきラウ＝レイも口にした、ルティムの祝しゆく宴えんの一件が要因なのかもしれない。

　スン家のぼんくら三兄弟が乱入してきたとき、男衆はみんな怒りで気も狂わんばかりになっていた。その男衆こそが、すなわち現在行動をともにしているこのメンバーたちなのである。

　共通の敵を前にすると、集団内の結束は固くなる。その定理が、俺やアイ＝ファの身にまで及んでいるのかもしれない。

（そうだとしたら、ありがたい話だよな）

　そこには、誤解も何もない。

　俺たちと彼らは眷族でも何でもなかったが、スン家を忌いまわしく思う、というその一点においては、どこにも齟そ齬ごはないはずだった。

　そんなことを考えるでもなしに考えていると、先頭を歩いていたドンダ＝ルウが「見えてきたな……」と、低い声でつぶやいた。

　慌あわてて前方に向きなおった俺は、少しばかり息を呑のむ。ちょっと想像を絶するような建造物が、梢こずえの向こうに見みえ隠かくれしていたのだ。

　いや、建造物と言えるほど立派なものではなかったかもしれない。切り開かれた空き地の真ん中に、干し草でできた小山のようなものが、こんもりと盛り上がっている。旧石器時代の竪たて穴あな式しき住居みたいなたたずまいである。

　ただし、規模が途と方ほうもない。お椀わんを伏ふせたようなドーム型の形状をしているのだが、その直径は二十メートル以上にも及ぶだろう。かなり平べったい形状であるが、そのお椀の頂点だって、二階建てぐらいの高さがあるようだった。

　入口は、四方にぽっかりと黒い穴が空いているようだ。お椀の頂点には三角の帽ぼう子しみたいな屋根が載のせられており、そこにも換かん気きのためと思おぼしき四角い穴が空いている。

　作り自体は粗末でも、森辺の環かん境きようでこれほど巨きよ大だいな建造物を作れるというのは、ものすごい権勢の証あかしであると言えるかもしれない。

「あれがスン家の祭さい祀し堂どうだ」とアイ＝ファが説明してくれた。

　本日の家長会議も、この祭祀堂にて執とり行おこなわれるらしい。

　そのあやしげな祭祀堂を中心に、見なれた木造の建物があちこちに点在している。その数は、十戸以上にも及びそうであった。

「……ようこそ、スンの集落に」

　と、一人の男衆が俺たちの前にゆらりと現れる。

　灰色の髪かみを後ろになでつけて、同じ色の髭ひげを生やした、体格はいいのに生気の欠落した、初老の男衆――テイ＝スンである。

「ずいぶん早いお着きでしたな。中天に訪れるのは、かまど番の方々のみであると思っておりました」

「ふん。女衆のみで、これだけの荷が運べるか」

　それと相対したドンダ＝ルウが、地鳴りのような声音で応じる。

「本家のかまどまで案内してもらおうか。族長への挨あい拶さつは、その後だ」

「はい。……その前に、牙きばと角をお預かりしてもよろしいでしょうか？」

　ヤミル＝スンとの商談が成立したその日の内に、「家長会議の際にはギバ一頭分の牙と角を持参すること」というお達しが、すべての氏族に通達されたのだ。

　巨大な角と牙を二本ずつ、宿場町で売うり払えば赤銅貨十二枚にも及ぶ金額である。ルウの眷族や我がファの家にとってはどうということのない金額でも、食うや食わずの小さな氏族にとっては死活に関わる損失であったかもしれない。

　森辺の民たみは、これだけ豊かな森の中で暮らしていながら、森の恵みを収しゆう穫かくすることも、田畑を作ることもジェノスの領主に禁じられてしまっている。森辺の民が健すこやかに生きていくためには、この牙や角や毛皮を銅貨に換かえる他ほかないのである。

　で、これらの牙や角はいったんスン家の手に渡わたったのち、かまど番を引き受けた謝礼として俺たちの手に託たくされることになる。俺にしてみれば、ただでさえ逼ひつ迫ぱくしている小さな氏族にさらなる負担をかけてしまったような心地ここちであった。

　それでもスン家の歪ゆがみを正すためならば、こうして懐ふところに飛び込むしか道がない。

　この上は、これだけの損失に見合う希望の光を人々に提示できるよう、力を振り絞しぼるしかなかった。

「では、こちらへ……」

　合計八頭分の角と牙を預かったテイ＝スンは、それを一本の革かわ紐ひもで連ねてから、集落の奥おくへと歩き始めた。

　相変わらず、覇は気きも生気もない男衆である。

　だいたい、このような案内など狩人かりうどたる男衆の仕事とも思えぬのだが、どうしてこの御仁は毎回、小間使いのような役割を負わされているのだろう。

（……あれ？　刀は預けなくていいのかな？）

　ルウの集落においては、かまどの間に入る前にいったん包丁を預ける風習があるのだが、そんなことを要求されることもなかった。

　まあ、預けなくて済むなら面めん倒どうがなくていいのだが――何だか、杜ず撰さんな印象が強まってしまう。

「……陰いん気き臭くささは相変わらずか」

　と、俺のかたわらを歩きながら、ラウ＝レイが小声で吐はき捨すてた。

　それはテイ＝スンに向けられたものなのか、それともこの集落そのものに向けられたものなのか――たぶんその両方に、なのだろうと思う。もうすぐ中天という頃ころ合あいであるのに、そこには人ひと影かげの一つも見当たらなかったのだ。

　薪まきを割っている者もいない。

　ピコの葉を乾かしている者もいない。

　立ち話をしている女衆や、楽しそうにはしゃぎ回る幼子の姿もない。

　まるで、打ち捨てられた無人の集落であるかのようだ。

　それに、通りすがりに観察してみると、くだんの巨大な祭祀堂も、どえらく古びていることが見てとれた。あちこち修しゆう繕ぜんはなされているのだろうが、干し草で覆おおわれた壁へき面めんも半分がた腐りかけているように見受けられる。それなりに雨量の多いこの森辺に、このような作りの住居が相応しいとは思えぬから、これはもしかしたら森辺の民が南の森に住んでいた頃ころの様式であるのかもしれなかった。

（この建物が作られた頃は、スン家も族長筋として正しく民を導くことができていたのかな）

　そのようにも思うが、ジバ婆さんのように当時を生きていた人々の胸の内にしか、その答えは存在しなかった。

「こちらになります……」

　その恐きよう竜りゆうの死し骸がいみたいな祭祀堂の裏に、ルウ本家にも負けない立派な木造の建物が隠されていた。

　きっとこれが、スンの本家の家なのだろう。自然と、気持ちが引ひき締しまっていく。

　ここが敵の総本山――数々の悪あく縁えんを結んでしまったディガ＝スンたちの、根城なのである。

　テイ＝スンは、ロボットのように規則正しい足取りで、その建物の裏手へと進んでいく。

「……こちらが、かまどの間となります」

　やはりルウ家と同じように、本ほん邸ていの裏に小さな建物が併へい設せつされていた。

　規模も、ルウ家と同じぐらいだ。屋外にも二つのかまどが設置されているところまで同様である。

「ふん。スン家の女衆はどこに行ったんだい？」

　ミーア・レイ母さんが声をあげると、テイ＝スンは虚うつろな目つきのまま一礼した。

「ただいま呼んで参ります。少々お待ちください」

　テイ＝スンは姿を消し、荷物を担になっていた人々は入口のわきにそれを積んでいく。

　およそ九十キロ以上の、ギバの肉。

　四百個以上のアリア。三百個近いポイタン。

　果実酒、岩塩、ミャームーなどの調味料。

　調理器具と、配はい膳ぜん用のゴムノキモドキの葉。

　こうして一箇か所しよに集めてしまうと、なかなか途方もない質量である。

　家長会議に出席する人間が七十九名、スンの人間が四十一名、俺たちかまど番が九名――それにミダ＝スンのための余よ剰じよう分ぶんが十名分で、しめて百三十九名分の食しよく糧りようなのだ。

　で、表向きは男衆の手伝いもここまでであるのだが、家長会議の開始までにはまだ二、三時間ほども余よ裕ゆうがある。それまでは、彼らもこのかまどの間の周囲で待機する算段であった。

「……しかし、家長会議が始まったのちも、スンの分家の男衆などは自由に動くことができるのだからな。決して油断をするのではないぞ、アスタよ？」

　もう何度目になるかもわからない言葉を、アイ＝ファが小声で告げてくる。

「わかってる。とにかく何があっても、絶対に単独行動はしない。……アイ＝ファのほうも気をつけてくれよな？」

「ふん。私のほうに危険はないが、ただ、ガズラン＝ルティムがいないことだけが悔くやまれる」

　そう、家長会議において、アイ＝ファはファの家が如何いかなる心情で宿場町に店を出だしたかを発表する予定であるのだが、跡あと継つぎの長ちよう兄けいは家を守るべしという森辺の習わしに従って、ガズラン＝ルティムは本日欠席の身なのである。

　ドンダ＝ルウやダン＝ルティムではほとんどその助けにはならないし、ルティムの次じ兄けいも、兄ほど弁べん舌ぜつが巧たくみな人物ではなかった。

　というか、おそらくはガズラン＝ルティムが特異に過ぎるのだろう。あれほど理知的に言葉を操れる人間を、俺は森辺では他に見たことがない。

　それは、森辺の民の気質によるものなのだろうと思う。情が深く、感性が豊かな人間は多いが、理や知を重んずる人間は、それほど見かけない。俺の矮わい小しような交友の範はん囲いにおいて、やはりそのような特性を有するのは、ガズラン＝ルティムと、ジバ婆ばあさんと――あとは、ジザ＝ルウやサティ・レイ＝ルウ、それにアマ・ミン＝ルティムにその片へん鱗りんを感じるぐらいだった。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。大事なのは、気持ちを伝えることなんだから」

　と、俺もアイ＝ファにこっそりと囁ささやき返す。

「たぶん、俺やカミュアみたいな人間は、いくら言葉が達者でも、なかなか森辺の民に気持ちを伝えることはできないんだと思う。だけど、同じ森辺の民であるアイ＝ファなら、きっと上手うまくやることができるさ」

「……これまでの私を見てきて、どうしてそのような言葉が吐けるのかは理解し難がたいが、まあ、お前には無理だと言われるよりは、数段ましか」

　ぶっきらぼうに言い捨てて、アイ＝ファは鼻の頭をかく。

「力の及ぶ限り、私は私の仕事を果たそう。……お前も仕事の時間がやってきたようだぞ、アスタ」

　アイ＝ファの目線を追いかけると、家の陰かげから再びテイ＝スンが姿を現すところだった。

　その背後には、十名以上の女衆が追従している。そのうちの一人が、途と中ちゆうでテイ＝スンを追おい抜ぬいて、俺とアイ＝ファの前に立った。

「お待ちしていたわ、ファの家のアイ＝ファに、アスタ。家長ズーロも、弟ミダも、今日という日を心待ちにしていたようよ？」

　スン本家の長ちよう姉し、ヤミル＝スンである。

　森辺で顔をあわせるのは、これが初めてだ。

　宿場町においてはヴェールやショールで素す肌はだを隠していたヤミル＝スンは、胸あてと腰こしあてと金属細工の飾かざり物ものだけをつけた身軽な姿で俺たちの前に立ちはだかり、町で会うよりもいっそう美しく――そして、いっそう薄うす気き味みが悪かった。

　褐かつ色しよくの長い髪を、ドレッドヘアのようにこまかく編みこんでいる。

　切れ長の瞳ひとみは、限りなく黒色に近い。

　すらりと背が高く、手足も長く、ヴィナ＝ルウにも負けないぐらい優美な肢し体たいを有している。

　だけどやっぱり――その美しい肉体には、腐ふ敗はいした血の臭においがねっとりとからみついていた。

（……だけど、アイ＝ファやヴィナ＝ルウには感じられないっていうんだよな、この臭いは）

　たぶん、俺が唯ゆい一いつ、森辺の民にまさっている部分があるとすれば、それは嗅きゆう覚かくの鋭さだと思われる。基本的な身体能力ばかりでなく、視覚や聴ちよう覚かくにおいても森辺の民は非常にすぐれた力を有しているようなのだが、嗅覚だけは、かろうじて俺のほうがまさっているようなのだ。

　それゆえに、俺は他の誰だれよりもこのヤミル＝スンという女衆に警けい戒かい心しんをかきたてられてしまっている。まさか人間の血ではあるまいが、それにしたって、常に血けつ臭しゆうを纏まとっている人間など、薄気味悪く感じられて当然であろう。

「……そういえば、最初に伝えておかなければならないことがあるのだけれど」

　と、ヤミル＝スンは冷たく笑いながら、そう言った。

「ファの家に支し払はらう代価は、ギバの角と牙を四十頭分ではなく、三十六頭分になってしまったのよ。了りよう承しようしてもらえるかしら？」

「はい？　……それは理由次し第だいだと思いますが」

「理由は簡単よ。この一年間で、氏族の数が四十から三十六に減じてしまっていたの。家人が絶えてしまったり、絶える前に他の家に入るなりして、四つの氏が滅ほろんでしまったというわけね。……だから、作る料理も八名分減らして、代価はギバ三十六頭分、ということにしてほしいのよ」

「……人数が増えるよりはましですが、森辺の約定がそんな簡単に覆くつがえせるものだとは思いませんでしたね」

「簡単ではないわ。だからこうして、真しん摯しにお願いしているのよ」

　真摯が聞いて呆あきれるね、と俺は肩かたをすくめてみせる。そのようなことが判明していたのなら、いくらでも事前に通達する手段はあったはずであろう。本当に、真面目に相手をするのが馬ば鹿からしくなるぐらいの不実さだ。

　だけど、こちらはこちらの土俵で戦うしかない。

「それで今さらこの大荷物を抱かかえて帰る気にもなれませんからね。ルウやルティムの皆みな様さまがたが了承してくれるようでしたら、承うけたまわりますよ。代価はみんなで等分にする予定であったので」

「代価なんて、どうだっていいさ。そんなことより、とっとと仕事に取りかかろうじゃないか」

　ミーア・レイ母さんが、まったく動じた様子もなく、ヤミル＝スンの前に進み出る。

　ヤミル＝スンは、何の興味もなさそうに、そちらに冷たい一いち瞥べつをくれた。

「それでは、よろしくお願いするわね、ファの家のアスタ。この十五名の女衆を好きに使ってくれてかまわないから」

　十五名か。なかなかの人数だ。

　スンの集落の総勢は四十一名と聞いていたので、ほとんどの女衆をかき集めてくれたのだろうか、と俺は視線を巡めぐらせて――

　そして、言葉を失うことになった。

（……何だよ、これ？）

　年齢もさまざまな、森辺の女衆である。

　一番年かさなのは五い十そ路じぐらいで、一番若いのは十歳ぐらい。既き婚こんの女衆もいれば、未み婚こんの女衆もいる。これといって、外見上におかしなところはない。

　ただ――全員、目が死んでいた。

　年のいった女性も、幼い女の子も、誰も彼かれもがテイ＝スンと同じように、どろりと濁にごった眼まな差ざしをしていたのだ。

　その褐色の顔からも、あらゆる表情が欠落してしまっている。森辺の民としてのすこやかな生命力や躍やく動どう感かんといったものが、いっさい感じられない。べつだん痩やせ衰おとろえているわけでもないし、健康には何の問題もなさそうなのだが、ただひたすらに無気力なのである。

　宿場町の人間たちよりも、俺のいた世界の人間たちよりも――俺がこれまでに見てきたどんな人間たちよりも、彼かの女じよたちは生気に乏とぼしく、不出来な泥どろ人にん形ぎようのように、ぼんやりと立ちつくしていた。

「それじゃあ、わたしには別の仕事があるので、失礼するわ。……あ、家長はまだ目を覚ましていないので、そちらの男衆たちも挨拶はまたのちほどにね」

　毒どく蛇へびのような微び笑しようを残して、ヤミル＝スンは去っていく。

　テイ＝スンも、当然のごとく去っていく。

　そんな二人を見送ってから、ミーア・レイ母さんは大きな手の平をパンと打ち鳴らした。

「それじゃあ荷物を運んでしまおうかね！　まずはポイタンからお願いするよ！」

　スン家の女衆は返事もせぬままに、ゆらゆらとこちらに近づいてくる。

　べつだん動作が極きよく端たんに緩かん慢まんなわけでもないのだが、何となく、ゾンビの大群みたいに見えてしまう。

「……あの薄気味悪い女衆は、何だったのだ？」

　と、俺の背後でダン＝ルティムが不機嫌そうにつぶやいた。

　どうやら独り言であるようだが、俺はいちおう「本家の長姉で、名はヤミル＝スンというそうです」と、答えておいた。

「本家の女衆か。ぼんくら三兄弟に比べれば気骨はありそうだが、あんな不ふ愉ゆ快かいな臭いを撒き散らしている人間と晩ばん餐さんをともにするのは御ご免めんだぞ、俺は」

「え？」

　ちょっと驚おどろいてダン＝ルティムの巨きよ体たいを仰あおぎ見ると、その丸っこい鼻がぴくぴくとひくついていた。

「どうしてあの女衆は腐った血の臭いなどを撒き散らしておるのだ。あんな細ほそ腕うでで皮かわ剥はぎの仕事をつとめているわけでもなかろうにな」

「……ダン＝ルティムは、ずいぶん鋭えい敏びんな鼻をお持ちなのですね」

「うん？　俺は森でも臭いでギバを嗅かぎわけるからな。ルティムでも、こんなことができるのは俺と父ラーだけだ」

　と、自じ慢まんたらしく太鼓腹を震ふるわせてから、その丸い鼻を指先でこする。

「とにかく、気に食わん。スン家の連中はみんな気に食わんが、あの女衆は格別だ。アスタ、あの女衆にだけは特に心を許すのではないぞ？」

「はい。そのお言葉には、心の底から同意いたします」

　俺はうなずき、みずからもポイタンの袋をつかみ取った。

　そうして、アイ＝ファを振ふり返かえる。

「それじゃあ、俺も仕事に取りかかるよ。……頑がん張ばろうな、おたがいに」

　アイ＝ファは厳しい表情で、無言のまま、うなずいた。

　こうして、スンの集落における俺たちの戦いは、静かに幕を開けたのだった。




２




　俺に同どう伴はんしてくれたルウとルティムの女衆は、八名。

　それに対して、スン家の女衆は、十五名。

　およそ百三十名分もの食事を作るかまど番として、人数的には申し分ない。問題は、その質だ。

「えーと、この中にスン本家の方はいらっしゃいますか？」

　ポイタンと調理器具のみをかまどの間に移したのち、俺はそんな風に呼びかけてみた。

　さすがに二十四名もの人間を収容するスペースはなかったので、場所はかまどの間の前である。

　アイ＝ファやドンダ＝ルウたちは、少し離はなれた地べたに座すわりこみ、干し肉などをかじりながら、じっと俺たちの姿を見守ってくれている。

「……本家の人間は、おりません」

　もっとも年かさの女衆が、抑よく揚ようのない声でそう答えた。

「そうなのですか？　困りましたね。今後のミダ＝スンのためにも、本家の女衆には調理の技術を学んでほしかったのですが」

「…………」

「はい？」

「……本家の女衆がかまどの番を預かることはありません」

「え？　それじゃあ、誰が本家のかまど番を預かっているのですか？」

「……わたしどもが預かっております」

「そうなのですか。……だけど、本家にも三名ほどの女衆がおられるのですよね？」

　長姉ヤミル＝スンの他に、末妹と、家長の嫁よめがいるはずだ、とガズラン＝ルティムからは聞いている。

　しかしその女衆は、「……わたしどもが預かっております」と繰くり返すばかりであった。

「そうですか。わかりました。それでは作業を開始いたしましょう。……まずは、ありったけのかまどで火を焚たいてください。鉄てつ鍋なべは四つしか見当たらないので、あと三つほど分家のほうからも運んできていただけますか？」

　スン家の女衆は、また返事もないままにゆるゆると動きだした。

　その覇気のない姿を見やりながら、ヴィナ＝ルウが「なんだか先行きが不安ねぇ……」と、囁きかけてくる。

「これだったら、わたしたちだけで作業するほうが、よっぽど手っ取り早そうじゃなぁい……？」

「はい。そうできないのが、つらいところですね」

　俺たちはさまざまな理由から、スン家の女衆に調理の技術を叩き込んでやろうと画策しているのだった。

　その一つは、美味なる食事に目がないというミダ＝スンを満足させるため。

　もう一つは、美味なる食事を作ることのできるファの家のアスタが、それほど特異な存在ではないのだということをスン家の家長ズーロ＝スンに知らしめるため。

　そして最後に、美味なる食事は森辺の民にさらなる力と豊かな生活をもたらすのだと、全氏族の家長たちに知らしめるため、である。

　しかし、ここまで覇気のない人間たちに、調理の技術を叩き込むことなど可能なのだろうか。

　これは、ルティムの祝宴よりもよほど苦難に満ちた仕事になりそうだった。

「鉄鍋には、六分目ていどの水を注いでください。かまどの火は強めでお願いします。……それで沸ふつ騰とうしたら、一つの鍋に対して四十個ずつのポイタンを投入してください」

　かまどの間には、かまどが五つ。そちらにはスン家の十名と、ルウ本家の三姉妹、およびタリ＝ルウを配置する。

　屋外には、かまどが二つ。そちらはスン家の五名と、ルティム家の二名だ。

　これは調理の指導ばかりでなく、スン家の女衆が何かおかしな真似まねをしないように監かん視しする、という意味合いもある。まあ、自分たちも口にする料理に毒物などを混ぜたりはしないと思うのだが、スン家が相手では用心に用心を重ねるべきであろう。

「煮に詰つまってきたら、ポイタンが焦こげつかないように攪かく拌はんをお願いします。……さて、こちらは今後の段取りを確かく認にんしておきましょうか」

　かまどの間の入口で、俺はミーア・レイ母さんとシーラ＝ルウを呼び寄せる。

「予定通り、ポイタンを煮詰め終わったら、スープの調理は分家のかまどで仕上げましょう。俺の班はヴィナ＝ルウとララ＝ルウ、ミーア・レイ＝ルウの班はアマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティム、シーラ＝ルウの班はレイナ＝ルウとタリ＝ルウ、でいいですね？」

「そいつはかまわないけどさ。その間、煮詰めたポイタンはここに置き去りにしちまうんだろう？　あたしには、それが一番心配だねえ」

「俺も心配でないことはないですけどね。でも、どの道これだけの料理を一箇所で仕上げるのは難しいですし。こまめに味見をして、おかしな悪戯いたずらがされていないか確認するしかないでしょう」

「そうだねえ。……しかし、どうしてスン家の女衆ってのはどいつもこいつも……」

　と、ミーア・レイ母さんが言いかけたとき、何やら男衆の蛮ばん声せいめいたものが聞こえてきた。

　見れば、ドンダ＝ルウたちのもとに、見知らぬ男衆の姿が増えている。

「うわ……何ですか、あれは？」

　この距きよ離りでも、その者たちの異形ははっきりと見て取ることができた。

　六名ほどの男衆が、ドンダ＝ルウらに向かって声を張り上げているのだ。

　そのうちの四名は頭からギバの毛皮をかぶっており、残りの二名は――なんと、ギバの頭骨を頭に載せているようだった。

「森辺の北の端はしを統すべる民たちだね。毛皮をかぶっているのが、ザザ家とジーン家、骨をかぶっているのが、ドム家。……あいつらは全員、スン家の眷けん族ぞくだよ」

「あれがスン家の眷族ですか……」

「ああ。ある意味では、スン家より厄やつ介かいな連中らしいよ？　とにかく気性が荒っぽくて、頭の固さではうちの家長も顔負けだって話なんだからさ」

「ええ？　ドンダ＝ルウよりもですか!?」

　言った後に、しまったと思った。

　その頑がん迷めいなる家長の嫁たるミーア・レイ母さんは、愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。

「その岩みたいな頭の固さでもって、あの連中は今でも族長筋に絶対の忠誠を誓ちかっているらしいんだよ。ドムやザザの集落は北の端っこでスン家とも離れてるから、族長筋がどれほど堕だ落らくしちまっているかってことにも、今ひとつ気づいていないようなんだよねえ」

「なるほど……そいつは、厄介そうですね」

「ああ、厄介さ。あの連中にとっては、族長筋に逆らうルウやファこそが森辺の安あん寧ねいを脅おびやかす存在だ、とか思えちまうのかもしれない」

　厄介だ。本当に厄介である。

　もしかしたら、俺おれは心のどこかで、もしも荒あら事ごとになってもドンダ＝ルウやアイ＝ファなら遅おくれを取ることはない――などという慢まん心しんを抱いだいてしまっていたのかもしれない。スン本家の男衆どもが、あまりに小物な連中ばかりであったために。

　しかし今、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムらに食ってかかっている連中は、見るからに勇ゆう猛もうそうで、そして凶きよう悪あくそうだった。

　毛皮をかぶっているやつも、頭骨をかぶっているやつも、みんなドンダ＝ルウやダン＝ルティムにも負けない巨体の持ち主である。そんな物々しい装束に身を包つつんでいるために、それこそ巨大なギバが二本足で立ちはだかっているかのように見えてしまう。

　人数的には六名しかいないのに、総勢十五名のドンダ＝ルウらに、まるで怯ひるむ様子も見せていない。何を激げき昂こうしているのかはわからないが、今にも刀を抜いてしまいそうな剣けん幕まくである。

「うわ、だから、焦がさないようにって言ってるじゃん！」

　と、そこでいきなりララ＝ルウの慌てふためいた声が響ひびきわたった。

「ただかき混ぜてればいいってもんじゃないでしょ!?　ああもういいから、ちょっとどいて！」

「……はあ」と気の抜けた声がそれに応じる。

　かまどの間を覗のぞき込むと、まだずいぶんと若そうなスン家の女衆から強ごう奪だつした木べらで、ララ＝ルウが鉄鍋の中身と格かく闘とうし始めたところだった。

「ごめん、アスタ！　けっこう焦がしちゃったかも！　すぐにかまどから下ろしたほうがいいかなあ？」

「うん、焦げたやつが混ざっちゃうようだったら、少し水っぽくても下ろしたほうが――」

　そこに、「うひゃあ！」という悲鳴が重なる。

　そして、地面に重いものが落ちる、鈍にぶい音色。

　屋外のかまどの方角である。

　ミーア・レイ母さんらとともにそちらへと駆かけ寄よった俺は、地面に尻もちをついているモルン＝ルティムと、困こん惑わくの表情で立ちすくんでいるアマ・ミン＝ルティムと、半分がた地面にポイタンをぶちまけてしまった鉄鍋と――そして、運うん搬ぱん用ようのグリギの棒を手にぼんやりと立ちつくすスン家の女衆の姿を、そこに見み出いだすことになった。

「アマ・ミン＝ルティム、どうしたんですか!?」

「ああ、アスタ――申し訳ありません。ポイタンが煮詰まったので、鉄鍋を下ろしてもらおうと思ったのですが、このような有り様に成り果ててしまいました」

　頭痛をこらえるように額を押おさえる義姉あねの足もとで、モルン＝ルティムが「あやうく大おお火傷やけどするところだったじゃないか！」と、わめき声をあげる。普ふ段だんは温おん厚こうで柔にゆう和わでもあるモルン＝ルティムが、怒いかりで顔を真っ赤にしてしまっていた。

「いったい何なの、そのへっぴり腰ごしは？　鉄鍋を運ぶことぐらい満足にできなくて、かまどの番なんてつとまるわけないじゃないかさ!?」

　そんな風に怒おこると、彼女はますます父親とそっくりになってしまった。

　しかしスン家の女衆たちは、やっぱり腑ふ抜ぬけた顔つきで「はあ」とうなずくばかりである。

「……こいつは本当に、前ぜん途と多た難なんだねえ」

　と、俺のかたわらに立ったミーア・レイ母さんが深々と息をつく。

「家長たちも大変そうだけど、あたしらにもそれを心配してるゆとりなんてなさそうじゃないか？　一番簡単なポイタンでこのざまじゃあ、すーぷやすてーきなんて到とう底ていまかせられないんじゃないかね？」

「そうですね。ちょっと気持ちを改めましょうか」

　まずはこの作業でスン家のお手並みを拝見、と思っていたのだが、どうやらそんな悠ゆう長ちようなことは言っていられないらしい。

　最後にもう一度、スンの眷族と相対するアイ＝ファたちの姿を視界に収めてから、俺はかまどの間にＵターンした。

「ララ＝ルウ！　焦がしてしまった鍋をこっちに持ってきてくれ！　水みず瓶がめ用ようの柄ひ杓しやくと一いつ緒しよにね！　……シーラ＝ルウ、ララ＝ルウの代わりに、レイナ＝ルウたちを補助してあげてください」

「はい」

　ララ＝ルウとスン家の女衆が運んできた鉄鍋を、ルティム班の鉄鍋と並べさせる。

「焦げついてない分のポイタンは、こっちの鍋に柄杓で移してくれ。で、あなたたちは新しい鉄鍋を一つ――いや、二つほど持ってきてください。そのうちの一つを使って、こぼしてしまった分と焦がしてしまった分のポイタンを追加で煮詰めます」

　こうなってくると、八名分のキャンセルが出たのも結果的にはラッキーだったかもしれない。

　もちろん調理の失敗に備えて食材は多めに運んできてはいたが、ここまでの大失敗は想定しきれていなかった。

（わざと失敗して足を引っ張ろうとしている――っていうわけではないんだろうな）

　俺たちになすりつけられるような失敗ならまだしも、これで料理の数が足りなくなったら、叱しつ責せきを受けるのは本人たちだろう。

　彼女たちは、救い難いまでにやる気がないだけなのだ、きっと。

「よし。残っているポイタンは全部使ってしまいましょう。ララ＝ルウ、今度は手本を見せるかたちで、きみが全部仕上げてくれるかな？」

「うん。これ以上ポイタンを無む駄だにされたら、たまんないもんね。……あんたたちさあ、ぼけーっと腑抜けた顔してっけど、大事な食料を何だと思ってるの？　これは男衆が生命をかけて狩ってきたギバの牙と角で得たポイタンなんだよ？」

　こちらも怒り心頭のララ＝ルウに、感情のない声で「申し訳ありません」と述べるスン家の女衆たち。
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　そんな彼女たちとともにかまどの間に戻もどると、ララ＝ルウが担当していたかまど以外は、何とか滞とどこおりなく作業を終えた様子である。

　ただし、ヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウたちも少なからずげんなりとしてしまっている。

「そちらのポイタンはすべて煮詰まりましたね？　それじゃあ鉄鍋は外の日当たりのいい場所に移動させてください！　こぼさないように、気をつけて！」

　数秒間のラグの後、スン家の女衆がグリギの棒をつかみ取る。

　そうしてすべての鉄鍋を屋外まで搬出させ、ララ＝ルウが追加分の作業を終えた後、俺はもう一度全メンバーをかまどの間の前に並ばせた。

「いま煮詰めてもらったポイタンは、こうして天日にさらして、完全に水気がなくなるのを待ちます。その間に今度はギバとアリアの煮に汁じるを作るわけですが、その前に、今日の仕事について色々と再確認させていただこうと思います。……スン家の皆みなさんは、全員かまどの間に入ってください」

　無言で移動する女衆を横目に、俺は戸板のわきに積んであったギバ肉の袋ふくろを一つ抱えあげた。

「それじゃあ、ヴィナ＝ルウも一緒に来てもらえますか？　他の皆さんは、入口から見守っていてください」

　十五名のスン家の女衆と、俺と、ヴィナ＝ルウ。ルウ家に匹ひつ敵てきするぐらいの広さを持つかまどの間でも、それだけの人数が入ってしまったら、もうそこそこ満員だ。

　かまどの間に入りきれなかった残りのメンバーは、いったい何を始めるつもりなのだろう、という面おも持もちで入口から中の様子を覗き込んでくる。

　かまどに備えつけられた作業台の上に袋を置き、俺はずらりと立ち並んだ女衆たちの姿を見み回まわした。

「これは、ルウやルティムの家から持ってきたギバの肉です。今日は、こいつを使って晩餐用の食事を作ります」

　スン家の女衆たちは、死んだ魚のような目つきで、見るともなしに俺を見ている。

「この肉には、肉の臭くさみをとる特別な加工がほどこされています。俺はこの肉を使って宿場町で料理の店を出しているのですが、あなた、それはご存ぞん知じでしたか？」

　手近な女衆に尋たずねてみると、「……いいえ」という声が返ってきた。

「そうですか。それじゃあ、どうしてスン家と縁えんのない俺たちがスン家のかまど番を預かることになったのか、そこのあたりの事情も聞かされてはいないのでしょうかね？」

「……はい。知りません」

「そうですか。実は十日ほど前、その店にスン本家の末まつ弟ていミダ＝スンがやってきて、俺の料理を買ってくださったのですね。それでミダ＝スンは、たいそう俺の料理を気に入ってくれたそうで、それで、一夜限りでもいいからと、本家の家長ズーロ＝スンから、かまどの番をまかされることになったわけなのです」

　女衆たちの様子に、変化はない。

　べつだん、本家の連中を恐おそれているわけでもないのか。

「だから俺は、ミダ＝スンを満足させることのできる料理を作らなくてはならないのですが、でも、それが一夜限りで終わってしまったら、あんまり意味がないではないですか？　だから、毎日スン家のかまど番を預かっているというあなたたちにも、美味おいしい料理を作るすべを学んでほしいのです。……それを、嫌いやだと思いますか？」

　と、俺は別の女衆に矛ほこ先さきを向けてみた。

　少し年をくったその女衆は、「……嫌だと思う理由はございません」と感情のない声で答えた。

「そうですか。……あなた自身は、美味しい料理を食べてみたい、とかは思いませんか？」

「……美味しい料理という言葉の意味が、わたしにはよくわかりません」

「ふむふむ。あなたはいかがですか？」

　と、その隣となりに立っていた若めの娘むすめさんに矛先を転じる。

「……味など関係なく、すべての食事には感謝の念を捧ささげるべきだと思います」

　森辺の民としては、模も範はん的てきな回答である。

　アイ＝ファだって、ルウやルティムの人々だって、最初はみんなそういう気持ちであったのだ。

「ごもっともです。でも、俺はご覧の通りの異国人で、生まれ故郷においては料理人というものを生なり業わいにしていたのですよ。俺の仕事は、美味しい料理を作ることなのです。スンの家長ズーロ＝スンには代価をいただく手はずになっておりますので、何としてでもその仕事は果たさなくてはなりません」

　俺はまた、別の女衆と目を合わせる。

「その仕事を、手伝っていただくことはできますか？」

「……そのように、ヤミル＝スンから承っています」

「ありがとうございます。……ただ、今では話が大きくなってしまって、俺はミダ＝スンを始めとするスン本家の方たちばかりでなく、家長会議に集まる方々と、そして、スンの分家の方々の晩餐まで作ることになってしまいました。あなたたちと、あなたたちの家族が食べる晩餐をも、しっかり作りあげねばならないのですよ」

　そこでようやく、俺は袋の中から肉の包みを取り出してみせた。

　ゴムノキモドキの包みもほどき、ピコの葉にまみれた肉につ塊かいを、作業台の上に広げる。

　部位は、右の後ろ足だった。

「ヴィナ＝ルウ、鉄鍋を強火で温めてもらえますか？」

「うん、わかったわぁ……」

　その間に、俺は三徳包丁で肉を切りわけた。

　シム産の調理刀を獲かく得とくした俺であるが、肉を切るのにはまだこいつが必要だ。

「あなたたちは、美味しい料理になど興味はないのかもしれませんが、俺は、美味しい料理を食べさせることが仕事です。こうして仕事をともにすることになったのも何かのご縁でありますから、今日はよろしくおつきあいください」

「……あなたはもしかして、私たちが鍋を焦がしたり落としたりしてしまったことをお怒りになっているのでしょうか？」

　と、最年長と思しき半白髪の女衆が、抑揚のない声をあげる。

「それならば、おわびを申しあげましょう。今後は失敗しないように気をつけたいと思います」

「おわびの必要はないですよ。俺はただ、どうせなら前向きな気持ちで仕事に取り組んでほしいと思っただけです」

　俺は、その女衆のくたびれた顔をじっと見つめやった。

「みなさんは、どうしてそのように覇気のないお顔をされているのでしょう？　かまどの仕事がお嫌きらいなのですか？　それとも、俺のような異国人の手伝いをするのが不本意なのでしょうか？」

「……仕事に不満を持つ人間など、おりません……」

　何だか、言葉の通じない老犬とでも喋しやべっているような気分だった。

　やっぱり彼女たちは、あのテイ＝スンとそっくりなのである。

　無気力で、無関心で、無感動な、あのテイ＝スンと。

（で……あのテイ＝スンも、この女衆たちも、みんな分家の人間なんだよな）

　俺の知る限り、スンの本家にこのような目つきをした人間はいなかった。

　本家と分家の間には、きっと何か大きな格差があるのだ。

　その正体が何なのかはわからないが、このままでは、俺たちの仕事も大失敗に終わりかねないだろう。

「……アスタ、鍋が温まったわよぉ……」

「ありがとうございます」と、俺は包丁を置く。

　そして、五ミリていどの厚さに切ったモモ肉を、俺はスン家の女衆たちにかざしてみせた。

「この肉を、今から焼きます。味付けはピコの葉だけですね。いい感じに脂あぶらものっているので、このまま、ただ焼いてしまいます」

　宣言通り、鉄鍋にモモ肉を投入する。

　数は、きっちり十五枚。

　真っ白い煙けむりとともに、純然たる肉の焼ける香かおりが、かまどの間に充じゆう満まんする。

「ヴィナ＝ルウ、木皿と木き匙さじを一つずつお願いします」

「はぁい……」

　肉は薄うすいので、あっという間に焼きあがってしまった。

　それらのすべてを木皿に移し、俺は年かさの女衆に手て渡わたす。

「一枚ずつ食べてみてください。これが血ち抜ぬきという加工をしたギバ肉です」

　女衆は、木匙を使って、それを食した。

　無感動なその顔の、眉まゆのあたりが少しだけ蠢うごめく。

　次の女衆は、無反応だった。

　次の女衆は、すっとまぶたを閉ざしてしまう。

　次の女衆は、わずかばかりに目を見開く。

　次の女衆は、無反応。

　反応は、人それぞれだ。

　その中で、一番大きく表情を動かしたのは、最年少である十歳さいぐらいの女の子だった。

　何か不安そうに眉を曇くもらせて、左右の同どう胞ほうたちの姿を見回す。

　しかし、それに応じようとする者はいない。

「お気きに召めしたかはわかりませんが、味が変わったことだけはわかるでしょう？　ルウやルティムの人たちは、これを『美味しい』と評してくれました。俺は森辺において、『食事に美味うまいも不味まずいもない』という言葉を何度か聞かされましたが、どうせ食べるなら美味しいにこしたことはないだろう、と考えています」

　言葉で伝えられるのは、ここまでであろう。

　あとは、身をもって体感していただく他ほかない。

「これから俺たちが作ろうとしているのは、もっともっと美味しい料理ですので。それを求めるミダ＝スンのためにも、どうぞご協力をお願いいたします。……それでは、この後は三つの班に分かれて別の料理に取りかかりたいと思います」
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　かまどの間を出ると、男衆らの姿は消えていた。

　はて、どこに行ってしまったのだろうかと首をひねっていると、レイナ＝ルウがそっと身を寄せてくる。

「男衆は、祭さい祀し堂どうに向かいました。まだ家長会議まで時間はありますが、刀を帯びたまま集落の内をうろつくな、とスンの眷族たちに文句を言われてしまったようですね」

「なるほど」と俺はうなずいてみせる。

「アスタ。わたしたちは、これからどうするべきなのでしょう？」

「予定通り、三班に分かれてスープの作製に取りかかろう。それでね、要所要所でスン家の女衆たちに味見をさせてあげてほしいんだ」

「味見ですか？」

「うん。それと、世間話でも何でもいいから、できるだけ彼女たちと交流を深めながら、作業を進めてみてもらえないかな？　料理ってのは、気持ちが大事だからね。あんな風に無気力なままでは、料理の味までぼやけてしまうよ」

「ああ……それは何となくわかります。美味おいしい料理を作りたいという気持ちがあるからこそ、料理は美味しくなるのですよね」

「そうそう。まさしくその通り」

　俺が大きくうなずくと、レイナ＝ルウはたいそう幸福そうに微笑ほほえんだ。

「わかりました。わたしたちも、相手がスン家ということで、少し気を張りすぎていたのかもしれません。同じ森辺の女衆として、森辺の男衆に美味しい料理を食べさせるために、という気持ちでのぞみたいと思います」

　やはり、人並み以上に善良で、なおかつ聡そう明めいさも有しているレイナ＝ルウである。

　同じ説明をミーア・レイ母さんとシーラ＝ルウに告げてから、俺は我わが班のメンバーと合流した。

　ヴィナ＝ルウと、ララ＝ルウだ。

「それでは、スン家の皆さんも三つの班に分かれてください。同じ家の人間はできるだけ同じ家の人間同士で、気心の知れた相手と組んでくださいね」

　スンの女衆は五名ずつ、こちらは三名ずつの八人編成で小隊を組み、必要な量のアリアと肉を携たずさえて、分家のかまどの間へと向かう。

「さて、まずはアリアを刻みましょう。切り方は、くし切りでいきたいと思います。くし切りというのは、こういう切り方です」

『ギバ・スープ』で使用するアリアは一食分で二個、ギバ肉は百五十グラムていどである。

　で、一つの班においては四十四名分の目安でスープを作るので、アリアは八十八個分、ギバ肉は六・六キロほどだ。

「そういえば、ミダ＝スンはあの体格ですので十名分の料理を準備することにしたのですが、さすがに汁しる物ものまで十名分では多すぎでしょうかね？」

　宿場町での商売のとき以上に明るく振る舞まいながら、俺はスン家の女衆に語りかける。

　アリアをざくざくと刻みながら、女衆の一人が「さあ……どうでしょう……」と無気力に応じてくれた。

「まあ、足りないよりは余るほうがましですからね。全体的に、少し多めに作る予定ではあるのですが。……ミダ＝スンは、家の中にいらっしゃるんですかね？　それとも、森かな？」

「さあ……どうでしょう……」

「家長のズーロ＝スンというお方も、実はまだお会いしたことがないのですよ。森辺の民たみの族長でもあられるスンの本家の家長とは、いったいどのようなお方なのですか？」

「……ズーロ＝スンは、立派なお方でございます……」

　のれんに腕うで押おしとは、このことか。

　ヴィナ＝ルウもララ＝ルウも、会話の糸口がつかめずに、無口になってしまっている。

　俺は、ターゲットを変えることにした。

「ねえ、さっきの肉は、どうだった？」

　この班には、あの十歳ぐらいの女の子も参加していたのだ。

　女の子は、やはり機械のようにアリアを刻みながら、ちらりと俺を見た。

「……普ふ通つうのギバ肉とは、全然違ちがう味がしました」

「そうだろう？　あれはね、ギバが完全に息絶える前に全身の血を抜いて、その後に、正しい手順で内臓を抜いているんだよ。そうすれば、ギバは胴どう体たいまで美味しく食べることができるのさ」

「……はあ……」

「スンの集落でも、やっぱりギバの胴体は森に捨ててしまっているのかな？　ギバの足はもちろん美味しいけど、胴体にだって美味しい部位はたくさんあるんだよ？」

　女の子は、無表情のまま、首を横に振る。

「……別に胴体を捨てたりはしません」

「え？」

「頭も、胴体も、食べています。……足よりも、とても臭いは強いですが」

「ふーん、そうなのかあ」

　愛あい嬌きようたっぷりに答えつつ、俺は胸中にむくむくと違い和わ感かんが膨ふくれあがっていくのを感じた。

（分家の人間まで、ギバの頭や胴体を食べている……って、なんかちょっとおかしくないか？）

　アイ＝ファは、スン家がジェノスの褒ほう賞しよう金きんを独どく占せんし、狩人かりうどとしての仕事をまともに果たしていない、と言っていた。それはつまり、その褒賞金でアリアやポイタンを買い、ギバなどは、一頭狩かったらそれを骨までしゃぶりつくす――という食生活に身を置いている、ということなのだろう。それならば、狩人としての危険な仕事をぎりぎりまで減らし、あとは遊び惚ほうけることができる。

　だけどそれは、本家の人間に限ったことではないのだろうか？

　分家の人間まで、本当にそんな怠たい惰だな生活に身をやつしているのだろうか？

　いざ具体的に考察してみると、それはあまりに非現実的なことだと思えてしまう。

　それはたぶん、宿場町で商売をすることにより、俺の中で金勘かん定じようの癖くせが身についてしまったからなのだろう。

（ジェノスからの褒賞金ってのは、そこまで莫ばく大だいな額なのか？）

　今回の一件で、俺はスン家の人数を正確に知ることができた。

　本家の人間は八名、分家の人間は三十三名で、その合計は四十一名だ。

　仮に、この四十一名が一頭もギバを狩っていない、と想定してみよう。

　一人の人間のアリアとポイタンの最低摂せつ取しゆ量りようは、一日で三個と二個ずつ。金額としては、赤銅貨一・二枚分となる。

　それが四十一名分となると、赤銅貨四十九・二枚。

　で、褒賞金が支給されるのは三ヶか月げつに一度だと、ガズラン＝ルティムは述べていた。

　三ヶ月は、およそ九十日。その間に必要な赤銅貨は、四千四百二十八枚ということになる。

　これに、必要最低限な肉を得るためのギバは狩っている、という計算も織り込んでみよう。

　丼どんぶり勘かん定じようで、一人の人間が一日に摂せつ取しゆするギバ肉を五百グラム、一頭から取れる肉の質量を平均で四十キログラム、という風に仮定してみると――二日に一頭も狩れば、まあ十分だという計算になる。

　その角と牙きば、および毛皮から得られる銅貨は、二日で赤銅貨二十四枚。

　一ヶ月なら、三百六十枚。

　三ヶ月なら、千とんで八十枚。

　四千四百二十八枚から千八十枚を引けば、三千三百四十八枚となる。

　三ヶ月で三千三百四十八枚なら、年間では、一万三千三百九十二枚。

　四十一名もの人間が遊んで暮らすなら、最低限、一年でそれだけの褒賞金が必要である、ということになってしまう。

　カミュア＝ヨシュは、「褒賞金など微び々びたるものだ」と言っていた。

　アイ＝ファは、「だからスン家はそれを独占したのだ」と言っていた。

　しかし――これは「微々たる金額」と言える数字であろうか？

　しかもこれは、生きていくために最低限、必要な額だ。スンの本家の人間は、そこまでつつましい生活に身を置いているわけではない。

　ドッド＝スンは、昼間から果実酒をかっくらっていた。

　ミダ＝スンには、月に一度、赤銅貨十枚のお小こ遣づかいが支給されているらしい。

　それに、刀が折れたら買かい換かえなくてはならなくなるし、衣料などの雑費にだってそれなりの銅貨が必要となるだろう。

　ならば、スン家も褒賞金だけを頼たよりにしているわけではなく、あるていどのギバは狩っているのであろう、と思えるのだが――そうすると、今度は「ギバの頭や胴体まで食べている」という証言がおかしくなってくる。

　逆説的に、褒賞金がさきほどの額よりも少なかったら、二日で一頭以上のギバを狩らねばならなくなり、その結果として、肉は余ってしまう計算になるはずなのだ。

　何かが、ちょっとだけ座りが悪い。

　何かが、少しだけ、ちぐはぐだ。

　それに、分家の人間だけがこのように無気力な眼差しをしている理由もわからなくなってくる。俺はてっきり、褒賞金は本家の人間だけで独占しており、分家の人間はその秘密を守るように強制されている――とかいう構図を想像していたのだが、そういうわけでもないのだろうか？

「……アスタ、これでアリアはおしまいよぉ……？」

　ヴィナ＝ルウの声に、俺はハッと我に返る。

「はい、それじゃあ次は、ギバ肉ですね。汁物には、ギバの足と肩かたの肉を使います」

　俺は軽く頭を振り、目の前の仕事に集中することにした。

　いくら俺が頭をひねったって、褒賞金の額や、スン家が狩っているギバの総数を知らない限り、けっきょく正確な答えは得られない。

　ただし――疑問は疑問で頭の片かた隅すみにしっかり保管しておこう、と思う。

「ギバの足は、さっき俺が切ってみせたように、白い脂あぶら身みが均等にわたるように切り分けてください。厚さは、これぐらいですね」

　返事はない。

　世間話でも何でもいいから、とは言ったものの、初対面で、しかもこのように無気力な人々を相手に、いったいどういう話題で盛り上がればいいのやら。いっそのこと、馬ば鹿かのふりをしてズケズケとスン本家の内情について尋ねてみようかな、とか考えたとき――

　ララ＝ルウが、「うわ！」と大きな声をあげた。

「び、びっくりしたあ！　あんた誰だれだよ？　一体いつの間に入りこんだのさ!?」

「いつの間にって、けっこう前からここにいたけどネ。気づかないほうが鈍どん感かんなんじゃない？」

　キイキイと甲かん高だかい、鳥のさえずりみたいな声が響く。

　俺も、大いに驚くことになった。八人きっかりであったはずのかまどの間に、いつの間にやら闖ちん入にゆう者しやがまぎれこんでいたのだ。

　とても小さな、女衆である。

　しかし、今ひとつ年ねん齢れいの見当がつけにくい。

　身長は、ララ＝ルウよりも頭ひとつ分は小さい。せいぜい百三十センチぐらいだろう。

　腕うでも足も胴体も細っこくて、頭だけが妙みように大きい。褐かつ色しよくの髪かみを、タマネギみたいに頭のてっぺんで引ひっ詰つめている。

　白目のめだつ目が、ぎょろりと大きい。陰いん険けんそうに光る小さな瞳ひとみは、黒色だ。鼻や口も小さくて、下した顎あごが三角にとがっている。

　その小さな身体からだに纏まとっているのは、何故なぜか筒つつ型がたのワンピースである。布地は渦うず巻まき模様だが、その様式は、町のそれだ。

「……アンタがファの家に住みついたっていう異国人だネ？」

　陰険そうな三白眼が、じっと俺の姿を見つめる。

「ふうん。外見的には、西の民だネ。髪の色は、東っぽいけどサ。アンタは西と東の混血なの？」

「いや、俺はもっと遠い国から来た者だけど――きみのほうこそ、何者だい？」

　聞くまでもなく、予想はついていた。

　傲ごう岸がんなのは本家の人間、という定理が正しければ、おのずと正解は限られてくるのだ。

　そして、その女衆は、俺が予想していた通りの答えを口にした。

「アタシはスン本家の末妹、ツヴァイ＝スンだヨ。……人に名前を尋ねるなら、自分も名乗るのが礼れい儀ぎじゃない？」

「ああ、俺はファの家の家人、アスタだよ。もしかしたら、きみも手伝いに来てくれたのかな？」

　すると、ツヴァイ＝スンと名乗るその小さな女の子は、薄い眉を吊つり上あげて怒りだしてしまった。

「どうして本家の人間がかまどの仕事なんて手伝わなきゃならないのサ？　そんなの、分家の仕事でショ？　あんまりわけのわかんないこと言わないでよネ！」

「ああ、そうなのかい？　スン家にはそういうしきたりがあるんだね」

　本家の人間のご登場ということで、俺も警けい戒かいレベルを最大限に引き上げたが――しかし、印象としては、他の兄弟たちほど酷ひどくはなかった。

　善良そうには見えないし、誠実そうにも見えないが、何というか、ちょっと親しみがもてなくもないユーモラスな風ふう貌ぼうなのである。どこかデジャブも感じるのだが、何かのマンガかアニメでこういうキャラクターがいなかっただろうか。

「ふん！　まあ異国人のやることだから、許してあげるワ。……ふうん、それが魔ま法ほうのギバ肉なのネ？」

「いや、俺は別に魔法使いでも何でもないんだけど」

「何を言ってんのサ！　アンタはジェノスの宿場町で、このギバの肉を売りつけてるっていうんでしょ!?　町の人間に忌いみ嫌われているギバの肉でそんなことができるなんて、魔法以外の何だっていうのサ！」

　と、ヒステリックにわめいたかと思うと、今度は大きな目を細めて、じっとりにらみつけてくる。

「ねえ……それで一日に二百枚もの赤銅貨を稼かせいでるってのはホントのことなの？　アタシには、そんなの全然信じられないんだけど……」

「信じられないなら、信じなくてもいいよ」

「いいから、きちんと答えなさいヨ！　ウソをついたって、どうせ調べればわかることなんだからネ！」

　親しみがもてないこともないが、こいつはいささかならず騒さわがしすぎる。

　皆の衆はどのような気持ちでこの一幕を見守っているのやら、と視線を巡めぐらせてみると――

　ヴィナ＝ルウは、眠ねむたそうに目を細めて、闖入者の横顔を見つめやっていた。

　ララ＝ルウも、不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめつつ、同じ人物をにらみすえている。

　で――分家の女衆たちは、相変わらず無気力そうに面を伏ふせて、黙もく々もくと肉を切り分けていた。

　べつだん、ツヴァイ＝スンの登場に心を動かされた様子もない。

「ねえ……アンタはこれまでに何日間、宿場町で商売をしてきたのサ？」

　と、ツヴァイ＝スンが俺のほうににじり寄ってくる。

「ミダがおんおん泣き始めたのは、十日も前のことだよネ？　ってことは、もう十日間も商売を続けてるってこと？」

「まあ、大体それぐらいかな」

　実際は間に一日休みを入れての十三日間だが、そこまで丁てい寧ねいに教える義理もないだろう。

「十日間！　それで一日二百枚ってことは、もう二千枚も赤銅貨を稼いでるってことだネ！」

「いや、半分ぐらいは材料費とかで消えちゃうし、最初の日から二百枚も稼げたわけじゃないんだけど……」

　俺は慌あわてて訂てい正せいしようとしたが、どうやらその言葉はまったく届いていないようだった。

　少女の目の色が、変わってしまっている。

　何だろう、この目つきは。飢うえた獣けもののようにギラギラと光る、とても粘ねばっこい眼光である。

「赤の銅貨が、二千枚――白の銅貨なら、二百枚――銀貨！　銀貨なら、二枚！」

「ああ、うん、だからね、稼いだ銅貨がまるまる自分のものになるわけじゃなくて……」

「夢みたいな話だネ！　アンタを手に入れたファの家は、一生銅貨に不自由しないわけだ！　……ふうん、そうなんだネ……」

「ちょっと！　話を聞いてくれないかなあ!?　いったい銅貨が何だってのさ？」

「何だって何サ？　人間は、銅貨を稼ぐために生きてるんでショ？　だったらアンタは、森辺で一番の勇者ってことじゃないかッ！　一日に赤銅貨二百枚ってことは、一日にギバを八頭以上も狩ってるのと同じことなんだから！　それも、きちんと毛皮までなめす前提でネ！」

　まるで俺みたいに計算高い娘さんだな、と少々閉口してしまう。

　もしかしたら、その粘っこい眼光の正体は――銅貨に対する執しゆう着ちやく心しん、なのだろうか？

「銅貨を稼ぐために生きてるだなんて、森辺の民の言葉とは思えないね。森辺の狩人は、ジェノスの田畑を守るためにギバを狩っているんだろう？」

「何を言ってんのサ？　狩人だって、銅貨のためにギバを狩ってるんだヨ！　そうじゃない、なんていう狩人がいるんなら、そいつは牙と角を売る資格もないネ！　どんな綺き麗れい事ごとを言ったって、銅貨がなくっちゃ人間は生きていけないのサ！」

「いや、それはそうかもしれないけれど……」

「で、ギバが増えて困るのは、田畑を襲おそわれるせいなんでショ？　田畑を襲われて野菜を食い尽つくされるのが困るんでショ？　その野菜を売って銅貨を稼ぐことができなくなるから困るんでショ？　ほら、全部銅貨のためじゃないか！　人間は、銅貨を稼ぐために生きてるんだヨ！　それが嫌なら、神を捨ててモルガの野人にでもなるしかないネ！」

　野人とは、ヴァルブの狼おおかみやマダラマの大だい蛇じやとともにモルガの山の覇は権けんを争あらそう、類るい人じん猿えんの類たぐいであろうか。

　何にしても、このツヴァイ＝スンという少女には、森辺の民としての誇ほこりや尊厳など微み塵じんも存在しないようだった。

「あの……まさかとは思うけど、きみの母親は町の人間だったりはしないよねえ？」

「はァ？　また素すっ頓とん狂きようなことを言いだしたもんだネ！　町の人間が、森辺に嫁よめ入いりなんかするもんかッ！」

「そうだよね。いや、その着ている服の形なんかも、ちょっと町の様式っぽかったからさ。話す内容も、まるで町の人間みたいだし」

「これは――森辺の装束が気に食わないから、自分で作りなおしただけサ」

　と、ツヴァイ＝スンはふてくされたように下した唇くちびるをつきだした。

　ようやくそのぎょろりとした目玉から、粘っこい光が消えていく。

　そのとき俺は、ふいに理解した。この少女は、カバみたいな妖よう精せいが出てくる古いアニメの、あのけたたましい女の子に似ているのだ。

（まあ……スン家の中では、ましなほうかな？）

　しかし、そのように思えるのは、俺が生きつ粋すいの森辺の民ではないからなのかもしれなかった。

　もしも彼かの女じよが町の人間であったならば、共感まではできないものの、嫌けん悪お感かんを誘ゆう発はつされるほどではない。拝金主義もほどほどにね、と肩をすくめて終わりである。

　が――森辺において、この思想は異い端たんであろう。

　ヴィナ＝ルウは、ますます警けい戒かい心しんを強めた様子で目を細めている。

　ララ＝ルウも、ものすごく不愉快そうな顔になってしまっている。

　狩人の誇りを否定するような人間が、森辺で尊敬を集められるはずもないのだ。

「あの……すべての肉を切り終えましたが……」

　と、分家の女衆の一人が感情のない声でそう述べてきた。

　ツヴァイ＝スンに対しては、誰も彼かれもがスルーのかまえである。

「ありがとうございます。それでは、かまどに火をいれましょう」

　水瓶の水を鉄てつ鍋なべに移し、ラナの葉で薪まきに火を灯ともす。

　その水が煮にえるまでの間も、ツヴァイ＝スンは口を閉ざそうとしなかった。

「まったくさあ！　アンタの料理を食べた後、ミダのやつは本当に毎日うるさくてしかたがなかったんだヨ！　何か食べさせてりゃ静かにしてるんだけど、腹が空いたらまたおんおん泣きだして！　あれじゃあディガやドッドが怒ったってしかたないサ！　アンタもこんなところにまで連れてこられたのは不本意なんだろうけど、こっちだって無む茶ちや苦く茶ちやに迷めい惑わくしてたんだから、その分の責任は取ってもらうヨ！」

「責任ねえ。……そういえば、ミダ＝スンは本当に鎖くさりで繋つながれたりしていたのかな？」

「ン？　ああ、最初の何日かは、一人で町まで下りようとかしてたから、そんなこともあったかもしれないネ」

「あったかもって、それじゃあきみはその姿を見てはいないんだね？」

「見てないヨ。鎖なんて、ヤミルの家にしかないしネ」

　ヤミル＝スンの――家？

「ヤミル＝スンは、本家を出てるのかい？　彼女は未み婚こんの女衆の装束を着ていたように思うんだけど」

「未婚だヨ。でも、家はいっぱい余ってるから、ヤミルとかディガとかは自分の家を与あたえられてるのサ」

　なるほど。それじゃあ、ミダ＝スンが本当に鎖で繋がれていたとしたら、それを繋いでいたのは、他ならぬヤミル＝スンであったということか。

　何だろう。ヤミル＝スンの口からその言葉を聞いたときは、ものすごく胸が悪くなったのに、この娘さんから聞かされると、妙にあっけらかんとした印象になってしまう。もしかしたら、このツヴァイ＝スンという少女は、俺おれとのみ相あい性しようがいいのかもしれない。

　とか考えている間に、鉄鍋の中身が沸ふつ騰とうし始めた。

「よし、それではまず、ギバの肉を投入してください。……そうすると、表面に白い『灰汁あく』というものが浮ういてきますので、それを木匙で取り除いていきます。そうすると、こいつはうんと美味おいしい鍋なべになるのですよ」

『ギバ・スープ』の作り方を伝授するなんて、実にひさびさのことである。

　もう一方のかまどではララ＝ルウが二名の女衆に手ほどきをしており、こちらはヴィナ＝ルウとともに三名の女衆を指導する。

「……そういえば、きみは何なん歳さいなのかな、ツヴァイ＝スン？　俺は十七歳だけれども」

　調理の合間に呼びかけてみると、ツヴァイ＝スンはまた不ふ機き嫌げんそうに下唇を突つき出だした。

「アタシは十二歳だヨ。それが何だってのサ？」

「いや、ミダ＝スンとどっちが年上なのかなと思っただけだよ」

　十二歳でもずいぶん小こ柄がらに過ぎるぐらいだが、その年齢で「人間は銅貨を稼ぐために生きている」などという言葉が飛び出すのは驚おどろきだ。

「フン……アタシがミダより年上なわけないじゃん。ミダの母親が死んだから、アタシはこうして生まれてくることができたんだし」

「え？」

「ミダの母親は、ミダを産んですぐに死んでるんだヨ。今の母さんは、アタシだけの母さんサ」

「あ……そうなんだ？」

　狩人たる男衆は、若くして生命いのちを落とすことが多い。それゆえに、夫を失った女衆が新たな夫を迎むかえることは珍めずらしくない、という話は聞いていたが……スンの本家においては、その逆のパターンであったのか。

　しかし、その後に続いたツヴァイ＝スンの言葉で、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれることになった。

「ヤミルの母親は、ヤミルを産んですぐに死んだ。ディガの母親も、ドッドの母親も、子供を産んですぐに死んだ。だけどアタシの母さんだけは、死なないで今も生きている。アタシの母さんはそんなに身体が強いほうでもないのに、不思議なもんだネ」

「ええ？　それじゃあきみたちは、全員母親が違うってのかい？」

「そうだヨ。それがどうかした？」

「どうかしたって……森辺の女衆がそんな早死にをしてしまうなんて話は、これまでに聞いたことがないんだけど」

「ふうん？　それじゃあスン家は、何かに呪のろわれてるんじゃない？」

　などと恐ろしいことを言いながら、どうでも良さそうにツヴァイ＝スンは骨ばった肩をすくめる。

「もしくは、退たい屈くつすぎて生きているのが嫌になっちゃうのかもネ。……アンタたちも、生きてるんだか死んでるんだかわかんないような顔をしてるもんネ？　そんな辛しん気き臭くさい顔をしてたら、とうてい長生きなんてできないヨ？」

　後半の言葉は、もちろん分家の女衆に向けられたものだった。

　愚ぐ直ちよくに灰あ汁く取とりをこなしつつ、それでもやはり彼女たちは「はあ」と気の抜けた言葉を返すばかりである。

「ああもうイライラする！　アンタたちと一いつ緒しよにいると、こっちまで辛気臭い気分になっちまうヨ！」

「……だったら、かまどの間から出ていけばぁ……？」

　と、ついにこらえかねたように、ヴィナ＝ルウがそう発言した。

「かまどの番を果たす気がないなら、こんな場所にいる理由もないでしょぉ……？　あなたはいったい、何をしにこんなところにまでやってきたのかしらぁ……？」

「フン！　アタシはただ、森辺で一番の勇者の顔を拝みに来ただけサ！」

　と、ツヴァイ＝スンは遥はるか上空にあるヴィナ＝ルウの色っぽい顔をにらみあげる。

「このアスタっていう異国人が現れるまでは、家長ズーロが一番の勇者だった！　だからスン家が森辺を支配していた！　……これからは、ファの家が森辺を支配していくってことなのかもネ」

「……あなたとは、まともな会話ができそうにないわねぇ……」

「フン！　それはアンタにこの世界の真実が見えてないからだヨ！」

　そんな言葉を最後に、ツヴァイ＝スンはちょこちょことかまどの間を出ていってしまった。

　何とも言えない沈ちん黙もくが、しばしかまどの間にたちこめる。

「……スンの本家の方々は、みなさん個性的なのですね？」

　分家の女衆に語りかけてみたが、やっぱり答えは「はあ」のみだ。

　これだったら、ツヴァイ＝スンのほうがまだ扱あつかいやすいぐらいかもしれない。

「……よし。灰汁を取り終わったら、蓋ふたを閉めて、しばらく待ちましょう。弱火でじっくり煮込んでから、最後にアリアを投入します」

　女衆の一人が、四角い木の板を取り上げて、鍋なべの上に載のせようとする。

　その手から、板がすべり落ち、鍋の中にどぼんと墜つい落らくした。

「あっ！」と悲鳴をあげて、最年少の女の子が後ずさる。

　ぐらぐらと煮えたった湯が、女の子の顔や腕におもいきり跳はね飛んだのだ。

「ああっ！」と女の子が作業台に突っ伏ぷし、そのはずみで、くし切りにされたアリアの何割かが地面にこぼれてしまう。

　しかし、そのようなことにかまっているゆとりもなく、俺は水みず瓶がめに浸つかっていた柄ひ杓しやくをつかみ取った。

「大だい丈じよう夫ぶかい!?　動かないで！」

　わめきながら、柄杓の水を少女にぶちまける。

　ちょっと乱暴な対処になってしまったが、仕方があるまい。

　女の子は「ああ……」と脱だつ力りよくして、そのまま地面にへたり込んでしまう。

「大丈夫？　目とかには入らなかった？」

「……大丈夫です……」

　女の子は、自分の左ひだり腕うでを抱だきすくめるような格好で、きつく唇くちびるを噛かみしめていた。

　その左ひだり肩かたから二にの腕までと、左ひだり頬ほおから咽喉のどもとまでが、はっきり赤くなってしまっている。

「うわ、痛そう！　ほら、これで冷やしておきなよ」

　と、ララ＝ルウが濡ぬれた布を女の子の頬に押おしあててやる。

「……ありがとうございます……」

　と、女の子は弱々しく目を伏せた。

　そこに、「……ごめんなさい、トゥール＝スン……」という、何の感情もこもっていない声が降ふってくる。

「あんたさあ！　本当に悪いと思ってんの!?　顔に傷きず跡あとが残ったらどうするつもりなんだよ！」

　ララ＝ルウはもう完全に怒ど髪はつ天を衝ついた様子で立ちあがった。

　もともと気き性しようは激しいララ＝ルウだが、ここまで怒いかり狂くるう姿を見せるのは初めてかもしれない。

　しかし、粗そ相そうをした女衆は無表情に立ちつくすばかりであり、トゥール＝スンと呼ばれた女の子も、「……大丈夫です……」と、ララ＝ルウの腕に取りすがった。

「ぼんやりしていたわたしも悪いのです……それよりも、大事なアリアを汚よごしてしまいました……どうも申し訳ありません……」

「アリアなんて、どうでもいいよ！　……いや、どうでもよくはないんだけどさ！」

　ララ＝ルウは頭をかきむしり、俺も深々と息をつく。

　確かに、地面にぶちまけられたアリアは俺たち自身の足で踏ふみにじられてしまっていたので、半分がたは使い物にならなくなってしまっていた。

「しかたないよ。使えなくなった分は、新しく切りなおそう。それよりも、火傷やけどのほうが心配だよ。薬か何かを塗ぬったほうがいいんじゃないのかな？」

「大丈夫です……このていどのことで、貴重な薬を使うわけにはいきません……」

「いや、だけどさ――」

「……本当に、大丈夫です……あの、ありがとうございます……」

　と、トゥール＝スンは少し怯おびえたような眼まな差ざしで、俺とララ＝ルウの姿を見比べる。

　それはとても不安そうな目つきであったが――それでも、死んだ魚のような目をしているよりは、格段に人間らしく感じられた。

「十個分ぐらいはアリアを切りなおさないといけないみたいねぇ……本家のかまどから、余っている分を持ってくるわよぉ……」

　ヴィナ＝ルウがそう言ってくれたが、俺は「いや」と首を振ふってみせた。

　できることなら、俺以外の女衆も単独行動は控ひかえるべきだろう。

「本家は遠いから、ひとまずこの家のアリアを分けてもらいましょう。えーと、この家はどなたの家でしたっけ？」

　すると、目の前でうずくまっていたトゥール＝スンが「……わたしの家です……」と応じてくれた。

「そうか。それなら申し訳ないけど、アリアを十個ほど分けてもらえないかな？　もちろん、後で同じ数をお返しするので」

「……アリアは、ありません……」

「え？」

「ちょうど、切らしてしまっているのです……申し訳ありません……」

　トゥール＝スンの瞳から、すみやかに光が消えていく。

　まるで、透とう明めいの水に汚お泥でいが広がっていくかのように。

　再びどろりと濁にごってしまったその瞳をしばらく見つめてから、俺は鍋の蓋を落とした女衆を振り返かえった。

「それじゃあ、あなたの家のアリアを分けていただけますか？　本家よりは、近いですよね？」

「……申し訳ありません……わたしの家でも、ちょうど切らしてしまっているのです……」

　俺は立ち上がり、残りの三名を順番に見回していく。

「それじゃあ、どなたでもけっこうです。アリアを貸していただけますか？」

「……申し訳ありません……」

「わたしどもの家でも、ちょうど切らしてしまっているのです……」

「今日が家長会議でなければ、町まで買い出しに行く予定だったのですが……」

「そうですか」と、俺はにっこり微笑んでみせる。

「すべての家でアリアが在庫切れとは驚きです。スンの集落では、食料が尽きてから買い出しに行く、という習わしなのですかね？」

「……はあ……」

「ちなみに、ポイタンをお借りすることは可能でありましょうかね？」

「……いえ……ポイタンも切らしてしまっております……」

「そうですか」と、俺はもう一度繰くり返した。

「それでは、持参したアリアを取ってきましょう。まだまだ予備は残っていますので、問題はありません。あなたとあなたで、本家のかまどの間に置いてあるアリアを十個ほど持ってきていただけますか？」

「はい……」

　二名の女衆が、のろのろとかまどの間を出ていく。

　その後ろ姿を見つめながら、俺は心の片隅に封ふうじ込めておいた違和感がまたむくむくと膨れ上がっていくのを感じた。

　何かがおかしい。

　何かが狂っている。

　ここは本当に、森辺の民の集落なのだろうか。

　ヴィナ＝ルウとララ＝ルウがかたわらにいなければ、俺は自分が新たなる異世界へと飛ばされてしまったのだという恐きよう怖ふ感かんに見み舞まわれていたかもしれない。

　ここは――何もかもが、ねじくれ果ててしまっていた。
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　それからおよそ二時間後、各おの々おのの分家で『ギバ・スープ』を完成させた俺たちは、再び本家のかまどの間に集結した。

　この後は、乾かん燥そうを終えたポイタンの焼き作業と、そして肉料理の調理である。

　太陽は、ちょうど中天と日にち没ぼつの中間地点に差しかかっている。残り時間はおよそ三時間半ばかりで、まあ順調なペースである。

　そして、例の祭祀堂でも、いよいよ家長会議が開始された頃ころ合あいだ。

　アイ＝ファたちの健けん闘とうを祈いのりつつ、俺たちは焼きポイタンの調理指導に取りかかる。

「天日にさらしたポイタンはこのように固まりますので、これを水に溶とき、半液状に戻もどします。柄杓で少しずつ調整していき、水をいれすぎないように気をつけてください」

　ポイタンはもう予備がないので、今度こそ焦こがしてしまわないよう、細心の注意が必要だった。

　まずはシーラ＝ルウにお手本を示していただき、焼きあがったポイタンを少しずつちぎって、試食もしていただく。

「いかがですか？　どろどろに煮込んだポイタンとは、まるきり別物でしょう？」

　スン家の女衆の半数ぐらいがさざなみていどに表情をゆらめかせ、さらにその半分ぐらいが、はっきりと表情を動かした。

　美味おいしいと思ってくれているのだろうか。

　そうであることを、ひたすら祈る。

「血ち抜ぬきをしたギバの肉と、焼いたポイタン。これだけでもう、今までとはまったく違う晩ばん餐さんをこしらえることが可能になります。では、ポイタンを美味しく焼きあげられるように、各自お願いいたします」

　ポイタンの焼き作業は、交替制のマンツーマンで指導させていただくことにした。

　十五名のスン家の女衆が、交替でポイタンを焼いていく。焦げつきそうになったら、指導役の女衆がフォローする。ここまでべったりとつきっきりで指導してやれば、失敗するほうが難しいだろう。

　そうしておよそ百三十名分のポイタンを焼きあげるのに、一時間ていどの時間を要した。

　それが終われば、いよいよ肉料理だ。

　まずは『ミャームー焼き』の漬つけ汁じるの作製である。

「これが、ミャームーです。このミャームーとアリアをこまかく刻んで、果実酒と混ぜ合わせます。分量は、果実酒一本に対して、ミャームーが一本、アリアが一個と半分です。量が量なので、鉄鍋に漬け汁を作って、その中に肉を浸ひたしましょう」

『ミャームー焼き』で使う肉は、一人分で二百グラム弱。屋台で売られている量とほとんど変わらないていどのボリュームである。

　これに、スペアリブを一本ずつと、やはり二百グラムていどのモモ肉のステーキ、それに焼いたアリアの添そえ物もので、献こん立だては終しゆう了りようだ。

『ミャームー焼き』の肉を漬けている間に、ステーキ用の肉を切りわけていく。この時点で、日没までは二時間弱。

　順調だ。

　これならば、ゆとりをもって設定した調理時間をフルに使って、きっちり作り終えることができそうである。

「料理自体は間に合いそうだね。……だけどさあ、明日あしたからこの女衆たちが自分の意志で美味おいしい料理を作ろうとするかねえ？」

　と、ミーア・レイ母さんがこっそり囁ささやきかけてくる。

「うーん……晩ばん餐さんを食べ終えた後に、ほんの数人でもそういう気持ちになってくれればいいんですけど……」

　見通しは、果てしなく暗い。

　というか――この女衆たちに「意志」や「気持ち」などというものが、どこまで存在するのだろう。

「スンの集落がこんなに遠くなけりゃあ、あたしらが毎日尻しりを叩たたきにこられるんだけどねえ」

　さしものミーア・レイ母さんも、いささか元気をなくしてしまっていた。

　ミーア・レイ母さんとしては、ヤミル＝スンやツヴァイ＝スンのように傲岸な女衆の尻を叩くつもりで、スンの集落に乗り込んできたのだろう。しかし、蓋を開けてみれば、このありさまだ。

　どんなに尻を叩いても、痛そうな素そ振ぶりすら見せそうにない、泥どろ人にん形ぎようのような女衆たち――たったの一日で、彼女たちの意識改革を果たすことなどは、とうてい不可能であるとしか思えない。

「あとはまあ、本家の人間や男衆の反応にもかかってきますかね。何はどうあれ、ミダ＝スンは美味しい晩餐を要求し続けるでしょうから。彼女たちには、それに応こたえる義務が生じるはずです」

　そして、ギバの肉を美味しく食したいなら、血抜きと解体の技術を学んで、狩人の仕事をきちんと果たすべし――というのが、男衆に対する意識改革になるわけだが、そちらはどういう顛てん末まつになるだろう。

　アイ＝ファは、うまくやっているだろうか。

「アスタ、すべての肉とアリアを切り分けました」

　と、シーラ＝ルウが告げてくる。

「ありがとうございます。……それじゃあ、漬けた肉もそろそろ頃合いなので、そちらを先に焼いてしまいましょう。みなさん、外のかまどに集まってください」

『ミャームー焼き』は煙けむりが多く出るので、屋外のかまどで模も範はんを示すことにした。

「肉を鉄鍋に投入し、焦げつかないように木べらで混ぜながら焼いていきます。最初は少量ずつ焼いたほうがいいでしょうね。……シーラ＝ルウ、お願いします」

「はい」と、シーラ＝ルウはひと握にぎりの肉をつかみ取って、鉄鍋の中に投じ入れた。

　ミャームーと果実酒の匂においが広がって、何人かの女衆が、ぴくりと肩を震ふるわせる。

「美味しそうな匂いだろう？」

　すぐそばにトゥール＝スンの姿があったので、俺はにこやかに呼びかけてみた。

　トゥール＝スンは、ガラス玉のような目を、少し頼りなげに泳がせる。

「……とてもいい匂いです」

「うん。今のところ、森辺の民たみでこの匂いを嫌いやがる人はいないみたいだね」

　ニンニクに似た強きよう烈れつな香かおりのミャームーであるが、男女問わず、森辺では好評なのである。

「焼きあがったら、漬け汁を少し振りかけます。こうすることによって、さらに味を強めることができるわけです」

　ちなみに肉は、宿場町での商品より若じやつ干かん厚めに切っている。漬ける時間も少しだけ短めにした、森辺の民のためのレシピだ。

　それに、家長会議に参加するメンバーたちは、スープ用の木皿しか持参していないはずなので、『ミャームー焼き』もゴムノキモドキの皿で提供することになる。ゆえに、煮に詰つめた汁しるを掛かけることもしない。この段階でたっぷりからめて、それで終了だ。

「はい。これで完成ですね。それじゃあまた、一口ずつ味見のほうを……」

　そう言いかけた俺の耳に、奇き妙みような音声がとびこんできた。

　ぉぉぉぉぉ……という、妙に周波数の高い、小鳥の断だん末まつ魔まの叫びみたいに奇き怪かいな音色だった。

「何ですか、この音は？」

　ちょっと人ひと垣がきから外れて、耳をすます。

　その音は、じわじわこちらに近づいてきているように感じられた。

（あっ！　まさか……！）と、思い至った瞬しゆん間かんに、当たってほしくない予感が的中してしまった。家屋の陰かげから、肉にく饅まん頭じゆうのごとき巨きよ大だいな物体がまろび出てきたのである。

　距きよ離りは、およそ十メートル。

　人垣から数歩だけ外れた俺の姿が、その肉饅頭にロックオンされる。

「……おおおおぉぉぉぉん……！」と雄お叫たけびをあげながら、肉饅頭が突とつ進しんしてくる。

　それと同時に誰かが「アスタ！」と叫さけんで、俺につかみかかってきた。

　俺はあっけなく転てん倒とうし、無茶苦茶にやわらかい物体に抱きすくめられてしまう。

　目もとにかぶさってくる黒い髪ごしに、狂きよう乱らんする肉饅頭の姿が垣かい間ま見みえる。

（踏み潰つぶされる！）

　と、俺が全身をこわばらせたとき、新たな人ひと影かげがすうっと進み出て、何か黒くて細長い物体を振りかざした。

　鉄鍋の運うん搬ぱんで使う、グリギの棒だ。

　栗くり色いろの髪をしたその女衆は、とても優美なサイドスローのモーションで、そのグリギの棒を肉饅頭の足もとに投げつけた。

　ひゅんっという鋭するどい音色とともに、グリギの棒が、象のような足にからみつく。

「ふおおおぉぉぉぉっ！」と新たな雄叫びをあげて、肉饅頭は転倒した。

　俺たちの鼻先をかすめる格好でごろごろと転がっていき、そこらに生えていた樹木に激げき突とつし、停止する。

「まったく……これで本当に人間なのかしらぁ……」

　俺たちの生命を救ってくれた人物が溜ため息いき混じりにつぶやきつつ、眠たげに細められた目を、ちらりと向けてくる。

「もう大丈夫よぉ……あいつより先に立ちあがったほうがいいんじゃなぁい……？」

「うん……ありがとう、ヴィナ姉」

　と、俺の上にかぶさっていた人物が、ゆっくりと身を起こす。

「怪我けがはありませんか、アスタ？」

　俺に向かって微笑ほほえみかけてくるその人物は、予想通り、レイナ＝ルウだった。

「う、うん、そっちこそ大丈夫だった？」

「はい。いきなり突き飛とばしてしまって、すみませんでした」

　俺の腹にまたがったまま、申し訳なさそうに頭を下げる。

　熱い体温と、やわらかい感かん触しよく。

　この体勢は、否でも応でも、ルティムの祝しゆく宴えんを思い起こさせる。

　レイナ＝ルウは、最後にじっと俺の顔を見つめてから、ことさらゆっくりと立ちあがった。

「馬鹿ねぇ……そんな庇かばい方じゃあ、一緒に踏み潰されるだけでしょぉ……？」

「うん、ごめんなさい。やっぱりヴィナ姉にはかなわないなあ」

　ふてくされたような面おも持もちのヴィナ＝ルウと、恥はずかしそうにうつむくレイナ＝ルウ。そんな姉妹の様子を複雑きわまりない心境で見比べつつ、俺もすみやかに立ちあがった。

「二人とも、ありがとうございます。おかげで生命拾いしました」

　ヴィナ＝ルウは細めた目できろりと俺をにらみつけてから、肉饅頭のほうに視線を巡らせた。

　肉饅頭――ことミダ＝スンが、ぽかんとした顔つきで巨きよ体たいを起こす。

「あれ……ミダは何をしてたんだっけ……？」

　幼子のように、甲高い声。
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　ミダ＝スンだ。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、ミダ＝スンだ。

　息災そうなのは何よりだが、相変わらずのモンスターっぷりである。

「……ああっ！　そうだっ！　とってもいい匂い！　とってもいい匂いがしたから、ミダは急いで走ってきたんだよ……？」

「晩餐は日が沈しずんでからだよ！　それまでは大人しくしておきな！」

　びんと張った力強い声が、ミダ＝スンの惑わく乱らんした声を叩き切る。

　ミーア・レイ母さんである。

　ミダ＝スンは、潰れた鼻をすんすんいわせながら、樹木に取りすがるようにして立ち上がる。

「でも……ミダは、お腹なかが空いたんだよ……？」

「だったら、干し肉でもかじってな！　他ほかの男衆だって我が慢まんしてるんだから、あんただけを特別扱いするわけにはいかないんだよ！」

　威い勢せいよくまくしたてながら、ミーア・レイ母さんがミダ＝スンの前に立ちはだかった。

　女衆にしては立派な体格をしたミーア・レイ母さんではあるが、むろん、ミダ＝スンの前では子供のように小さく見えてしまう。

　しかし、頭ふたつ分も高いところにあるミダ＝スンの不気味な顔がん貌ぼうを見上げながら、ミーア・レイ母さんはまったく怯ひるんでいない。

「まったく、しつけがなってないね！　前々から思ってたけど、そのだらしない身体は何なのさ？　腹が空いたからって好きなだけ食べてたら身体を壊こわしちまうよ？　あんたもちっとは我慢することを覚えな！」

「……ううん……」と、ミダ＝スンはむずかるような声をあげた。

「でも、ミダは……」

「でもじゃないよ！　だいたい、こんな日も高いうちから、あんたはいったい何をやってるのさ!?　狩人かりうどだったら、森でギバを追ってる頃合いだろう？」

　正論である。

　しかしミダ＝スンは、そのぶよぶよと膨ふくれあがった頬を震わせつつ、とても不満そうな声をあげた。

「今日のお仕事は終わったんだよ……ミダは、でっかいギバを捕つかまえたんだよ……？」

「ふうん？　そうなのかい？　それじゃあそのギバはどこにやっちまったのさ？」

「ヤミルの家に吊つるしてきたんだよ……ほら、嘘うそじゃないんだよ……？」

　と、ミダ＝スンが不意にその腰こしに下げていた棍こん棒ぼうに手をのばしたので、俺は反射的に足を踏み出しそうになってしまった。

　その右みぎ腕うでをレイナ＝ルウに、左腕をヴィナ＝ルウにつかまれてしまう。

　ミダ＝スンは、その手の棍棒の先せん端たんをミーア・レイ母さんの鼻先に突きつけた。

「ふん……ギバの毛と血がこびりついてるねえ」

「そうだよ……ギバが罠わなにかかってたから、ミダがとどめをさしたんだよ……？」

　すると、ミーア・レイ母さんはにっこり笑って、ミダ＝スンの巨きよ木ぼくみたいな腕を、ぽんと叩いた。

「狩人の仕事は立派に果たしたんだね。だったらきちんと美味しい食事を食べさせてあげるから、家で大人しく待ってな。肉は、これから焼くところなんだからさ」

　ミダ＝スンは「うへへえ……」と気色の悪い声をあげて、また頬肉を震わせた。どうやら脂し肪ぼうが分厚すぎて、まともに表情を動かすことができないらしい。

　俺の左腕をつかんだヴィナ＝ルウの指先に、痛いぐらいの力が込められる。気色悪さに、耐たえているのだろう。

　そして――ミダ＝スンが、俺を見た。

　子こ豚ぶたのように小さな目が、濡れたように輝かがやいている。

「……本当に来てくれたんだね……ヤミルが言ってたのは嘘じゃなかったんだね……」

「……どうも、おひさしぶりですね」

「嬉うれしいなあ……ミダに美味しいものを食べさせてくれるんだね……？」

「はい。そして明日からも美味しい料理が食べられるように、スン家の方々にその作り方を教えている最中だったのですよ？」

　俺の言葉が理解できたのかどうか、ミダ＝スンは「嬉しいなあ……」と繰り返すばかりだった。

「さ、わかったら家でいい子にしてな。こっちは仕事が山積みなんだからね」

　ミーア・レイ母さんの言葉に、「うん……」と今度は下した顎あごを蠢うごめかせる。

　うなずいたつもりなのかもしれないが、脂肪が邪じや魔まをしてそれもかなわないのだろう。

「約束だよ……？　ミダにいっぱい美味しいものを食べさせてね……？」

「はい、楽しみにしていてください」

　ミダ＝スンは、のろのろときびすを返そうとした。

　俺は、ほっと安あん堵どの息をつき――

　そして、電でん撃げきのような想念にとらわれた。

「あの、ミダ＝スン！　もしも本家のほうでアリアが余っていたら、それを銅貨で買わせていただけませんか？」

　ミーア・レイ母さんが、いぶかしそうに振り返る。

　ミダ＝スンも、身体からだごとこちらに向きなおった。

「実はさっき、アリアを地面に落としてしまって、少しだけ数が足りなくなってしまったのです。もしもこちらでアリアの余分があったら、それを買わせていただきたいのですよ。……いかがでしょう？」

「……食料庫には、かんぬきが掛けられてるんだよ……？」

　甲かん高だかい声で、ミダ＝スンはそう言った。

「ミダがつまみ食いできないように、かんぬきが掛けられちゃってるんだよ……？」

「そうですか。それは残念です。……アリアって美味しいですよね？」

　ミダ＝スンは、動物のように感情の読めない目を瞬またたかせる。

「……ミダは、野菜の名前を知らないんだよ……？」

「そうでしたか。以前に宿場町で買っていただいた料理に使われていたあの野菜が、アリアです」

「……ふうん……」と、ミダ＝スンは興味なさげに小さな唇をとがらせる。

「……かんぬきを外したいなら、ヤミルを呼んでくるんだよ……？」

「あ、いえ、けっこうです。それなら残っている分でやりくりしてみます。どうもありがとうございました」

　ミダ＝スンは、「お腹が空いたなあ……」とか何とか切なそうにつぶやきながら、立ち去っていった。

「ずいぶんとまた頭の足りなそうな子供だねえ。……でも、なかなか可愛かわいいところもあるじゃないか？」

「……冗じよう談だんはやめてよぉ……」と、ヴィナ＝ルウは俺の腕うでをつかんだまま、へたりこんでしまう。

「ううぅ、気持ち悪い……どうしていつもあの末まつ弟ていが出てくるのよぉ……」

「あはは。ヴィナ姉は本当にあの末弟が苦手なんだね」

　と、レイナ＝ルウも俺の右腕をつかんだまま、無む邪じや気きに笑っている。

「ところでアスタ、そんなにアリアが足りないのかい？　肉の添え物にはあれだけあれば十分な気もするけど」

　不ふ審しん顔がおのミーア・レイ母さんに、俺は愛あい想そよく笑い返してみせた。

「そうですね。なければないで全然かまいません。今ある分だけで間に合わせてしまいましょう」

　もちろん、八名分のキャンセルが出てしまったのだから、アリアはまったく不足していない。

　美しい姉妹に両りよう腕うでを捕とらわれたまま、俺は後方に視線を飛ばす。

　かまどの間の隣となり。ぴたりと閉ざされた食料庫の戸板に。

（かんぬきが掛けられてるって……だったら、あの食料庫はどこから出入りができるようになっているんだ？）

　俺の中に膨らんだ疑念は、そこでようやく不ふ明めい瞭りようながらも形を得ることができたようだった。
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　そして――ついに太陽は西の果てに差しかかり、それと時を同じくして、すべての料理が完成した。

　小さなアクシデントは多々あったが。ミダ＝スンの乱入以外に本家の人間から妨ぼう害がいを受けることもなく、ある意味、あっけなく完かん了りようしてしまった、とさえ言えるぐらいかもしれない。

　しかし、油断は禁物だ。調理中にちょっかいを出してこなかったということは、食事中か、あるいは食後に何らかの陰いん謀ぼうが張はり巡めぐらされている、ということなのだろうから。

　少なくとも、ミダ＝スンがやかましいから、とか、ちょっとした好こう奇き心しんを満たすために、とか、そんな生ぬるい目的で俺を呼び寄せたわけではあるまい。

　莫ばく大だいな銅貨を稼かせぐことができる俺という存在を我わが物にしてやろう、という目もく論ろ見みなのか。

　あるいは、俺の存在が目め障ざわりだから排はい除じよしたい、という目論見なのか。

　真意は、わからない。

　わからないが、ろくでもない目的である、ということに間ま違ちがいはないと思う。

　そんなわけで、俺たちは調理の仕事を終えた後も、緊きん張ちようの糸は緩ゆるめられぬまま、配はい膳ぜんの作業に取り組むことになったのだった。




◇




「――失礼いたします」

　温めなおした『ギバ・スープ』の鉄てつ鍋なべを、ヴィナ＝ルウとともに祭さい祀し堂どうへと運び込むと、幾いく対ついもの鋭い視線が無言のままに突きつけられてきた。

　日没も間近である上に、祭祀堂の中は外界よりもなお暗く、すでにあちこちの燭しよく台だいに火が灯ともされている。そのオレンジ色の火に照らされて、いずれも屈くつ強きようなる森辺の男衆たちが、野や獣じゆうのごとく双そう眸ぼうを燃やしていた。

　家長会議は、ひとまず終了したはずである。

　しかし、空気は嫌というほどに張りつめている。

　そのぴりぴりとした空気をかきわけるようにして、俺とヴィナ＝ルウは壁かべぎわに設置されたかまどへと近づいていった。

　外観からのイメージ通りの、竪たて穴あな式しきの造りだ。床ゆかは、地表よりも一メートルばかりも低い。だから、余計に屋根が高くて広々として見える。

　四本の柱と、柱をつなぐ桁けた、それに放射状に組み合わされた垂たる木きによって、円形の屋根が支えられている。腐ふ蝕しよくの具合は、外側よりはまだましのようだ。

　かまどは四方の壁へき面めんに設置されていたので、入口から一番近い場所にあったやつに、鉄鍋を載せる。そうして俺おれたちがかまどに火を焚たく間も、男たちは無言だった。

　族長筋のスン家と、三十六の氏族の家長たち。

　そして、それに付つき添った一人ずつの男衆。

　総勢で、そこには七十名以上の人間が控えていることになるが、囁き声の一つも聞こえてこない。全員がそれぞれ毛皮の敷しき布ふの上に座し、俺たちの挙動を無言で見守っている。刀はどこかに預けてあるのだろうが、狩人の衣ころもは纏まとったままである。

　祭祀堂には四つの出入口があったので、そちらからも他の女衆たちが鉄鍋を運びこんできていたが、誰だれも彼かれもが申し合わせたように、無言だ。

　別にかまど番の挨あい拶さつが必要な場面でもなかろうと思い、かまどに火を焚いた後は、次の配膳に取りかかるべく、俺たちはそそくさと退去しようとしたが――

　そこで、初めて声があがった。

「ご苦労であったな……ファの家のかまど番、それにルウとルティムの女衆たちよ」

　聞きとりづらい、妙みようにくぐもった声だった。

　その声のあがった方向に、俺はゆっくり視線を巡めぐらせる。

「宿場町の人間が銅貨を払はらってまで食べようとする、ギバの肉……それをついに口にすることができるわけだ……」

　二人の男衆を左右に従え、一人の大男がそこに座していた。

　円形の建物だが、そこがきっと上座なのだろう。男たちの背後には、奇妙な形に組みあげられた祭さい壇だんのようなものが設しつらえられており、その天てつ辺ぺんには巨大なギバの頭骨が掲かかげられている。

（こいつがスン家の家長、ズーロ＝スンか……）

　それは、間違いないと思う。

　何故なぜならば、その人物の左右に控えていたのはスン本家の長ちよう兄けいと次じ兄けい、ディガ＝スンとドッド＝スンであったのである。

　ディガ＝スンは、嘲ちよう弄ろうの笑えみを浮うかべて、俺を見ていた。

　ドッド＝スンも、飢うえた野犬のような目で、俺を見ている。

　そんな息子むすこたちを左右に従え――ズーロ＝スンは、にたにたと不気味な笑みを浮かべていた。

（ふうん……）

　想像していたよりは、凶きよう悪あくな面つらがまえではなかった。

　だけど何だか、異様な雰ふん囲い気きである。

　図ずう体たいは、でかい。大おお柄がらなディガ＝スンよりも、一回りは大きそうだ。

　ただし、ミダ＝スンほどではないにせよ、ずいぶんと肥え太ってしまっている。

　頭には一本の毛もう髪はつもなく、まぶたや頬の肉がだらしなく垂れ下がっている。それにやたらと口が横に大きくて、何だか水にふやけたヒキガエルのような面相である。

　身に纏っているのは、森辺で定番の布地の装束であるが。その脂肪ののった腕や足には、女衆のようにじゃらじゃらと飾かざり物が巻きつけられていた。

　そしてその胸むなもとには、ちょっと尋じん常じようでないぐらい大量の角と牙きばが揺ゆれている。

　森辺の民にとっては、その首くび飾かざりこそが狩人としての誇ほこりであり、証あかしであるはずなのだが、残念ながら、この人物に限っては虚きよ栄えいの象しよう徴ちようにしか見えない。

（この体形じゃあ、狩人の仕事はつとまらないだろ……）

　体形だけで言うならば、ミダ＝スンのほうが人間離ばなれはしているが、しかし、あの末弟はいちおう地面を走るぐらいの運動能力は有していたし、腕わん力りよくなんかは、ものすごく強そうだった。

　しかし――このズーロ＝スンという人物には、大きな図体をした人間特有の圧力みたいなものが、見事に欠落してしまっていた。

　姿勢が悪く、あぐらをかいたその身体が少し右側に傾かしいでしまっている。

　小さな黒い目だけは脂っこく光っているが、表情は何だかけだるげだ。

　清せい廉れんにして苛か烈れつなる狩人の一族の長――という肩かた書がきに相応ふさわしい風格などは、微み塵じんもない。

「どうしたのだ……？　我は、ご苦労であったと言っているのだぞ……？」

　薄うす笑わらいを浮かべた大きな口が、再びくぐもった声を発した。

　俺は「恐きよう縮しゆくです」と一礼してみせる。

「ですがこれは、代価と引ひき換かえに果たされる仕事なのですから、ねぎらいの言葉などは不要なのではないでしょうか」

　なるべく平へい坦たんな声でそう応じると、ズーロ＝スンはいっそうにたにたと口くちの端はしを吊つり上あげた。

「それもそうだな。埒らちもないことを言った。……晩餐の準備を続けるがいい」

「はい、それでは失礼いたします」

　俺たちは粛しゆく々しゆくと作業を再開させる。

　スン家の女衆たちはみんな自分の家に帰っていったので、配膳に取り組んでいるのはルウとルティムの女衆のみである。

　普ふ段だんは明朗な彼かの女じよたちも、その場にたちこめた重苦しい空気にあてられてしまったかのように、みんな硬かたい表情になってしまっている。

「……わたしたちも、あの中で食べるのよねぇ……？」

　祭祀堂を出て、かまどの間に戻る道中で、ヴィナ＝ルウが溜息混じりにそうつぶやいた。

「そうですね。いちおうそれが森辺のしきたりでもありますし」

　ただし、スンの分家の女衆たちは、自分の家で自分の家族たちに食事をふるまう役を担になっている。『かまどをまかされた人間は同じ場で同じものを食するべき』というしきたりを完全にまっとうするには、分家の人間も全員同じ場に集まるべきであろうとも思うのだが、こういう拡大解かい釈しやくは許されているらしい。

　それに、ヤミル＝スンやミダ＝スンも祭祀堂には集まらないそうで、それにも少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「心の弾はずまない話ねぇ……ドンダ父さんたちがそばにいれば、何も危険なことはないんだろうけどぉ……とにかく、雰囲気が悪すぎるわぁ……」

　一いつ触しよく即そく発はつのスン家とルウ家が眷けん族ぞくとともに一堂に会しているのだから、それはまあ空気が凍いてついて然しかりであろう。

　家長会議においては、いったいどのような舌ぜつ戦せんが展開されたのか。

　その中で、アイ＝ファは自分の仕事を果たすことができたのか。

　それに対して、家長たちはどのような気持ちや考えを得ることになったのか。

　そんなことも知らされぬまま晩餐を始めなくてはならない俺たちの精神的負ふ荷かも、なかなかのものだった。

　ともあれ、仕事は果たさなければならない。

　スープを運んだ後は焼きポイタン、それからアリアを添えた『ミャームー焼き』と、モモ肉のステーキ、スペアリブ、と次から次へと料理を運んでいき、スープを一人ずつによそって、ようやく完了だ。

「……アスタ、こっちだ」

　と、仕事を終えたところでアイ＝ファに招かれて、ヴィナ＝ルウとともにそちらへと向かう。

　スン家が陣じん取どった上座を左手側に見る一角に、見知った姿が結集していた。

　ドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ダン＝ルティム、ラウ＝レイ――ルウの眷族たる十四名の男衆たちと、アイ＝ファである。

　ミーア・レイ母さんやレイナ＝ルウたちもすでに着席しており、彼女たちが運んでくれたらしい俺やヴィナ＝ルウのための料理もきちんと並べられている。

「ああ、おたがいに無事で何よりだ」

　と、アイ＝ファの隣に腰をおろしつつ、俺はこっそり耳打ちしてみせる。

　アイ＝ファは、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「……家長会議のほうは、どうだったんだ？」

「何とも言えん。すべては今こ宵よいの晩餐を食してからだなと、スンの家長はあの調子で薄笑いを浮かべるばかりであった」

　それはまあ、実際にその料理が登場する予定であるならば、そういう流れにもなってしまうか。

「その他のことは？　宿場町におけるドッド＝スンのご乱行だとか、ルティムの祝宴の一件だとか、そういうものを告発する場でもあったんだろう？」

「そちらのほうは、いつもの通りだ。のらりくらりと言いい逃のがれをして、最後にスンの家長が頭を下げれば、それで大たい概がいのことは収められてしまう」

　そのやり口は、俺も事前にガズラン＝ルティムから伝え聞いていた。

　不本意ながらも表おもて沙ざ汰たになってしまった悪行に関して、スン家の家長はいつも最終的に「謝罪」という伝家の宝刀をふるうのだそうだ。

　威い厳げんもへったくれもない話である。

（だけど――そういう連中だからこそ、厄やつ介かいなんだろうなあ）

　恥はじを知らない人間は、怖こわい。

　それは、ドッド＝スンと初めて相まみえたときにも痛感したことだ。

「……それでは、晩餐を始めるとしよう……」

　と、恥知らずの総元もと締じめがくぐもった声をあげる。

「家長会議でも取とり沙ざ汰たされた、ファの家のかまど番の手による晩餐である。各人、心して食するがいい……」

　そして、お馴な染じみの文言である。

「……森の恵めぐみに感謝して……火の番をつとめたファの眷族、ルウの眷族、スンの眷族に礼をほどこし、今こ宵よいの生命いのちを得る……」

　大半が男衆であるために、きわめて重々しい声こわ音ねでその言葉が復唱される。

　そうして人々は、器うつわを取った。

（……いったいどういう感想になるんだろうなあ）

　これはただの晩餐ではない。ある意味では、品評会のようなものだ。

　血抜きや解体といった新しい技術をもちいて、ギバの肉に変革をもたらした。この肉に、ゆくゆくは銅貨に換えられるような価値を与あたえたい――その前準備として、ファの家は現在ルウやルティムの協力のもとに、宿場町で料理の屋台を開いている。それだけの情報を開示した上での、晩餐なのである。

　スンの眷族、ルウの眷族、そのどちらにも属ぞくさない小さな氏族、それらの家長が何を思い、何を考えるか――すべてが手て探さぐりの、出たとこ勝負だ。

「……おい、モルン、どうしてあばら肉が一本しかないのだ？　たった一本で俺の胃い袋ぶくろが満足するわけがないではないか？」

　と、ダン＝ルティムの低くひそめた声がぼしょぼしょと聞こえてくる。

「今日は百三十人分の料理を作ったんだよ？　一人に一本ずつでも大変だったんだから、文句を言わないでよ」

「いや、しかし……！」

「ああもうわかったよ。あたしの分をあげるから騒さわがないで。……その代わり、ミャームーの肉をもらうからね？」

　何とも平和なやりとりである。この際は、彼らの豪ごう胆たんさがとても心強い。

　それでは俺もダン＝ルティムに自分のあばら肉を献けん上じようしてさしあげようかなあと、そちらを振ふり返かえろうとしたとき――その声が、響ひびいた。

「何だ、さんざん偉えらそうなことを抜ぬかすからどれほどのものかと思えば、何てことはねえただのギバ肉じゃねえかあ」

　ディガ＝スンだった。

　相変わらずの間延びした声で、スン家の跡あと取とり息子はさらに言った。

「こんなもんで、本当に百枚以上の白銅貨が稼げたのかあ？　俺には信じられねえなあ」

　ふむ、と俺は心中でこっそり考える。

　スン家としては中傷か絶賛の二択たくであろうとは思っていたが、まずはそういう方向から攻せめてくる心づもりであるらしい。

「スン家の長兄ディガ＝スン、それはファの家に対する質問なのでしょうか？　それとも単なる独り言なのでしょうか？　質問であるならば、俺がお答えしますが」

　よどんだ眼光が、じっとりと俺をにらみつけてくる。

　森の奥おく深ふかくでアイ＝ファに拾われた日、ファの家のすぐそばで待ち受けていたディガ＝スンと、俺は初めて顔を合わせることになった。俺にとってこのディガ＝スンは、森辺で出会った二番目の人物であるのだ。

　それからひと月ほどを経へて、俺たちは再会することになった。ルウの集落におけるルティムの祝宴に、こいつはドッド＝スンやミダ＝スンを引き連れて乗り込んできたのである。

　それで本日は三度目の対面となるわけであるが――やはり、この御ご仁じんに恐きよう怖ふ心しんを誘ゆう発はつされることはなかった。ただひたすらに、傲ごう岸がんかつ狡こう猾かつそうな男だなあという思いを再さい確かく認にんさせられるばかりである。

「うむ……ファの家の家長は、十日間で白銅貨百枚以上の富を得た、としか言うてはおらんかった……いま少し詳くわしい内容を聞かせてほしいものであるな……」

　そのように応じたのは、父親のほうだった。

「では」と、俺は木皿を下ろす。

「まず、それが真実であるかという問いには、真実であるとお答えします。十日間で千食以上の料理を売ることができたので、その売り上げは白銅貨二百枚以上にのぼり、材料費などを差し引いた利益は、白銅貨百二十三枚分、ギバの角と牙に換かん算さんすればおよそ百頭分となりましたね」

　黙もく然ぜんと食事を続ける家長たちの間に、さすがに少しばかりのざわめきが広がり始める。

　自じ慢まんたらしく聞こえないように、俺はつとめて淡たん々たんと収支報告をさせていただいた。

「ただし、その十日間の最初の数日は料理の準備が足りなかったため、満足な数を売ることができませんでした。ここ最近の一日に売れる料理の平均は百五十食ていどで、稼ぎは白銅貨十七枚から十八枚ほどとなります。……さらに、二日後からは宿屋にも料理を卸おろす予定ですので、それも合わせれば白銅貨二十枚以上の売り上げを見込むこともできるでしょう」

「一日で、白銅貨が二十枚……確かに信じ難がたい数字ではあるな」

　笑いを含ふくんだ、ズーロ＝スンの声。

「……しかしそれは、異国人であるお主が店を開いているゆえ、なのではないか？　森辺の民を忌いみ嫌きらうジェノスの民が、我らからギバの肉そのものを買うことなど、本当にありうるのだろうか……？」

「もちろんそういう関係性を構築するには長い時間が必要となるでしょう。ですが、屋台ではルウの女衆にも手伝ってもらっています。彼女たちを通して森辺の民の正しい姿に慣れ親しんでもらうことができれば、根こん拠きよのない蔑さげすみや恐おそれの感情などは、いずれ氷解していくと思っています」

　いくぶん目に力を込めて、俺はそう述べる。

　それはあくまで「根拠のない」部分の話であり、もしも実際に悪行をはたらく森辺の民が存在するならばその限りではない――より多くの富を得たいならば、悪行ははたらくな――という意を言外に含めたつもりだ。

　しかし、ズーロ＝スンのうすら笑いに変化はない。

　まあ、このていどの牽けん制せいで行いを改めるような連中なら苦労はないよな、と俺はこっそり息をつく。

「もしかしたら、このような形で森辺の民がジェノスの民と関かかわることをよしとしない、という向きもあるかもしれませんが。少なくとも、ファの家は自分たちの富のためだけにこのような真似まねに及およんだわけではない、ということはご理解いただきたいと思います」

「ふむ……森辺にさらなる豊かさを、という話であったな……」

　何だろう。

　このズーロ＝スンという人物の思おも惑わくが、まったく読み取れない。

　そのヒキガエルのような顔には薄笑いがへばりつき、声には揶や揄ゆするような響きが強かったが、それでも明確な悪意は感じられないし、それほどの関心も感じられない。

　例えばあのツヴァイ＝スンのように銅貨への執しゆう着ちやく心しんでも見せてくれれば、まだしも扱あつかいやすいのだが。魂こん胆たんが知れないので、こちらも何を強く主張すればよいのか、わからなくなってしまう。

（こいつは本当に、何のために俺をスン家まで呼び寄せたんだろう……？）

　ズーロ＝スンは、うっすらと笑いながら食事を進めている。

　ディガ＝スンも、へらへらと笑いながら肉をかじっている。

　ドッド＝スンは――ちょっと見逃してしまっていたが、きちんと料理を食べているのだろうか？　今はひたすら果実酒をあおっている。

「しかし……富など、必要なのであろうか……？」

　やがて、ズーロ＝スンは咽喉のどにからんだ声で、そう言った。

「富は、人間を堕だ落らくさせる……我は森辺の族長として石の都の住人ともたびたび顔を合わせておるから、その言葉が真実であるということを、この場にいる誰よりも強く知っている……身にあまる富は、人間を堕落させる悪い酒のようなものだ……」

　いったいどの口がほざくのだ、という内容である。

　しかし、スン家の連中を相手にここで怒おこっていては、きっと話が始まらないのだろう。

　だから俺は大人しく口をつぐんでいたのだが、黙だまっていない人物が一人いた。我らがルティムの家長、ダン＝ルティムである。

「それがわかっていながら都からの褒ほう賞しよう金きんを独ひとり占じめにしておるのは何故なのだ、族長ズーロ＝スンよ？　ありあまる富が悪い酒だと言うのならば、そのようなものは石の都に突つき返してやればよいではないか？」

　それほど声を荒あららげるわけでもなく、ただ十分に不ふ愉ゆ快かいそうな口調で、ダン＝ルティムはそう言った。

　そう言ってから、その手のあばら肉を骨からかじり取った。

　どうやらアマ・ミン＝ルティムから三本目のあばら肉を献上されたらしい。

「愚ぐ問もんだな、ダン＝ルティムよ」と、若い声がそれに応じる。

　スン家の男衆ではない。その声は、俺の斜ななめ後方からあがった。

　レイの家長、ラウ＝レイだ。

「ダン＝ルティムには、族長らの慈じ悲ひ深ぶかさがわからぬのか？　悪い酒だからこそ、族長らはそのようなものを我らに与えぬよう、自分たちだけで飲み干してくれているのだろうさ。それぐらいのことは、察して然しかるべきであろう」

「なるほど、そういうことだったのか」と、ダン＝ルティムは豪ごう快かいに笑う。

　たちまち、スン家の左側に控ひかえていた幾いくつかの黒い影かげが殺気を爆発させた。

「レイの家長に、ルティムの家長よ！　貴様たちはまた何の証左もなく族長筋を誹ひ謗ぼうする気か？　石の都から与えられた銅貨は、すべてジェノスの田畑を守るために費やしているのだと、これまでに何べんも説明されているだろうが！」

　それは、ギバの頭部つきの毛皮をかぶった大男たちだった。

　その中で、もっとも体格がよく、もっとも魁かい偉いな風ふう貌ぼうをした男が、ドンダ＝ルウにも劣おとらない胴どう間ま声ごえを張り上げる。

「いみじくも、いま貴様が言った通り、そのような富は森辺には必要ない、というお心から、族長はその褒賞金を使って町の人間を雇やとい、木材を集めさせ、ジェノスの田畑を守る壁を築いているのだ。貴様たちに誹謗されるいわれなど、どこにもない！」

「それこそ、証左のないことではないか、ザザの家長よ？　毎年毎年おなじ言い訳ばかりで、俺もいい加減に聞きき飽あきてしまったのだ」

　ダン＝ルティムは平気な顔であばら肉をかじり続け、ザザの家長とやらは、いっそういきりたつ。

「俺はこの目で、田畑に壁が築かれていくさまを見ている！　あれだけの壁を築くには何十人というジェノスの男衆が必要になるため、多大な銅貨と多大な時間が必要となるのだ！」

　田畑を守るための、壁？

　本当にそのようなものが建設されているのだろうか？

　だったら――野菜売りたるドーラの親父おやじさんたちがそこまで苦く悩のうすることもない、と思えるのだが。

「……あやつらが言っているのは、城の北側にある田畑のことだ。そちらは城の人間の田畑であるため、木の壁で固く守られている――と、以前にジバ婆ばあが言っていた」

　と、アイ＝ファがそっと耳打ちしてくれた。

　なるほど。町の人間の田畑は城の南側にあるはずだから、そちらにまでは手が及ばず、飢えたギバに蹂じゆう躙りんされるまま、ということか。

「スン家は、その壁を作るために褒賞金をつぎこんでいると言い張ってるんだな。……それが真実であるという可能性はないのかな？」

　周囲の人間に聞こえてしまわぬよう極限まで声を潜ひそめてそう問いかけると、アイ＝ファは「ない」と首を振った。

「貴族の田畑を守る壁はもう何十年も前に完成されている、とジバ婆は言っていた。もちろん、飢えたギバにその壁をも破られれば、そのつど補修が必要になるのであろうがな」

「ふむ……」

「そもそも、都からの褒賞金など微び々びたる額であるのだから、それであのように立派な壁を築くことは不可能だと、ジバ婆は笑っていた」

　それではけっきょくザザの家長もスン家にたぶらかされているだけ、ということか。

　よくもまあこのように恐おそろしげな相手をたぶらかす気になれるものだと、溜息がこぼれてしまう。

（本当に、誰も彼もがドンダ＝ルウばりにおっかない顔つきをしているもんな……）

　だけど、これこそが森辺の民たみであろう、と思う。

　野獣のごとき気き迫はくと生命力。清廉にして苛烈なる狩人の一族――ザザやドムやジーンといったスン家の眷族たちは、みんなその名に相応ふさわしい勇ゆう猛もうさを持ち合わせていた。

　その勇猛なるザザ家の家長が、深しん甚じんなる怒いかりに双眸を燃やしながら、ダン＝ルティムやラウ＝レイたちをにらみすえている。

「ありあまる富は狩人を堕落させる！　だからこそ、そのように余計な富は森辺に持ちこまず、ジェノスの田畑を守るために使い果たしているのだ！　族長の決断に何の不服があるというのだ、貴様たちは!?」
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「その言葉が真実であるならば、何の不服もない。ただ、何年経たったらその壁とやらは完成するのかと、俺は宿場町のトトスのように首を長くしているだけだ、ザザの家長よ」

　そんな風に言い返してはいるが、ダン＝ルティムのほうはまったく激している様子もない。むしろ、その顔は早くも問答に飽いて、あくびの一つもしそうな風ふ情ぜいであった。

　きっと、家長会議においても同じような問答が繰くり返されたのだろう。族長筋の不備をルウ家の眷族がつつき、スン家の眷族がそれを擁よう護ごする。この奇き妙みようなパワーバランスの上に、スン家の支配は頼たよりなく存続しているだけなのではないだろうか。

　ドンダ＝ルウは、そのように不毛な問答には加わろうとせず、ただ双眸だけを物ぶつ騒そうな感じに燃やしながら、果実酒をあおっている。

（何だかずいぶん危なっかしいやり方だなあ……）

　ルウ家とスン家が争あらそえば、森辺を二分する大きな戦いになるかもしれないと聞いていた。だけどそれは、眷族あっての話であろう。ザザやジーンといった有力な氏族の助けがなければ、スン家がルウ家に抗あらがえるとも思えない。

　それなのに、スン家が虚きよ言げんをもって眷族たちの信しん頼らいを勝ち得ているというのならば――そんなものは、砂上の楼ろう閣かくであるようにしか思えないではないか。

（スン家のやり口は、穴だらけだ。こんなもん、俺とかカミュアみたいな人間がちょいと悪わる知ぢ恵えをはたらかせるだけで、簡単に決けつ壊かいさせることができるんじゃないか？）

　そんな風にすら、思えてしまう。

　もちろん慢まん心しんは禁物だが、おかしな具合に文明国かぶれしているように見受けられるスン家のやり口は、あまりに杜ず撰さんでほころびだらけのように思えてしかたがなかった。

　そんな風に考えこんでいたところに、突とつ然ぜん叱しつ責せきの声を叩たたきつけられた。

「……だから、森辺にありあまる富を招こうというファの家の行こう為いは、森辺の民を堕落させる行為に他ならぬのだ！」

　俺は、ハッとして面を上げる。

　ザザの家長らが、狩人の眼光で、俺とアイ＝ファをねめつけていた。

「異国人をたらしこみ、その手しゆ腕わんをもって銅貨を稼ぐというのは、まあいいだろう。べつだんそれは、森辺の掟おきてに反する行為でもない。……しかし、その富で森辺の民を堕落させようという心づもりならば、刀をもって粛しゆく清せいせねばなるまい！」

　いきなり、こちらにお鉢はちが回ってきた。

　いや――そうではない。きっと、家長会議においてアイ＝ファの言葉を聞いて以来、彼らはずっとそんな思いをくすぶらせていたのだろう。

　ありあまる富は、森辺の民を堕落させるかもしれない――それはまさしく、宿場町で店を出だす前に俺が最初に抱いだいた懸け念ねんであったのだ。

　その懸念を打うち砕くだいてくれたのはガズラン＝ルティムであり、アイ＝ファであった。

　そのアイ＝ファが、座したまま背筋をのばし、ザザの家長を凛りん然ぜんとにらみすえる。

「ありあまる富は、森辺の民を堕落させる。ザザの家長は、そう考えるのか」

「その通りだ。ギバの肉を使って銅貨を稼ぎたいなら、それは好きにするがいい。ただしその富は、森辺に撒まき散ちらすな！　……まあ、ルウやルティムがファの家に尻尾しつぽを振るならば、そちらにはいくばくかの銅貨を分わけ与える必要も出てくるのやもしれんがな。それぐらいは、目をつぶってやろう」

「ほう……？」と、ダン＝ルティムが巨きよ体たいを揺すった。

　きわめてにこやかに笑いながら、そのどんぐりまなこにグラグラと激情を沸ふつ騰とうさせ始める。

「愉ゆ快かいなことを抜かしてくれるな、ザザの家長よ？　我らが銅貨欲ほしさにファの家と縁えんを結んでいる、とでも言うつもりか？」

「違うと言うのか？　ならば何故、血の縁も持たぬファとルティムがそのように行動をともにしておるのだ？」

「ファとルティムは、友だからだ！」

　蛮ばん声せいを張り上げるや、ダン＝ルティムは右の拳こぶしを床に叩きつけた。

　敷布に覆おおわれた土の地面が、その一いち撃げきでぼこりと沈しずんでしまう。

「血の繋つながりは何よりも重いが、血の繋がりがすべてであるというわけでもあるまい！　ただ眷族であるというだけでスン家なんぞに付き従っているお前らにはわからんのかも知れんがな！」

「貴様！　まだ族長筋を愚ぐ弄ろうする気か！」

　その場の空気が、一気に煮にえたっていく。

　そこに水を差したのは、彼らの長であるドンダ＝ルウやズーロ＝スンではなく――アイ＝ファであった。

「ルティムの家長もザザの家長も、今少し冷静になってほしい。肝かん要ようなのは、ありあまる富についてであろう？」

　アイ＝ファの瞳ひとみも、厳しく光っていた。

　しかし、その表情や口調は落ち着いている。

　アイ＝ファは怒れるダン＝ルティムをなだめるようにうなずきかけてから、ザザの家長に向きなおり――そして、静かに語り始めた。
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「ありあまる富は、森辺に堕落をもたらす。……その考えもわからないではないが、もちろん私とて、そのようなものをもたらすために、このようなことを始めたわけではない」

　訥とつ々とつと、アイ＝ファは語っていく。

「私はただ、森辺に豊かな生活をもたらしたいと願っただけだ。貧しさにあえいでいた民びとが、豊かな生活を得て、さらなる力を得ることができれば、これまで以上に狩人かりうどとしての仕事を果たすことも可能になるであろう？」

　ザザの家長は、「ハッ」と荒っぽく咽喉のどを鳴らして、それに応じた。

「それはどうだかな。一頭のギバで今まで以上の銅貨を得られるようになれば、多くのギバを狩からずとも生きていくことができるようになる。それこそが、堕落だ！」

「しかし、飢えてしまえば、狩人としての仕事を果たすこともかなわなくなるであろうが？　ザザや、ジーンや、ドムのように大きな氏族であればまだしも、力を持たぬ小さな氏族には、もういくばくかの豊かさが必要であるのだ」

「……力を持ち得ぬなら、森に朽くちればいい。我らはそうして狩人としての力を練れん磨ましてきたのだ」

　と、低い声が割り込んできた。

　今まで無言で同どう胞ほうの言葉に聞き入っていた、ギバの頭骨をかぶった大男――ドム家の男衆だ。

「弱き狩人に生きる資格はない。強き狩人だけが生きぬき、強き血を遺のこす。無用な富で弱き狩人が弱き血を遺せば、それは森辺に滅ほろびをもたらすであろう」

「無用な富とは何だ？　牙や角や毛皮から得られる代価は有用で、肉から得られる代価は無用であると、どうしてそのようなことが余人に決められるのだ？」

　アイ＝ファの瞳に、青い炎ほのおがゆらりとゆらめく。

「牙も角も、毛皮も、肉も、すべてはギバからもたらされる富だ。そこに何の違いがあるのか、お前には説明することができるのか、ドムの家長よ？」

「……我らは八十年の昔から、牙と角と毛皮を富に換えてきた。それが答えだ」

「それはただ、肉を富に換える手段を有していなかったというだけのことではないか？　その手段を得ながらもみすみす富を打ち捨てるのが正しい道だとは、私には思えない」

　勇猛なるドムの家長らにも負けぬ気迫を漂ただよわせつつ、アイ＝ファは少しだけ口調を和やわらげた。

「ドムの家長よ、私は昨晩、森辺の最長老であるジバ＝ルウと言葉を交かわしたのだ」

「……それがどうした、ファの家長よ」

「私は、疑問に思ったのだ。町の人間は、カロンとかいう動物の毛皮と肉で富を得ている。しかし、森辺の民はギバの毛皮のみを富として、肉は森に打ち捨ててきた。それは何故なのか、とな」

　その話は、俺も一いつ緒しよに聞いていた。

　そこで俺たちは、森辺の知られざる歴史を知ることになったのだ。

「ジバ＝ルウをふくむ森辺の民の先人らは、かつてジャガルの黒き森で生きていた。その森には人間を喰くらう巨きよ大だいな黒くろ猿ざるの他ほかには、小さな蛇へびや蜥蜴とかげぐらいしか獣けものは存在しなかったという。……そして、人間をも喰らう黒猿の肉を喰らうことは強い禁きん忌きとされ、先人らは、蛇や蜥蜴や虫などを喰らって生きてきたのだそうだ」

「それぐらいの話は、ドムにも伝わっている。それでも先人たちは己おのれと血族を守るために黒猿を狩り続け、そうして狩人としての力を育はぐくんだ、ということであろうが？」

「その通りだ。そして、先人らは黒猿の毛皮を剥はぎ、それを身に纏い、己の誇りを示すようになった。……つまりはそれが、毛皮を剥ぐ手段のみを有し、肉を正しい方法で喰らう手段を有さなかった理由だ」

「…………」

「やがて私たちの祖は、南の森からこのモルガの森辺へと移り住み、黒猿の代わりにギバを狩り――そして、その肉を喰らうことを許されたが、正しい方法で喰らう手段を探そうとはしなかった。獣の肉を喰らえるだけで歓かん喜きし、充じゆう足そくしてしまったのだと、ジバ＝ルウはそんな風に言っていた」

「だから、それがどうしたというのだ？　ならば我らも、ただ肉を喰らうだけで充足するべきではないのか？」

「それは違う。……私は、違うと思う」

　きっとアイ＝ファは、昨晩のジバ＝ルウの姿を思い出しているのだろう。

　無限の悲しみと、そして、そこにかすかな希望の光をたたえた、ジバ＝ルウの不思議な眼まな差ざしを。

「それは自分たちの怠たい惰だであったのかもしれないと、ジバ＝ルウは言っていた。町の人間たちとの交流を拒こばみ、どうしてギバの肉だけが銅貨に換えられる価値を持たないのか、その理由を解き明かそうともしないまま、八十年もの時を過ごしてしまった、と――ジバ＝ルウは、とても悔くいているように見えた」

「何故、悔いる？　先人たちが悔いる必要などない。先人たちが道を示してくれたからこそ、今の我々があるのだ」

「だから、今よりももっと豊かな道を示すことができたのではないかと、ジバ＝ルウは悔いていたのだ。そしてその豊かさがあれば、先人たちもこれほどまでに生命を落とさずに済んだのではないか、と」

　このモルガの山さん麓ろくの森辺に移り住んだとき、民の数は千人を数えたのだ。

　その内の半数が、最初の数年で死に絶えた。凶悪なギバとの闘たたかいと、そして、飢えによってである。その逸いつ話わは、ジバ＝ルウと最初に出会った夜に聞いている。

「町の人間は、おそらく肉の正しい食べ方を最初から知っていた。先人たちが町の人間を忌き避ひせずに、正しく縁を結んでいれば、最初からギバの肉を銅貨に換えることもできたはずだ。その努力をしてこなかった怠惰が、今もなお飢えて死ぬことが珍めずらしくない森辺の貧しさを招いてしまったのならば、それは自分たちの罪であるとジバ＝ルウは言っていた」

「…………」

「ありあまる富は堕落を招くというドムの家長の言葉が間違っていると、私に断言することはできない。だけど私は、ありあまる富が弱き民を強き民に変えることもできる、という可能性を信じて――森辺に豊かさをもたらしたい、と思う」

　そうしてアイ＝ファは、ちらりと俺のほうを見た。

「それはあまりに途と方ほうもない話に聞こえるかもしれないが、このアスタの力があれば、可能なのではないかと思えたのだ。……アスタの料理は、美味うまくはなかったか？」

　答える者はいない。

　それでもアイ＝ファは、とても穏おだやかな目つきになり、少しだけ口もとをほころばせた。

「私には、とても美味いと思えた。だから、自分の信じた道を進みたい。……それを皆みなに賛同してもらえたら、嬉うれしく思う」

　しん――と、祭祀堂の中が静まりかえっていた。

　まだ大半の人間は食事の最中であったろうと思うが、身動きをしようとする者もいない。

　スン家も、その眷族も、ルウ家も、その眷族も――かまど番をつとめた女衆も、小さな氏族の家長たちも、全員が奇妙な感じに息をひそめ――

　そして、にわかに静せい寂じやくが破られた。

「……フォウの家は、ファの家長に賛同する」

　全員が、ゆっくりとそちらを振り返る。

　一人の壮そう年ねんの男衆が、祭祀堂の片かた隅すみに立ちはだかっていた。

「フォウの家は、小さな氏族だ。眷族も少なく、十分な数のギバを狩ることもできてはいない」

　黒っぽい蓬ほう髪はつに、同じ色の髭ひげ。長身だがいくぶん痩やせ気ぎ味みの、四十がらみの男衆だった。

「肉は食えるが、牙や角が足りていない。せっかく授さずかった幼子も、飢えて死なせる羽目になりかけている。しかし、男衆に今少しの余力があれば、これほど家族を苦しめることもなかったはずだ」

　薄うす闇やみの中に、青い瞳が燃えている。

　狩人としての誇りと、無念の思いが渦うず巻まく、一種凄せい絶ぜつな眼光である。

「石の都のほどこしなどはいらぬ。しかし、この手で狩ったギバから富を得られるなら、それは正当な代価だと思える。それでさらなる力が得られるならば、誓ちかって我々はこれまで以上に狩人としての仕事を果たしてみせよう。……だから、フォウの家は、ファの家長の言葉に賛同する」

「……ラッツの家も、ファの家長に賛同する」

　と、今度はその反対側にいた男衆が立ちあがった。

　まだ二十になるかならないかの青年だ。

「俺たちはこの一年で、メイとギームという二つの眷族を失った。その中でも特にメイの家長は勇猛な狩人であったが、わずかな傷から悪い風が入り、病を得て、あっけなく死んでしまった。……今少しの蓄たくわえがあれば、宿場町で病を癒いやす薬を買うこともできたのであろうがな」

　その、深い怒りをたたえた目が、食い入るようにドムの家長を見る。

「ドムの家長の言に従うならば、メイやギームは滅んで然るべしということになる。そのような言には従えぬので、ラッツの家は、ファの家長の言葉に賛同する」

「何もそのように言葉を荒らげることはない。ドムの家長とて、小さき氏族など滅んでしまえばよい、などと願っているわけではないのだからな」

　と、しわがれた声とともに、また新たな影が立ち上がる。

　それは、ジバ＝ルウのように白い髪かみをした痩せぎすの老人であった。

「スンともルウとも縁を持たぬ小さな氏族は、総勢で三百余名にも及ぶ。それらのすべてが死に絶えてもかまわぬなどと考える人間はおるまい。それではとうてい満足な数のギバを狩ることなどはかなわなくなるのだからな」

「サウティの長老か。……まさか、貴様までもがファの家に賛同するなどと抜かすわけではあるまいな？」

　しばらく黙り込んでいたザザの家長が、火のような目でその老人をにらみすえる。

「賛同するかは、家長の決めることだ。ただ、儂わしのような老いぼれには、最長老の言葉が痛いほど心に滲しみ入ってくるのだよ。儂らが道を間ま違ちがえた分だけ、若わかい衆しゆが余計な回り道をすることになるのだな、と」

　森辺の民にしてはずいぶん穏やかな眼差しを持った老人だった。

　そのやわらかい眼差しが、ザザの家長から俺やアイ＝ファのほうに転じられる。

「町の人間は儂らを忌避して、儂らも町の人間を忌避した。それはそれで逃れられぬ運命であったのやも知れぬが、その運命に抗おうという努力を十分に果たしてきたとは言えぬであろう。……もしかしたら、ファの家の者たちは、そんな儂らの代わりに道を切り開こうとしてくれているのではないのかな」

「このような異国人に、いったい何ができるというのだ!?」

「宿場町の人間と、悪あく縁えんならぬ縁を結ぶことができる。そのようなことのできる人間は、今の森辺には存在するまい」

　悠ゆう揚ようせまらぬ老人に対して、ザザの家長はいっそう凶きよう悪あくに顔面を引きつらせる。

「ルウの眷族ばかりでなく、サウティまでもが族長筋を誹謗する心づもりか？　石の都と森辺の縁を結んでいるのは、スンの家だ！」

「スンの家が繋いでいるのは、ジェノスの城との縁であろう？　城の人間と、町の人間は、違う。……そして、まことに残念なことながら、スン家は町の人間と正しい縁は結べておらぬ。つい先だっても、本家の次じ兄けいが町で刀を抜いたという話ではないか？」

「それは、町の人間が森辺の民を誹謗したためであり――！」

「誹謗には刀で報むくいるべし、という掟はなかろうよ、ザザの家長よ？」

　ルウの眷族以外でも、ここまで面と向かってスン家に苦言を呈ていする氏族があるのか、と俺おれは少なからず驚おどろかされた。

　老人は、静かに微笑ほほえみながら、また俺たちのほうを見る。

「儂のような老いぼれには、サウティの道を決する力はない。しかし、儂自身はお主たちの存在を祝福したいと思っておるよ、ファの家の家長と家人よ」

「ならば、家長を差し置いてあれこれと余計な口を叩くな、長老モガよ」

　と、老人のかたわらに座すわりこんでいた若者が、大たい儀ぎそうに立ち上がる。

　ものすごく大おお柄がらで、なおかつジザ＝ルウやガズラン＝ルティムにも匹ひつ敵てきする風格を有する若者であった。

「サウティの家長、ダリ＝サウティから、一つ質問させていただきたい。ルウの家長たるドンダ＝ルウよ、貴方あなたはこの件に関して、どのような考えを持っているのだ？」

　これまで頑かたくなに沈ちん黙もくを守っていたドンダ＝ルウが、じろりとその若者をにらみすえる。

「ルティムの家長は、ファを友と呼んだ。しかし、実際に力を貸しているのは、ルウの女衆なのであろう？　ルティムの長たるルウもまた、ファを友として、志を同じくしている、ということなのか？」

「……俺は別に、こんな連中を友と呼ぶ気はない」

　底ごもる声で言いながら、ドンダ＝ルウはゆらりと立ち上がった。

「女だてらに狩人の真似まね事ごとにいそしむうつけ者と、得体の知れない異国人なんざを、どうしてこの俺が友などと呼ばなくてはならないのだ？」

「ならば、どうして女衆を貸しているのだ？　単に代価が目的であるのか？」

　いぶかしそうに、ダリ＝サウティと名乗った若者が太い首を傾かしげる。

　その純じゆん朴ぼくそうな顔をにらみすえつつ、ドンダ＝ルウは低く言った。

「ギバの肉に、銅貨と換かえられるだけの価値を与える――そんな夢物語が実現するとは思えねえし、町のぼんくらどもが心を入いれ替かえるとも思えねえ。俺はただ、正当な代価と引ひき換えに、女衆を貸しているだけだ」

「そうか。それならば――」

「しかし、そんな夢物語が実現したなら、森辺の民はさらなる力を得ることができるだろうよ」

　ドンダ＝ルウの重々しい声音が、鉈なたのように若者の言葉を断たち切きった。

　その目が爛らん々らんと燃え始め、口もとには不敵な笑えみが浮うかんでいく。

「ありあまる富が森辺の民を堕落させる。……そんな馬ば鹿かげたことがあるわけはねえ。そんな風に考えるやつこそが、森辺を堕落させるんだろうさ」

「何だと……？」と、一気にザザやジーンの男衆たちが色めき始めた。

「ザザよ、ジーンよ、貴様たちは、百枚の銅貨を手にしたら、それを使い果たすまでギバを狩らずに遊び惚ほうけるのか？」

「ふざけるな！　貴様はどこまで我らを愚弄する気なのだ、ルウの家長よ！」

「そこで頭に来るっていうなら、それ自体が答えだろうがよ？」

　ドンダ＝ルウは、まだ笑っている。

　最近は難しい顔をすることが多くなっていたが、そういえばこの御仁はこういう気き性しようであらせられたのだ。

　笑いながら、敵を威い圧あつし、屈くつ服ぷくさせようとする、烈れつ火かのごとき豪ごう傑けつなのである。

「俺が貴様を愚弄したんじゃない。貴様が俺たちを愚弄していたのだ、ザザの家長よ。ありあまる富で、堕落する？　そんな人間は、最初から狩人じゃねえ！　そんな人間は、最初から森辺で生きる資格もねえんだよ！」

「しかし……！」

「それで堕落するような人間がいれば、そんなやつは森辺から追放しちまえばいいだけのことだ。森辺の秩ちつ序じよは、それで保たれる」

　ドンダ＝ルウは、楽しくてたまらぬように口もとをねじ曲げる。

　もちろんそれは、スン家に対する痛つう烈れつな罵ば倒とうであり、宣戦布告の言でもあるのだろう。

　そんなこととはつゆ知らぬままに、ザザの家長らは険悪な形相でドンダ＝ルウの弁に聞き入っている。

「ルウの家に、これ以上の富は必要ねえ。ルティムも、レイも、それは同様だ。……しかし、リリンやムファは、まだ力が足りない。眷けん族ぞくの助けがなければ、メイやギームのように滅びることもありうるだろう」

「…………」

「だが、今回の一件で、ルウはさらなる富を得た。そして、ファの家に女衆を貸したゆえに、毛皮をなめす人手が足りなくなり、その毛皮をリリンやムファに分け与えることができた。……豊かになるっていうのは、そういうことなんじゃねえのか、ええ、ザザの家長よ？」

「…………」

「森辺の民は、まだ堕落できるほどの豊かさを手に入れてねえんだよ。そんな心配は、飢うえて死ぬ人間が一人もいなくなってからすりゃあいいんじゃねえのか？」

「ならばやはり、貴方はファの家と志を同じくしている、ということなのではないか、ドンダ＝ルウよ？」

　そんな風に口をはさんできたのは、ダリ＝サウティだった。

　ドンダ＝ルウは野や獣じゆうのごとき笑みを消し去り、うるさそうに顔をしかめる。

「言っただろうが？　俺にはそんな夢物語を信じることはできねえってな」

「しかし――」

「だが、それがかなえば森辺の民はさらなる力を得ることができる。……だったら、それを邪じや魔まする道理もねえだろうが？」

「やれやれ……」と、小声でつぶやく声が後方から聞こえた。

　そっとそちらを盗ぬすみ見ると、ミーア・レイ母さんが苦く笑しようしていた。

「本当に意固地な家長だね」と、その顔に書いてある。

「ふむ……実に興味深い話であるな」

　と――くぐもった声が、いくぶん調子の外れた感じでその場に響き渡わたった。

　ズーロ＝スンである。

　ドンダ＝ルウは、狩人の眼光をそちらに突きつける。

「しかしまあ……そのような話を実現させるには、まだまだ時間が必要であろう。料理ではなく肉そのものを売りつけるというのは、並なみ大たい抵ていの話ではないのだろうからな。……それならば、今はゆるりと情勢を見守るべきではないだろうか……？」

　何とも間の抜けた発言である。

　これだけ白熱した議論に対する感想が、それなのか。

　主義も主張も、何ひとつ感じられない。

「くだらねえなあ。まさか、ファの家の口車に乗るような氏族がルウの他にもいるとは思いもしなかったぜえ」

　と、そのかたわらから、間延びしたディガ＝スンの声もあがる。

「フォウの家と、ラッツの家か。……こいつはしっかり覚えておいたほうが良さそうだなあ？」

　それらの家長たちは、まだその場に立ったまま、射るような目つきでディガ＝スンをにらみすえていた。

　俺の胸中に、そこで初めて怒りの激情が燃えあがったが、それが発はつ露ろされる機会は与あたえられなかった。俺よりももっと沸ふつ点てんの低い御仁が、「おい！」と蛮声を張りあげたのである。

「お前のその言い草は何なのだ、スンの長ちよう兄けいよ！　森辺には、ファの家と縁を結んではならじ、とでもいう掟が存在するのか!?　逆さか恨うらみも大たい概がいにするがいいわ、この下げ衆すめが！」

　ダン＝ルティムである。

　その禿とく頭とうには太い血管が走りぬけ、どんぐりまなこには怒りの炎が噴ふきあがっている。

　そう――おそらく、これまではスン家の目をはばかってファの家との縁を絶ってきた小さな氏族の家長たちが、今、二年ぶりにその行動をひるがえそうと試みたのだ。

　この火は、絶対に消してはならない。

「げ、下衆とは何だ？　貴様なんぞにそんな悪態をつかれる覚えはねえぞ、ルティムの家長よ？」

　まだへらへらと笑いながらも、ディガ＝スンの顔はいくぶん引きつり始めていた。ルティムの祝しゆく宴えんにおいて、百キロ級のギバを投げつけられたトラウマが蘇よみがえったのかもしれない。

　そこで、こっそり他の連中の様子を観察してみると――ズーロ＝スンはもちろん、ザザやジーンの家長たちさえもが、苦々しい表情になってしまっていた。

　ズーロ＝スンは、単に波風を立ててほしくなかっただけなのだろうが、スンの眷族たちに関しては――主義主張で対立するならばともかく、ディガ＝スンのかつての悪行まで擁護する気は、さらさらないのだろう。

　きっと彼かれらもドンダ＝ルウと同じように、女衆の身で狩人を名乗るアイ＝ファや異国人の身でファの家人を名乗る俺などを忌いま々いましく思っているに違いない。それに、ありあまる富に関しても、彼らは彼らなりの考えに基もとづいて、真っ向から反対しているのだろう。

　しかし、アイ＝ファが父親を失ったその夜に、許可もなく家にまで乗り込んで乱暴をはたらこうとしたディガ＝スンの悪行など、族長筋を信しん奉ぽうする彼らにしてみても、言語道断の振ふる舞まいであるはずだ。

　そこのところが、ディガ＝スンにはまったくわかっていない。族長筋としての権けん威いを振りかざしつつ、何が許されて、何が許されないのか、その線引きができていないのだ、この男は。

　だから――小物なのだろう。

（もしかしたら俺たちは、族長の座がズーロ＝スンからこのディガ＝スンに引き継つがれる日を待っているだけでいいんじゃないか？）

　そんな考えすら、かきたてられてしまう。

　このディガ＝スンが家長となり、族長となれば、たぶん遠からずして、ドムやザザの信頼を失うことになるだろう。

　そうすれば、ドンダ＝ルウが刀をふるうまでもなく、俺などが悪知恵をはたらかせるまでもなく、きっとスン家は勝手に瓦が解かいする。

（何とも消極的な策だけど、ある意味ではそれが一番、平和的な解決方法なのかもしれないな……）

　そんな中、現在の族長であるところのズーロ＝スンが、「まあまあ」とでも言いたげにダン＝ルティムのほうを見る。

「……そのように声を荒らげるものではない、ルティムの家長よ……お主は二年前のことを取とり沙ざ汰たしておるのか？　そのように古い話をわざわざ蒸むし返かえすことはなかろう……？」

「だったらその不出来な息子むすこの口をしっかり縫ぬい合あわせておけ！　聞いているだけで虫むし唾ずが走るわ！」

　ダン＝ルティムがどかりとあぐらをかきなおして、半ば無意識のように右手を下方にさまよわせる。

　俺がこっそり自分の分の木皿をそちらに押おしやると、いったいどのような察知能力を有しているのやら、スン家の連中をにらみすえたまま、ダン＝ルティムは至し極ごく正確にあばら肉をつかみ取った。

　俺の代わりに言いたいことを言ってくれた、せめてもの御お礼れいである。

「……フォウとラッツの名など、覚えるに値あたいしない。覚えるのなら、スドラの名を覚えていただこう」

　と、陰いん気きな声がどこかから上がった。

　スン家からはもっとも離はなれた下座の果てで、あまり大柄でない男衆が立ち上がる。

「スドラの家も、ファの家の家長に賛同する。……スドラの家にだって、今少しの豊かさは必要だ」

　すると、少し離れた位置からも男衆が立ち上がる。

「……ガズの家も、ファの家長に賛同する。ギバの肉が美味いだの不味まずいだの、最初は何を言っているのかもまったくわからなかったが、このギバの肉を食べて、気持ちが変わった。……これならば、町の人間が銅貨を差し出すこともありうるだろう」

　ならば――と、あちこちでそれに続こうとする気配が上がったが、それはズーロ＝スンの少なからず抑制を欠いた声によって押し止とどめられた。

「待つがいい、氏族の長たちよ……何も我は、この場でファの家の行動の是非を決めるべし、とは思っておらん……さきほども言うた通り、ファの家の行動が実を結ぶか否かには、相当な時間が必要になるであろうからな……今少し、ゆるりと情勢を見守るべきであろう……？」

「それでは、族長も今の段階でファの家の行動に異を唱えるつもりはない、ということなのだな？」

　そのように言葉をはさんだのは、ダリ＝サウティだった。

「しかし、異を唱えているのはスン家の眷族たるザザやドムの家長たちであるわけで、そこのあたりはどのようにお考えなのか？」

「無論、ザザやドムの家長たちの言い分は正当であると思えるし、我自身も、ありあまる富の危険性は無視できぬ、という立場である……しかし、ルウの家長の言う通り、ギバの肉にそこまでの価値を与える、などというのは、途方もない夢物語でもあろう……そのような些さ事じで、森辺の同胞が相争う必要はない、と我は考える……」

　そうしてズーロ＝スンは、憮ぶ然ぜんと立ちつくすザザの家長らに脂あぶらっぽい視線を向けた。

「我わが眷族たる、ザザにジーンにドムの家長らよ……ここは我の顔に免じて、矛ほこを収めてはもらえぬかな？　……ファの家がもたらすのは、堕落か、繁栄か、我らがそれをしかと見定めれば、森辺の秩序が乱されることもなかろうて……」

「……族長の意のままに」と、感情を殺した声で述べ、ザザの家長らは腰こしを下ろした。

　その姿を見届けてから、ドンダ＝ルウも腰を下ろす。

　フォウも、ラッツも、スドラも、ガズも――そして、サウティの家長と長老もそれに従うと、あたりには、何だか白けた雰ふん囲い気きがたちこめた。

「……次の家長会議においては、何らかの結果が出ているであろう……それまでは、己の志に従って励むがよいぞ、ファの家の家長にかまど番よ……」

　アイ＝ファは、取りすました顔で目礼を返した。

「ねぇ……いったい、どういうことなのぉ……？」

　と、ヴィナ＝ルウがこっそりＴシャツのそでをつまんでくる。

「これじゃあ結局、何も解決してないんじゃなぁい……？」

「うーん、どうなんでしょう。……逆に、すべてが解決した、という言い方もできるかもしれませんけれども」

　言ってみれば、これは族長筋のスン家に「しばらくは好きにやってみるがいい」と、お墨すみ付つきをいただけたようなものだ。

　これならば、もうザザやドムといった恐ろしげな連中に文句をつけられることもない。少なくとも、俺たちの行為が堕だ落らくをもたらした、という具体的な実例でも示されない限りは。

　こんなに呆気あつけなく許されてしまっていいのか、というぐらいの話である。

（本当に……本当にこのズーロ＝スンっていう男は、そこまで徹底した日和見主義なのか？）

　どうせなら、多数決ぐらいは取ってほしかった。

　フォウやラッツといった四つの氏族は賛同を示してくれたが、ここにはスン家を含めて三十七もの氏族の家長がそろっているのである。そのうちの何人が、俺やアイ＝ファの決意を是ぜとしてくれるのか、俺たちとしては、それを見極めるためにすべての事情をぶちまけたようなものなのだ。

　なのに、結論は――「来年を待とう」である。

　不完全燃焼もいいところだ。

　こんな強きよう烈れつな肩かた透すかしが存在していいものだろうか？

　ドンダ＝ルウは、不ふ機き嫌げんそうな顔つきで果実酒をあおっている。ダン＝ルティムも、ものすごくつまらなそうな面おも持もちで白い骨をかじっている。彼らにしてみても、いざとなれば荒あら事ごとに持ちこんででも――というぐらいの覚悟は固めていたのだろう。荒事にならなかったのは何よりだが、これでは拳の持っていき場所がない。

（もしかしたら、俺にかまどの番を申しつけたのも、本当にミダ＝スンをなだめるためだけだったとか……そんなことも、ありうるんだろうか？）

　ヤミル＝スンは、いかにも何かを企たくらんでいそうな毒気を発散していたのに、このズーロ＝スンという男には、何も感じられない。愚鈍で、怠惰で、そして無気力。現時点での安あん寧ねいさえ守ることができれば、後はどうでもかまわないという投げやりな態度である。

　これが、ズーロ＝スンの本質なのだろうか？

（実は、ヤミル＝スンがすべての黒幕である、とか……？　いや、それにしたって、このまま家長会議が終わったら、何も情勢を動かすことはできなくなるだろう。これでディガ＝スンやドッド＝スンあたりが俺たちの商売を邪魔してきても、族長の決定に逆らったっていう結果にしかならないし……いったい何なんだよ、これは？）

　ズーロ＝スンは、至極満足そうなうすら笑いを浮かべている。

　ディガ＝スンは、少しふてくされた表情。

　ドッド＝スンは、無言で酒をあおっている。

　俺たちは――というか、俺は勝手に敵を大きく見積もってしまっていただけなのだろうか？

　スン家など、蓋ふたを開けてみればこのていどの、小悪党の集団でしかなかった、ということなのだろうか？

　わからない。

　わからないが――結局その後は何の波乱もなく、しめやかに晩ばん餐さんは終しゆう了りようすることになった。

　それと同時に家長会議の終了も宣言され、スン家の人間たちは家に帰っていく。他の氏族の家長たちは、この場で雑魚寝だ。

　あとはこの一晩を乗りこえれば、懐なつかしの我が家に帰還することができる。

（……もちろん、このまま終わらせることはできないけどな）

　晩餐の後片付けに従事しながら、俺はこっそり考える。

　たとえ小悪党の集団でも、スン家を放置しておくことはできないのだ。

　ディガ＝スンに跡目を継がせれば、勝手に自滅するだろう――とは思えても、五年も十年もそれを待ってはいられない。これはもはや、森辺の集落だけの問題ではないのである。

　ミラノ＝マスや、ドーラの親父おやじさん、そしてユーミなどといった人々の姿や言葉が、俺の頭の中で渦巻いている。俺や、俺のそばにいる人間を信用することはできても、森辺の民そのものの存在を許すことはできない――というのが、彼らの共通認識だ。森辺の民としての誇ほこりを忘れた人間がのさばっている限り、本当の意味でジェノスの人々とわかりあうことは不可能なのである。

　そして俺たちは、この地でスンの分家の人間たちとも顔を合わせることになった。腐くさった魚のような瞳をしたあの女衆たちも、放っておくことはできないだろう。たとえこの夜が無事に終わったところで、まだまだ問題は山積みなのだった。

（まあ、すべては明日あしたになってからだな……）

　そんな風に、俺は考えていた。

　呑のん気きにも、そんな風に俺は考えていたのだった。

　これはもう、完全に結果論になってしまうのだが――

　スンの集落における本当の災さい厄やくは、この夜にこそ一気に牙きばを剥むいてきたのである。
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「それじゃあな。後は頼んだぞ、ダルム」

　そう言い残して、ドンダ＝ルウは祭さい祀し堂を出ていった。

　アイ＝ファを除くすべての女衆を引き連れて、である。

　家長たちはこの場で雑魚寝だが、さすがに女衆たちはそうもいかない。ゆえに、彼かの女じよたちはスン家から宿泊用の空き家をあてがわれたのだった。

　そして、女衆だけをその場に移すのには不安が残ったので、ドンダ＝ルウが同行する段となったのだ。

「……アスタとアイ＝ファもこっちに移ったほうがいいんじゃないのかねえ？」

　と、最後までミーア・レイ母さんが心配してくれていたが、けっきょく俺たちは祭祀堂に居残ることになった。

　確かにかんぬきの掛かけられる家屋のほうが安全であるようにも思えたが、その反面、ディガ＝スンやドッド＝スンあたりが家長の意向を無視して暴走するかもしれない――という部分を警けい戒かいするならば、スンの眷族の目が光る祭祀堂に身を置いたほうが、まだしも安全であるように思われた。

　それに、こちらにはドンダ＝ルウを除く猛も者さたちが居残るのだ。

　ダン＝ルティムやラウ＝レイを筆頭とする、十三名の男衆。さらにその周囲には、中立の立場である森辺の民たみが、数十名。スン家の連中が何を企んでいたとしても、この肉の壁かべを突破して不ふ埒らちな真似まねに及およぶのは、物理的に不可能であろう。

　さらに言うならば、安全面の他にも、この場に居残りたい理由が俺たちには存在した。

　他の氏族たちとの、交流だ。

　ファの家の行為に賛同してくれた家長たち、興味をもってくれた家長たちが集結して、しきりに俺たちの話を聞きたがってくれたのである。

　その代表格は、サウティ家の家長ダリ＝サウティと、長老のモガ＝サウティだった。

「サウティは、森辺の南みなみ端はしに居をかまえる氏族だ。五つの眷族を統すべる長の血筋でもあり、まあ、スンとルウに次ぐ大きさの氏族と考えてもらってかまわないと思う」

　顔立ちは純朴そうだが風格はたっぷりのダリ＝サウティが、四角い顔に微び笑しようを浮かべながら、そんな風に自己紹しよう介かいしてくれた。

「それゆえに、スンにもルウにも気安く肩入れはできない身の上でな。もしも俺たちがどちらかの眷族に加わってしまったら、両家の力関係がかなり偏かたよることになる。……しかも俺たちの集落は、どちらかといえばルウのほうに近いから、スン家にはものすごく警戒されてしまっているのだよ」

「なるほど……」

「森辺に混乱をもたらすのは、本意ではない。だから俺たちは、なるべくスンともルウとも関わりを持たぬよう気をつけてきた。……それに、森辺の同胞でありながらいがみあっている両家の有り様に、少々鼻白んでもいた。いいから黙だまってギバを狩れ、というのが、一番正直な俺の気持ちだ」

　そのルウの眷族たちは、少し離れた場所で酒盛りを始めている。ダン＝ルティムの笑い声が、とても賑にぎ々にぎしい。

「だが、このたびのファの家の行動は、それらのことを差し置いても、とうてい捨てて置けぬだろう。だから、話を聞かせてもらいたいのだよ、ファの家のアイ＝ファに、アスタ」

　そんな風に述べるダリ＝サウティの周囲には、彼の眷族である家長たちと、それに、フォウやラッツといった小さな氏族の家長たちが集まっていた。

　ルウを筆頭とする七つの眷族、スンを筆頭とする八つの眷族、それにファの家を除けば、小さな氏族は二十一ほど存在する勘かん定じようになるが、そのうちの八割ぐらいは集まっているように思える。そのすべてが俺たちに賛同してくれているわけではないのだろうが、とにかく詳細を聞きたいのだろう。
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「ルウの眷族は、すでに血ち抜ぬきという技術をファの家から習得しているという話であったが、それは誰だれにでも覚えられるものなのか？　……そしてそれを覚えれば、すべてのギバの肉が今日食べたあの肉のような味になる、ということなのか？」

「はい。もちろん失敗することもありえますが、そこまで難しい技術ではありません。ルウやルティムの男衆は数日で体得できたようでありますし、そもそも俺自身だって、まだそれほど多くのギバをさばいた経験もないのですよ。……ところで、料理のお味はいかがでした？」

「美味かった。正直に言って、驚きのあまり心臓が止まりそうになるぐらいだった」

　と、ダリ＝サウティは太い指先でがりがりと頭をかいた。

「だから、宿場町での商売云うん々ぬんを抜きにしても、その技術は体得させてもらいたいのだが。しかし、サウティの集落は南の端で、どの家からもとても遠い。ルウの眷族で一番近いのはマァムかミンあたりだと思うが、それでも気安く通える距きよ離りではない。そんな俺たちが、技術を学ぶことなど可能なのだろうか？」

「はい。そのあたりのことは、ルティムの長兄であるガズラン＝ルティムとも相談しました。家が遠ければ、数日間だけ、男衆を交換すればよいのではないでしょうか？」

「……男衆を、交換？」

「そうです。例えばルティムとサウティの男衆をそれぞれ二名ずつ、おたがいの家に差し出だしあうのです。ルティムの家ではその二名に技術を学ばせて、サウティの家では、ルティムから出向いた二名が皆に技術を披ひ露ろうする。そうすれば、おたがいに男衆の数は変わらないのですから、狩人かりうどとしての仕事は普ふ段だん通りにこなしたまま、技術を体得することが可能になります」

　ダリ＝サウティは目を丸くして、他の家長たちはざわざわとどよめいた。

「それは……何とも奇抜なやり口だな……眷族でもない男衆を、数日間とはいえ、おたがいの家に住まわせる、というのか」

「はい。家同士の信しん頼らい関係がなければ、とてもできない荒技ですね。……森辺の民は、そうして信頼関係を再構築するべき時期なのではないか、とガズラン＝ルティムはそんな風に言っておりました。思うに、森辺では個々の家が遠すぎる。それゆえに、眷族ではない家との縁えんが薄うすくなりすぎてしまったのではないか、と」

「……ルティムの長兄ということは、それはあのルティムの家長の息子であり、そして家長を継ぐ後継者である、ということだな？」

「ええ、その通りです」

「面白い。あの火の玉のような家長の跡あと取とり息子は、そのような弁を述べる男であるのか。実際に顔を合わせて、言葉を交わしてみたいものだな」

　このダリ＝サウティという御ご仁じんは、どこかガズラン＝ルティムと雰囲気が似ている。

　それも、大柄な体格や実直そうなたたずまいばかりでなく、若者らしからぬ風格や、沈着で理知を重んじていそうなところなど――ガズラン＝ルティムの美点と思える部分が、似ているように感じられるのだ。

　これにジザ＝ルウまでもが加わったら、ものすごい面子メンツになると思う。それこそ、ディガ＝スンなどの出番は一切なくなってしまうだろう。

　もちろん、そんな彼らでも主義や主張はまったく異なる。

　だけど、そのようなものは異なっていたほうが良いのではないだろうか。

　森辺の秩序を重んじるジザ＝ルウと、革新的なガズラン＝ルティムと、保守的でありながら能動的でもあるダリ＝サウティと――こういった傑けつ物ぶつたちが意見をぶつけあい、もっとも正しいと思える道を模も索さくすることにこそ、意義があるように感じられる。

（……って、そんな風に考えてしまうところが、俺のよそ者気質なのかな）

　俺にはどうしても、自分自身が先導役をつとめる覚悟が固められない。俺の存在は叩たたき台として、その上で最善の道を模索してもらいたい、という意識が抜ぬけきらないのだ。

　だけど俺は、ファの家の人間だ。俺の失敗はファの家の失敗であり、アイ＝ファの失敗にもなってしまう。だから俺も、この傑物たちとともに歩いていく覚悟を固めなければならないのだろう。自分にとっての正しい道はこれなのだ、と、胸を張って主張しなければならないのだ。

（それに――）

　アイ＝ファであれば、この傑物たちと肩を並べることも可能なのではないだろうか？

　アイ＝ファがザザやドムの家長たちと真っ向から意見をぶつけあう姿を見て、俺はそんな風に考えることができるようになっていた。

　ガズラン＝ルティムの言葉にぶらさがるのではなく、アイ＝ファは自分自身の言葉によって、ザザやドムの家長たちと渡り合うことができた。ジバ＝ルウの言葉や気持ちを咀そ嚼しやくして、そこから自分の言葉や気持ちを再構築することができた。そんなのは、ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムにだって、なかなかできることではないと思う。

（そう、それにあのスン家の眷族たちだって――）

　と、俺はこっそり視線を飛ばす。

　ダン＝ルティムらとは対角線上のエリアで果実酒をあおっている、ザザの家長らのほうにだ。

　ドンダ＝ルウよりも頭が固い、とミーア・レイ母さんに評された彼らの主張は、ジザ＝ルウと重なっているように思える。掟おきてや、しきたりや、秩序を重んじる、言ってみればガチガチの保守勢力である。彼らにとっては、俺やアイ＝ファの存在など、さぞかし忌まわしいものなのだろう。

　だが、彼らは決して敵ではない。彼らこそが、森辺の民としての一つの正しい姿なのだ、とさえ思えてくる。そんな彼らさえも納なつ得とくさせることができて、初めて「変革」は許されるのではないだろうか？

（だからやっぱり……俺にとっての不ふ穏おん分子は、スン家の存在だけなんだよな）

　そんなことを考えていたら、「ファの家の家長よ」と新たな声があがった。

　フォウの家の家長だ。

「フォウの家は、今までファの家との縁を絶ってきた。それは、スンの家と悪縁を結んだファの家と縁を結ぶのは危険だ、という判断を、家長であるこの俺が下したからだ」

　アイ＝ファは、静かにそちらを振り返る。

　フォウの家長は、床ゆかに右の拳こぶしをつき、頭こうべを深々と垂れた。

「その判断が間違っていたことを、ここに認める。……だから、改めて、フォウの家と縁を結んでほしい」

「……フォウの家長の判断が間違っていたとは、私には思えない。フォウの家がうかつにファの家と縁を結んでいれば、スン家の愚おろかな息子たちがどのような振る舞いに及んでいたかもわからないからな」

　そう言って、アイ＝ファはぎこちなくフォウの家長の肩に手を置いた。

「だから、家長の判断は家族の安全を守っていたのだろうと思う。それは何も恥はずべき行動ではない」

「……しかし、お前はそんな俺たちにすら情けをかけて、毛皮を与えてくれていたというのに、俺たちは……」

「それは、何かの間違えだ」と、とたんにアイ＝ファの顔が不機嫌そうになってしまう。

「それはフォウの家の女衆にも伝えたはずだ。私は誰にも毛皮など分け与えていない。……そのようなことよりも、私の言葉に賛同してくれるのならば、フォウの家も血抜きと解体の技術を学ぶがいい。アスタ、近いうちにギバの肉が大量に必要になる、と言っていたな？」

「ああ。青の月の終わりまでには大量の干し肉を作らなきゃならないし、そこまで待たなくても、宿屋に料理を卸おろす時点で今まで以上の量が必要になる。いつまでもルウ家だけを頼ってはいられなくなるだろうな」

　フォウの家長は、真しん摯しな眼まな差ざしで俺とアイ＝ファの顔を見比べた。

　かつてファの家を訪れたサリス・ラン＝フォウという女衆はこの人物の嫁よめか娘むすめなのだろうか、とか考えながら、俺はそちらにうなずきを返す。

「宿場町で肉そのものを売るにはまだまだ時間が必要でしょうが、現時点で、料理に使う肉も不足しそうな状態なのですよ。ですから、フォウの家でも肉を準備してくださるのなら、それをファの家で買い取らせていただきたく思います」

　これは、ルウ家からの申し入れでもあった。

　このままではルウの眷族ばかりに富が集中してしまい、小さな氏族の反感を買うことにもなりかねないので、上手うまく分担させてほしい、と願われたのだ。

　フォウの家長は、無言のまま、また頭を垂れた。

　そこで、聞き役に回っていたダリ＝サウティが大あくびをする。

「さて、話は尽つきぬが、ずいぶん夜も更ふけてきたようだな。あちらの酒盛りも終わったようだし、そろそろ眠ることにするか」

　見ると、いつの間にやら祭祀堂の中央あたりに移動していたダン＝ルティムが「おおい」とこちらに手を振っていた。

「いつまでくっちゃべっておるのだ？　こちらに来い、アスタにアイ＝ファ！」

「了りよう解かいです。……それでは、こまかい話はまた明日にでも」

「ああ。帰りの道中でも色々と聞かせてくれ。ここではスンの眷族の目もうるさいからな」

　サウティやフォウの家長らも、空いたスペースに散っていく。

　俺はアイ＝ファと連れ立って、ダン＝ルティムらのほうに寄っていった。

「ここだここ！　お前たちは、ここで眠れ！」

　と、ダン＝ルティムが床に敷かれた敷しき布ふを叩く。

　それは、ルウの眷族に取り囲まれた、まさに祭祀堂のど真ん中のポジションであった。

「こ、ここですか。何だか落ち着かない位置取りですね」

「何がだ？　ここならスン家のぼんくらどもが何を企たくらもうが手出しはできまい！　やつらが俺たちの身体からだを乗り越えようとしたら、その足の肉を噛かみちぎってくれるわ！」

　そうして大声で笑ってから、ダン＝ルティムはごろりと横たわった。

　ダルム＝ルウやラウ＝レイたちも、次から次へと寝転んでいく。

　確かにまあ、これほど強固な防御壁も、そうそう存在しないだろう。いかに広大な祭祀堂とはいえ、七十名もの人間が寝そべってしまえば、ほとんど足の踏ふみ場もなくなってしまう。この肉の絨じゆう毯たんを踏み越えて俺たちに近づくことなど、絶対に不可能だと思う。

「えーと……じゃあ、寝るか？」

「うむ」と、アイ＝ファは腰を下ろした。

　去年の家長会議においても、アイ＝ファはこうして男衆に囲まれながら、雑魚寝をしたということか。そんな風に考えたら、少なからず胸の中がざわついてしまった。

（まあ、スン家の他にはよからぬ真似をするような人間もいないんだろうけど、そいつはあまりに無用心な話だよなあ）

　俺はその矮わい小しようなスペースで可能な限りアイ＝ファから距離を取りつつ、身を横たえた。

　が――そんな気き遣づかいは、何の役にも立たなかった。仰あお向むけに寝転んだ俺のもとに、アイ＝ファがにじり寄ってきたのである。

「うつけ者。私から離れるな」

　アイ＝ファが、ぴったりと寄りそってくる。

　そして、その指先が俺の胸むなもとをわしづかみにした。

「あ、あのなあ、アイ＝ファ……」

「やかましい。私は疲つかれているのだ。話なら明日にしろ」

　そう言って、アイ＝ファは俺の右肩に額を押しつけてきた。

「本当に疲れた。一年分の言葉を喋しやべった気分だ。……頭も、少し痛い」

「……うん、まあ、今日は本当に頑がん張ばったもんな」

　どこかでダルム＝ルウが目を光らせたりはしていないよな、と危ぶみつつ、俺おれはアイ＝ファの頭をぽんぽんと軽く叩いてやった。

「おやすみ、アイ＝ファ。ゆっくり休んでくれ」

「うむ……」

　普段以上の寝つきの良さで、アイ＝ファはそのまますやすやと安らかな寝息をたて始めた。

（眷族もいないファの家の家長が森辺の行く末を決めてしまうのか、なんてジザ＝ルウは言っていたけど、家の大きさなんて関係ないよな）

　その子供みたいに無防備な寝顔を見下ろしつつ、俺はこっそり考える。

（それに、アイ＝ファ一人がそんなものを背負うわけじゃない。森辺の行く末を決めるのは、森辺の民だ。その代表の一人として、大勢いる家長の一人として、アイ＝ファは自分の仕事を果たそうとしているだけなんだ、きっと……）

　族長筋でありながら森辺の規き範はんから外れてしまった、スン家。

　あの連中さえ何とかすれば、きっと森辺の未来は開ける。

（その方向性も、何となく見えてきた。要は、ドムやザザといった眷族たちに、スン家が見放されてしまうような状じよう況きようをこしらえてやればいいんだ。……俺の悪わる知ぢ恵えとルウの武力があれば、それはきっと難しい話じゃない）

　ものすごい肩透かしで終わってしまった家長会議であるが、そのような筋道を立てられたのだから、まずは満足するべきなのだろう。

　それに、サウティやフォウといった氏族とも縁を結ぶことができた。

　こうなってくると、当面の問題は、俺の料理に執着するミダ＝スンぐらいのものだ。

　だけど、その点についても対応策は講じることができた。俺たちは明日の朝、ミダ＝スン自身をルウの集落に呼び寄せる算段を立てていたのだった。

『美味うまい肉を食べたいなら、自分でその技術を学べ』ということだ。

『それが嫌いやなら、美味い肉を食べることはあきらめろ』ということでもある。

　この提案を、ザザやドムといった人々の立ち会いのもと、俺たちはズーロ＝スンに述べてみせるつもりだった。

　ミダ＝スンは、俺の料理に執着している。このままでは勝手に宿場町まで下りて、何か騒さわぎを起こしてしまうかもしれない。そんなヤミル＝スンの脅きよう迫はくめいた言葉を逆手にとって、その解決策を提示してみせよう、という心づもりであるのだ。

　別にミダ＝スン本人ではなく、分家の男衆でもかまわない。とにかく、スン家でも血抜きや解体の技術を学べ、ということだ。

　それでもしも、スンの人間だけをルウの集落に向かわせるなどとんでもない、と、ザザやドムの人々までもが同行を求めてきたら、理想的ではないだろうか？

　晩餐の後、そういった話を聞かせると、ドンダ＝ルウはしばらく沈思したのち、「勝手にしろ」と言い捨てた。

　たぶん、俺の思おも惑わくが正確に伝わったのだろう。ザザやドムとは刃やいばを交えるべきではない、という俺の思惑が。ルウ家が彼らと縁を深めるごとに、スン家は力を失っていくであろう、という俺の悪知恵が。

　本来的に、ルウ家と彼らが敵対する理由など、どこにもないのである。ルウ家はスン家を忌き避ひしており、彼らはスン家を信しん奉ぽうしている。食い違っているのは、ただその一点だけであるはずなのだから。

（その突とつ破ぱ口こうとなるのがミダ＝スンの食欲だっていうのは、何とも愉ゆ快かいな話だけどな）

　だけど本当に、それこそがスン家にとっては最後の希望になりうるかもしれない。

　美味いものを食べたいという欲求の権化であるミダ＝スンが、率先してギバ狩がりの仕事に励むようになれば、このスンの集落に澱よどんだ重苦しい空気を、少しばかりは払はらうことができるのではないだろうか？

　男衆がギバを狩り、女衆が調理をする。美味おいしい料理のために家族同士が力を合わせ、豊かな生を得る、という――そこに喜びを見いだせるような情感を、彼らが取り戻すことができれば、あの、腐くさった魚のような瞳ひとみにも光が宿るかもしれない。

（俺の想像が外れていなければ、あの人たちだって被害者なんだからな。そうやってスンの本家の人間を丸まる裸はだかにすることができれば、血を流さずに族長筋としての権威をひっぺがすことだってできるかもしれないんだ）

　少し時間はかかるかもしれないが、何十年もかけて堕落と頽たい廃はいの歴史を積み重ねてきたのであろうスン家を再生させるには、それぐらいの労力が必要なのだろう、と思う。

（まあ……すべては明日になってから、だな）

　最後にもう一度アイ＝ファの愛くるしい寝顔に視線を落としてから、俺も薄うす闇やみの中でまぶたを閉ざした。
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　それから、どれぐらいの時間が経過しただろう。

　得体の知れない感覚に襲おそわれて、俺の意識はゆるやかに現実へと引きずり戻もどされることになった。

（……何だ？）

　何が起きたのかは、わからない。

　ただ、何かが明らかにおかしかった。

　頭の中で、危険信号が明めい滅めつしている。

　まだ半はん覚かく醒せい状態である俺の意識に、得体の知れない感覚が「違い和わ感かん」として流れこんでくる。

　この匂においは――何だ？

　奇き妙みように甘ったるい――それでいて、妙に鼻び腔こうをちくちくと刺し激げきするこの匂いは、何だろう？

　重いまぶたを、のろのろ開ける。

　しかし、世界は暗黒に閉ざされていた。

　獣じゆう脂し蝋ろう燭そくも、すっかり燃えつきてしまったようだ。

　頭が重い。

　身体も重い。

　何だか意識の一部分だけが覚醒してしまったかのような、夢うつつの気分だ。

　もしかしたら、これが世に言う金かな縛しばりというやつなのだろうか？

（いや……）

　それじゃあ、この匂いは何なのだ？

　この匂いは――何か、不快だ。

　俺の鼻や咽喉のどや肺が、この匂いが体内に侵しん入にゆうすることを、強く拒んでいる。

　違和感の正体は、危険信号の正体は、これか。

（まさか……毒ガスか何かで、俺たちを皆みな殺ごろしにするつもりじゃないだろうな……？）

　そんな突とつ拍ぴよう子しもない思考が、突とつ然ぜんぽんと浮かびあがってくる。

　たちまち俺は猛もう烈れつなる不安感の虜とりことなり、大あわてで身体を起こすことになった。

　が――思考に、身体がついてこない。

　気持ちばかりが空回りして、俺の身体は鈍どん重じゆうな亀かめのようにのろのろと動かすことしかできなかった。

　その胸もとに、ちょっとした重さと、熱を感じる。

　アイ＝ファだ。

　アイ＝ファの指先だ。

　俺は、他人のもののように感覚の鈍にぶい右みぎ腕うでを持ち上げて、その指先に手の平を重ねた。

　アイ＝ファの体温が、ゆっくり伝わってくる。

　完全に眠りに落ちてなお、アイ＝ファは俺の胸もとを引っつかまえたままだった。

「アイ＝ファ」と呼ぼうとした。

　しかし、咽喉が収縮しており、うまく言葉を発することができない。

　気づけば、口の中がカラカラだった。

　心なしか、目も痛い。

　身体中が、乾かん燥そうしきってしまっているようだった。

（もしかしたら――これは、煙けむりか……？）

　燭しよく台だいの火が、木造の建物に引火してしまったのだろうか？

　いや、それならば、どこかに火の手があがっているはずだ。

　それに、俺よりももっと早く異変に気づく者がいるはずだろう。今この場に集結しているのは、森辺の精せい鋭えいの猛者たちなのだから。

（誰か、起きている人はいないのか……？）

　窓の一つもない祭祀堂の内なので、いつまでたっても世界は暗黒に閉ざされたままである。

　どんなに目を凝こらしても、何も見えない。

　ただ――そこは、悪夢のように静まりかえっていた。

　ダン＝ルティムのいびきさえ聞こえてこない。

　俺の五感に触れるのは、奇き妙みような甘ったるい香かおりと、アイ＝ファの指先の体温だけだった。

（とにかく……ここにいたら、まずい……）

　俺は懐ふところに入れておいたタオルを引っ張り出し、それで鼻と口を覆おおった。

　それだけで、少し呼吸が楽になった気がする。

　それに――そうして上半身を持ち上げただけで、甘ったるい香りが少し薄うすまったような気もした。

　何の匂いだか知らないが、これはＬＰガスのように、空気よりも重い物質であるのかもしれない。

（よし……）

　暗闇の中でアイ＝ファの腕をたどり、その背に左腕を差し入れる。

　そうして、アイ＝ファの身体を引き起こそうと試みたとき――

　そいつらが、やってきた。

「何だあ？　あの餓が鬼きが目を覚ましてるじゃねえかあ？」

　悪意のしたたるような、若い男の声。

　野太いのに間延びしていて、耳に不ふ愉ゆ快かいな声。

　ディガ＝スンだ。

「どうしてこいつだけ目を覚ましてるんだあ？　あのメレメレの葉ってのは、異国人にだけ効き目が薄いのかよ、ええ、テイ＝スン？」

「さあ……私には、何とも」

　感情の欠落した声が、ディガ＝スンに応じる。

　それと同時に、背後からオレンジ色の光を突つきつけられた。

　俺は、のろのろと振ふり返る。

　ディガ＝スンと、テイ＝スン――それに、ドッド＝スンまでもが、その場に雁がん首くびをそろえていた。

　ディガ＝スンが、火のついた燭台をかざしている。

　残りの二名は、手ぶらである。

　手ぶらだが、腰にはしっかりと刀を下げている。

　そして――全員が、布きれで口もとを覆っていた。

「まあいいかあ。こんなひ弱そうな餓鬼だけだったら、目を覚ましていても問題はねえよなあ。とっとと運びだしちまおうぜえ？」

　毒々しい笑いを含ふくんだディガ＝スンの声とともに、残りの二名がにじり寄ってくる。

　抵抗は、不可能だった。

　もともと腕わん力りよくではかないそうもないのに、その上、俺の全身はまだ鉛なまりのように重たいままだったのだ。

「やめ……ろ……」

　全力で、声を振り絞しぼる。

　しかし、年老いた病人のようにか細い声しか発することはできなかった。

　俺の身体はドッド＝スンに、アイ＝ファの身体はテイ＝スンによって引きずり起こされてしまい――アイ＝ファの指先が、力なく俺の胸もとから離れていく。

　何なのだ、これは？

　いったい、何が起きているのだ？

　とびきりたちの悪い悪夢でも見ているかのように、現実感が希き薄はくであった。

「逆らったって、無む駄だだぜえ？　お前以外は、ぐっすりおねんねしちまってるんだからなあ」

　下げ卑びた笑い声をあげながら、ディガ＝スンは足もとに横たわっていた名も知れぬ男衆の頭を蹴けり飛ばした。

　しかし、その男衆は死体のようにぴくりとも動かない。

「シムの呪じゆ術じゆつ師しから買った、メレメレとかいう香草を焚たいたのさあ。こんな面おも白しれえもんがあるなら、もっと早く知りたかったぜえ」

　香草――睡すい眠みん作用のある、没もつ薬やくのようなものか？

　そんなもので、森辺の猛者たちが全員あっけなく眠ねむらされてしまったというのか？

「こいつを嗅かがせ続けると、刀で腹を切り開かれても目を覚ますことはないんだとよお。これだけの量を買うのに、白銅貨が五枚も必要だったんだぜえ？　……まあ、これで積年の恨うらみが晴らせるなら、安いもんだけどなあ」

　ディガ＝スンの澱んだ目が、俺からアイ＝ファのほうに移動する。

　反射的に俺は拳こぶしを振り上げたが、それもドッド＝スンによって制されてしまう。

「無む駄だ口ぐちを叩いてないで、とっとと出るぞ。いつまでもこのような場所にいたら、俺たちまで動けなくなってしまうわ」

　そうして俺たちは、半ば引きずられるようにして、祭祀堂の外にまで連れ出された。

　その際に、何人もの男衆の身体を蹴り飛ばしてみたのだが、やはり、目を覚ます者はいない。
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　最悪だ。

　最悪の展開だ。

　本当に――こいつらはどこまで悪あく辣らつなのだろう。

　それに、とうてい正気の沙さ汰たとも思えない。

「こんなことをして……ただで済むと思っているのか、あんたたちは？」

　外に出ると、とたんに呼吸が楽になったので、俺も少しだけまともな声を出すことができた。

　しかし、大声でわめくことなどはできそうにない。

「すべての家長がそろっている場で、こんなことをするなんて……スン家は、すべての氏族を敵に回すつもりなのか……？」

「うるせえなあ。異国人が偉えらそうな口を叩くんじゃねえよ」

　ドッド＝スンに両脇を抱かかえあげられた俺の鼻先に、ディガ＝スンのにやけた顔が近づいてくる。

「それに、どうしてスン家が責められなくっちゃならねえんだあ？　俺たちは、祝福を受ける身分なんだぜえ？」

「祝福だと……？」

「ああ、そうさあ。何たって、本家の長ちよう兄けいと長ちよう姉しの婚こん儀ぎがいっぺんに決まるんだからなあ。こんなめでたい話はねえだろお？」

　悪お寒かんが、ざわざわと背筋を這はいのぼってくる。

　どす黒い、今まで感じたこともないような激情のうねりが、俺の下腹に蠢うごめいた。

「ディガ＝スンは、ファの家のアイ＝ファを嫁よめとする。ヤミル＝スンは、ファの家のアスタを婿むことする。滅ほろびを待つだけのお前たちが、スンの人間になれるんだぜえ？　むせび泣いて喜べよ、小僧？」

「ふざけるな……そんな話を、俺たちが了りよう承しようするとでも思うのか？」

　ディガ＝スンは、ギクリとしたように身を引いた。

　それから、いっそう醜しゆう悪あくな顔つきで笑う。

「そ、そんな目をしたって、お前らにはもうどうすることもできねえんだよ！　断るなら、二人まとめて谷底に突き落としてやる！　そうすりゃあ他の家長どもも、ファの家は森辺を捨ててどこかの町にでも逃げたとしか思わねえだろうよ！」

「大声を出すな、ディガ。ルウの家長は、祭祀堂ではなく空き家で眠っているはずなのだからな」

　酒くさい息を吐くドッド＝スンの言葉に、ディガ＝スンはまたびくびくと大きな身体をすくませた。

「お、驚かすなよ、ドッド。おい、ルウの連中は一番南側の空き家に案内したんだよなあ、テイ＝スン？」

「はい。仰おおせのままに」

「だったら、心配いらねえよお。ここから大声で叫さけんだって、そうそう聞こえる距離じゃあねえからなあ。……だからお前も、あきらめな。ヤミルの婿になるか、谷の底でムントに食われるか、お前にはもうその二つの道しか残されてねえんだよお」

　そしてディガ＝スンは、テイ＝スンのほうを振り返かえった。

　ぐったりと意識を失ったままのアイ＝ファを抱えた、テイ＝スンのほうに。

「アイ＝ファを、俺の家に運んでおけ。まだしばらく目を覚ますことはねえだろうけど、きっちり手足を縛しばっておけよお？　ヤミルと話をしたら、俺もすぐに行くからなあ」

「はい」とテイ＝スンがきびすを返す。

　その背に、俺は「やめろ」と呼びかけた。

「アイ＝ファに少しでもおかしな真似をしてみろ……俺は絶対に、あんたたちを許さない」

　ディガ＝スンが、再び後ずさった。

　うすら笑いをへばりつかせたまま、その顔から見る見る血の気が下がっていく。

　しかし、テイ＝スンのほうは、無表情のままだ。

「……自分の足で立つこともできない人間が、何をどう許さないってんだ？」

　そんなドッド＝スンの声が響ひびくと同時に、俺の脳天に鋭するどい痛みが走り抜けた。

　俺の身体を抱えたドッド＝スンが、力まかせに俺の髪をひっつかんできたのだ。

「頼むから、ヤミルの婿になるなどと抜かすなよ、異国人め？　俺は貴様なんぞを一族に迎むかえる気はない。逃げられないように両足を叩き斬きって、そのままムントの巣に叩き落としてやるよ」

「……やれるもんなら、やってみろ」

　飢うえた野犬のように光るドッド＝スンの目を、俺は至し近きん距離からにらみ返してやった。

　ドッド＝スンもまたびくりと身体を震ふるわせ、それから己おのれの怯きよう懦だを恥じるかのように、黄ばんだ歯を剥むき出しにする。

「ああ、やってやる。いつまでそんな目つきをしていられるか、楽しみだぜ。……行くぞ、ディガ。貴様もさっさと行け、テイ＝スン」

「はい」

　アイ＝ファの姿が、闇やみの向こうへと消えていく。

　俺は、割れてしまいそうなほど強く奥おく歯ばを噛みしめながら、大きく呼吸を繰くり返した。

　新鮮な酸素を吸うごとに、手足に力が戻っていくのがわかる。

　ドッド＝スンの腕にもたれかかりつつ、実はもう半分がた身体は回復しかけていた。

　だけど――まだだ。

　これではまだ、こいつらを振り切って逃げることはできない。

　あともう少し力が戻ったら、スキをついて、一気に逃げる。

　絶対に――絶対に、アイ＝ファにおかしな真似はさせない。

（ドンダ＝ルウがいるのは、一番南側の空き家だって言ったよな？）

　そんな情報を簡単に漏もらすから、こいつらは小物なのだ。

　腹の内側を激情の炎ほのおに炙あぶられながら――そうして俺は、悪逆なるスン家の虜りよ囚しゆうと成り果ててしまったのだった。
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「……ヤミル、婿殿どのを連れてきてやったぜえ？」

　家の戸板を叩きながら、ディガ＝スンが低く呼びかける。

　スンの集落でも、そうとう外れにある家だった。

　ディガ＝スンの掲げた燭台の明かりだけが頼たよりなので正確な位置はわからないが、祭さい祀し堂どうからの道のりを考えるに、北の端の、西寄りあたりだ。

　南の端にあるというドンダ＝ルウの眠る家からはますます離はなれてしまったことになるが、まだ身体のほうは回復しきれていない。手足にはそこそこ力が戻っているのだが、平へい衡こう感覚がおぼつかないのだ。これでは真まっ直すぐ走ることすらできそうにないし、しかも、ドッド＝スンに襟えり首くびと右腕をしっかり握られてしまっている。

　アイ＝ファのことを思うと心臓が潰れてしまいそうなぐらいであったが、短たん慮りよだけは禁物だ。もしもここでしくじってしまったら、俺たちには破滅の道しか残されないだろう。

「ああ……ああ、そうだな……大だい丈じよう夫ぶだよ、上手うまくやるさあ……」

　閉まったままの扉に向かって、ディガ＝スンがぼそぼそと囁ささやきかけている。

　その目が、やがて俺たちのほうを見た。

「よし、それじゃあ婿殿とご対面だあ……せいぜい可愛がってもらうといいぜ、小僧？」

　ドッド＝スンに引きずられるような格好で、戸板の前に立たされる。

　ヤミル＝スンと俺を、二人きりで引き合わせようというつもりか。

　ならば、そこにこそ勝機があるかもしれない。

　ヤミル＝スンも、腰こしに細身の短刀ぐらいは下げていたはずなので、それを奪って、人ひと質じちに取って――という、俺には不相応な荒あら事ごとにも従事してみせよう。

　そんな覚悟を固めているうちに、ディガ＝スンの手によって戸板が引き開けられ、ドッド＝スンに容よう赦しやのない力で突き飛ばされた。

　俺は家の中に転がり込み、その背後で戸板が閉められる。

　その瞬しゆん間かん――

　俺は、叫び声をあげそうになってしまっていた。

「待っていたわ、アスタ……手荒な真似まねをして、悪かったわねえ……」

　ヤミル＝スンの声が、薄暗がりに響く。

　しかし俺は冷たい木の床に突っ伏ぷしたまま、返事をすることもできなかった。

　血が。

　血の臭においが、家に充じゆう満まんしている。

　そのおぞましい臭いが、ほとんど物理的な圧力でもって、俺の鼻腔に突き刺さってきたのだ。

　香りとは、微び粒りゆう子しである。

　大気中の分子が鼻腔の粘ねん膜まくを刺激することによって、それが香りとして知覚されるのだ。

　これほど濃のう密みつな血けつ臭しゆうなどは、もう鼻の奥に腐くさった血液を流し込まれているのと同じぐらい、俺には不快で、気色が悪かった。

　嘔おう吐と感かんが、咽喉のどもとにせりあがってくる。

「どうしたの？　……こんな手段で愛いとしい女主人と引き離されてしまったものだから、怒おこっているのかしら？」

　その言葉が、我を失いかけていた俺の意識に楔くさびを打ち込んでくれた。

　こんなところでへたりこんでいるひまはない。俺は、アイ＝ファを救わなければならないのだ。

　俺は、ゆっくりと面を上げる。

　血まみれの足が、視界に入った。

　血まみれの腰。

　血まみれの腹。

　血まみれの腕。

　血まみれの胸。

　血まみれの首。

　血まみれの顔。

　一糸まとわぬ裸ら身しんを血まみれにしたヤミル＝スンが、そこに立っていた。

「な……」

　かすれた声が、咽喉から漏れる。

「何をしてるんですか、あなたは……？」

「うふふ……何をしてるって？　……わたしは、森の恵めぐみを味わっているだけよ……？」

　どっぷりと血にまみれた長い髪の向こうで、ヤミル＝スンが笑っていた。

　血まみれの顔で、笑っていた。

　普段は冷たい暗青色の瞳が、濡ぬれたように輝かがやいている。

「わたしたちには、力が必要なの。ギバの肉だけじゃあ、全然足りない……だからこうして、森の力を全身に浴びているのよ……？」

「それは、ギバの血なんですね……？」

　だんだん目がなれてきた。

　室内には、か細いながらも燭台の火が灯ともされていたのだ。

　おかげで――見たくもないものが見えてしまう。

　ヤミル＝スンの背後に吊つるされた、黒い動物の影かげ。

　天井の梁はりから鎖くさりで吊された、巨きよ大だいなギバの骸むくろである。

　今日の昼下がり、ミダ＝スンが持ち帰ってきたギバなのだろう。

「わたしたちの祖は、こうして森の力を体内に取り込んできたの。だから、凶きよう悪あくなギバをも超える狩人かりうどとしての力を得ることができたのよ……？」

　ぺたり、と不気味な音が響いた。

　ヤミル＝スンが、俺のほうに足を踏み出だしてきたのだ。

　床にも、ギバの血がしたたっている。

　おそらくは、ギバの咽喉でも裂いて、その血を頭から浴びたのだろう。

　薄暗がりの中、オレンジ色の火に照らされて、全身を赤黒い血に濡らした、裸身の女――そんな悪夢のような情景に戦せん慄りつしながら、「何てことをするんですか、あなたは！」と、俺は叫んだ。

「ギバの生食は森辺でも禁じられているのでしょう？　だったらギバの血だって、同じように危険なはずです！　火を通さないギバの血は、人間にとって毒なんですよ!?」

「関係ないわ……これは、必要な儀式なの……」

「そんな儀式は聞いたこともありません！　たとえ大昔にはそんな儀式が存在したのだとしても、きっと危険だから禁じられるようになったんですよ！　そんなものは、今すぐ洗い流すべきです！」

　ヤミル＝スンの恍こう惚こつとした目が、俺を見る。

「あなたは、スン家に滅べと言うの？　スン家には力が必要なのよ……だから、あなたの力も、ちょうだい……？」

　ぺたり、ぺたり、とヤミル＝スンが近づいてくる。

　怒いかりとも恐きよう怖ふともつかない感情に全身を震わせつつ、それでも俺は身を起こし、ヤミル＝スンと相対した。

「言っている意味が、わかりません！　どうしてスン家は――どうしてスン家だけが、こんな風なんですか？　森辺の民たみは、みんなあんなに清せい廉れんで、誇ほこり高く生きているのに――どうして族長筋のスン家だけが、こんな風になってしまったんですか!?」

「それは……きっと、すべての毒をスン家だけで引き受けてきたからじゃないかしら……？」

　ほとんど正気を失ってしまっているように見えるヤミル＝スンの目に、得体の知れない光が宿る。

「スン家が闇に堕おちれば堕ちるほど、何も知らない民びとたちは、いっそう清く、輝かしく生きることができる……スン家はそうやって森辺の民を守ってきたのよ、きっと……」

「わかりません！　あなたたちだって、他のみんなと同じように、胸を張って堂々と生きればいいじゃないですか!?」

「……それは、無理なの……」

　と、ヤミル＝スンの瞳にまた異なる光が宿る。

「わたしたちは、もう引き返せないのよ……滅びの日が、近づいている……もうこれ以上、眷けん族ぞくたちの目をあざむくことはできない……」

「眷族たちの目を、あざむく？」

「あなたももう気づいているんじゃないの？　……それとも、スン家のかまどを預かりながらそれに気づけないほど、あなたは愚鈍な人間だったのかしら……？」

　俺は、とっさに言葉が出なかった。

　それじゃあ、やっぱり――そうなのか。

　俺の想像は、的中してしまっていたのか。

「もういいの……どうせ滅ぶなら、最後の希望に取りすがってみよう、と思ったのよ……あなたがいれば、スン家は救われる。一日にあれほどの銅貨を生み出すことができるあなたを手に入れることができれば、スン家は滅びずに済むのよ……」

「そんなの……そんなの、おかしいですよ！　俺なんかを頼らなくったって、普ふ通つうにギバを狩ればいいだけのことじゃないですか！　それで普通に生きていくことはできます！　他のみんなだってそうやって生きてるんですから、あなたたちだけそれができないなんていう道理はありません！」

「……わたしがスンの家長だったら、そういう道も選べたかもしれないわね……」

　ヤミル＝スンの唇くちびるが、半月の形に吊つり上がった。

　しかしその顔は、まるで泣いているように見えた。

　赤黒い血が、まるで涙なみだであるかのようだった。

「だけど、駄目なのよ……先代家長のザッツは愚かな男で、今の家長のズーロはもっと愚かで……家長を継ぐ長兄のディガはもっともっと愚かで……スンの家には、もう何の救いも残されていないのよ……」

「だけど――！」

「スン家を救うことができるのは、あなただけ」

　ヤミル＝スンが、間近にせまってくる。

　耐たえ難がたいほどの血の臭いと、目もあてられぬような絶望に引き歪ゆがむ笑え顔がおが、俺の心を凍てつかせた。

「……わたしの婿になって、スン家を救って……？　……それが嫌なら、一いつ緒しよに滅んで……？」

　血まみれの指先が、ゆるゆるとのびてくる。

　その先せん端たんが頬ほおに触れる寸前に、俺は「嫌です」と首を振った。

「どちらも嫌です。あなたたちが救われたいというなら、俺はファの人間として、その力になります。だけど、スンの人間になることはできません」

「……そう……」

　ヤミル＝スンの指先が、俺の横を通りすぎ、戸板にぺたりと当てられた。

「……わたしたちを、救ってはくれないのね……」

「いや、だから、本当に救われたいんだったら、もっときちんとした方法で――」

「残念だわあ」

　ヤミル＝スンの手によって、がらりと戸板が引き開けられた。

　それと同時に、背後から襟首をつかまれて、地面に引き倒されてしまう。

「……本当に、残念だわあ……」

　ヤミル＝スンの姿が、戸板の向こうに隠かくされていく。

　最後に見えた、その血まみれの顔は――小さな子供の泣き顔のように見えた。

「待ってたぜ。俺の望み通り、ムントの餌えさになる道を選んでくれたみたいだなあ？」

　ドッド＝スンの、狂くるった喜き悦えつにひび割れた声。

　俺は、素早く立ち上がった。

　が――よろけて、戸板に手をついてしまう。

　まだ少し、メレメレの葉とやらの効能が身体に残ってしまっているようだ。

「貴様がその道を選んだんなら、ファの女狩人も一いち蓮れん托たく生しようだ。ディガの気が済んだら、一緒に谷底に落としてやるよ」

　俺は愕がく然ぜんと視線を巡めぐらせた。

　ドッド＝スンのかたわらで燭台を掲げているのは、ディガ＝スンではなく、テイ＝スンだった。

「……ディガ＝スンは、どこに行ったんだ！」

　無意識の内に、怒声が噴きこぼれる。

　ドッド＝スンは、狛こま犬いぬのような顔を歪めてせせら笑った。

「今いま頃ごろはお楽しみの真っ最中だろうさ。あんな獣けものの目をした女の、何がそんなにいいんだかな」

「お前ら……」

　怒りで、視界が真っ赤に染まっていく。

　身体が、爆発しそうだった。

「……お前らは、どこまで性根が腐っているんだ……？」

　そんな言葉が、勝手に口からこぼれ落ちた。

　ドッド＝スンの顔から笑えみがかき消え、その手が腰の刀にのばされる。

「何だ、その目は……貴様、この場で叩たたき斬られたいのか？」

「やれるもんなら、やってみろ！」

　俺は、戸板から手を離した。

　心臓が、早はや鐘がねのように胸きよう郭かくを打っている。

　頭の血管が、ぶち切れてしまいそうだった。

　こんなに――これほどまでに他人を憎にくいと思ったのは、初めてだ。

　もしもディガ＝スンが、本当にその手をアイ＝ファにかけていたのなら――たぶん俺は、どんな罪にでもこの手を染めてしまうだろう。

「そこをどけ……俺の邪じや魔まをするな！」

　ドッド＝スンが、後ずさった。

　その手が蛮ばん刀とうの柄つかを握りしめ――革の鞘さやから、一気に引き抜ぬく。

　その瞬間、闇の向こうから、黒い人ひと影かげが飛び出してきた。

　何が起きたのかは、わからない。

　ただ、ドッド＝スンは数メートルばかりも吹っ飛んだのちに地面を転がり、テイ＝スンは、革鞘ごと刀をかまえた。

「やめとけよ。あんたが相手じゃ、俺も手加減はできないぜ？」

　耳に懐なつかしい、少年の声。

　俺よりも小こ柄がらな人影が、長い棒を手に、テイ＝スンと相対する。

「できれば、死人は出したくねーんだよ。親父おやじにもきつくそう言われてるしな」

「ル――ルド＝ルウ!?」

　後ろ姿でも、見間違えるはずはなかった。

　黄おう褐かつ色しよくの髪かみをした少年が、グリギの棒をかまえたまま、ちょいと肩かたをすくめる。

「ごめんな、アスタ。スン家の連中が言いい逃のがれのできないぐらいの禁きん忌きを犯すまでは、絶対に手を出すなって言われてたからよ。そこのぼんくらが刀を抜いてくれたおかげで、やっと出てこれたぜ」

「どうして……どうしてルド＝ルウが、ここに？」

「親父の命令だよ。寝ないで一晩、スンの集落を見張ってろってよ。このまま何も起きなかったら、退たい屈くつすぎて死ぬところだったぜ」

「ルド＝ルウ。無駄口は後にするべきだ」

　と、さらに新たな人影がテイ＝スンの背後に進み出る。

　ルド＝ルウと同じぐらい小柄でほっそりとした、黒褐色の髪の少年――分家の家長、シン＝ルウだ。

「スンの男衆よ、無駄な抵抗はよせ。お前一人で俺たちを退しりぞけることはできまい」

　シン＝ルウも、長い棒をかまえていた。

　たぶん、グリギの棒であろう。二人とも腰に刀を下げているが、それを抜く素そ振ぶりは見せない。

「な……何をやっている、テイ＝スン！　とっととそいつらを、ぶち殺せ！」

　と、地面に這いつくばったドッド＝スンが、惑わく乱らんしきったわめき声をあげる。

　テイ＝スンは、感情の欠落した目で、そちらをちらりと見た。

「それは、本家の人間としての命令でしょうか、ドッド＝スンよ？」

「うるせえ！　ぶち殺せ！」

　テイ＝スンは、燭台をそっと足もとに置いた。

　その手が刀の鞘にかけられるのを見て、ルド＝ルウが「おい」と声をあげる。

「やめろって。あんた、無む茶ちや苦く茶ちやに強そうじゃん。二人がかりでも、あんたを殺さずに仕留められる自信はねーよ」

「……ならば、殺すがいい」

　どろりと濁にごった目つきのまま、テイ＝スンが抜き身の刀を正眼にかまえる。

「ちぇっ。親父にしこたま怒られちまうな、こいつは」
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　緊迫感の欠片かけらもない声でつぶやき、ルド＝ルウはグリギの棒を放り捨てた。

　その手が、腰の鉈なたを取る。

　あの、宿場町で買った、ごつい鉈だ。

　そいつを革鞘に収めたまま、だらりと右腕にぶら下げる。

「馬ば鹿かどもめ……貴様ら全員、ムントの餌にしてやるよ！」

　と、ドッド＝スンが大声でわめき、刀ごとルド＝ルウに突とつ進しんし始めた。

　それと同時に、テイ＝スンも刀を振りかぶる。

　まずい――と、ほとんど無意識の内に、俺おれは足を踏ふみ出していた。

　渾こん身しんの力で、ドッド＝スンの背中にショルダータックルをぶちかます。

　普通の男衆だったら、きっと小ゆるぎもしなかっただろう。

　しかし、ドッド＝スンは酩めい酊ていしていた。

　また、ルド＝ルウの一いち撃げきで相当なダメージもくらっていたのかもしれない。

　何にせよ、ドッド＝スンは俺ごときの体当たりであっけなくバランスを崩くずし、二人でもつれあいながら地面に倒れ込むことになった。

「くそッ！」と、ドッド＝スンが身を起こそうとする。

　その、刀をつかんだドッド＝スンの右手の甲に、俺はめいっぱいの力でかじりついた。

「ぎにゃあっ！」とかいう雄お叫たけびをあげて、ドッド＝スンが俺の腹を蹴ってくる。

　まともに胃い袋ぶくろを蹴り抜かれて、俺は後ろざまに倒れ込んだ。

「くそ！　殺す！　殺してやるぞ、異国人め！」

　血に濡れた右手を抱え込み、ドッド＝スンが跳はね起きる。

　その背後に、小山のような黒影が、ぬうっとそびえ立った。

「何をしているのだ、お前は……？」

　怒りに震える、野太い声。

　ドッド＝スンが、愕然と振り返る。

　その顔面が、巨大な手の平で張り飛ばされた。

　それで、終わりだ。

　ドッド＝スンは、さっきの倍以上の距きよ離りを吹っ飛び、ごろごろと地面を転がって、やがてヤミル＝スンの家の壁かべに激げき突とつし、停止した。

「アスタ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　その人影が、巨きよ体たいに似合わぬ敏びん捷しようさで俺につかみかかってくる。

　燭台の光も遠かったが、この特徴的なシルエットを見間違えるはずもない。俺の身体を軽々と引き起こし、ほとんど泣きそうなぐらいに慌あわてふためいた顔を寄せてきたその人物は――誰だれあろう、ダン＝ルティムその人であった。

「ダン＝ルティム……どうしてあなたまで、こんなところに……？」

　ずきずきと疼うずく腹を抱え込みつつ、それだけの声を振り絞ると、ダン＝ルティムはほっとしたように顔をほころばせた。

「それはこっちの台詞せりふだわい！　何やら騒さわがしいと思って来てみれば……あんまり心配をかけるな、アスタよ！　このようなところで、いったい何をやっているのだ、お前さんは？」

「いや……それよりも、ルド＝ルウたちは……」

「うん？」とダン＝ルティムが視線を巡らせて、今度は怒れる魔神の形相に成り果てる。

「大馬鹿者がもう一人おったか！　スン家の男衆よ、ルウの一族に刀を向けるつもりならば、この俺が相手になってやるぞ！」

　このわずかな時間で、どれほど苛か烈れつな闘たたかいが繰り広げられたのだろう。ルド＝ルウとテイ＝スンはともに頭から血を流しており、グリギの棒をへし折られたシン＝ルウは、胸のあたりをおさえて地面に膝ひざをついていた。

「……ルティムの家長。貴方あなたを殺せとの命は受けていない」

　と、テイ＝スンはその手の刀を下げる。

　そして、その腐った魚のような瞳ひとみが、無気力にルド＝ルウを見た。

「しかし、貴方は私に近づかぬことだ。近づけば、殺さねばならない」

「何だよそりゃあ？　わけのわかんねーおっさんだなあ」

　顔のほうにまで垂れてきた血を手の甲でぬぐいつつ、ルド＝ルウは少しだけ後ずさる。

「ダン＝ルティム！　だったらあんたが何とかしてくれ！　このままじゃあ俺も刀を抜く羽目になっちまうよ！」

「ふぬう？」と、おかしな声をあげつつ、ダン＝ルティムは俺をひきずるようにしてまずはルド＝ルウのほうに近づいていった。

　そうして俺の身み柄がらをルド＝ルウに託してから、テイ＝スンの前に立ちはだかる。

「いったい何だと言うのだ？　刀を収める気があるなら、収めよ」

「私は自分の意志でそれを為なすことはできない。この若衆二人を討うち倒すように命じられているのだ」

「そうか」と言いざまに、ダン＝ルティムはテイ＝スンの腹を蹴り飛ばした。

　テイ＝スンは刀を取り落とし、無言のまま地面に崩れ落ちる。

「本当にわけがわからんな。スン家にまともな人間はおらんのか？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやくダン＝ルティムを尻しり目めに、俺はルド＝ルウにつかみかかった。

「ルド＝ルウ！　アイ＝ファは!?　アイ＝ファのほうにも、誰か別の男衆がついてくれているのか!?」

「え？　いや、見張ってたのは、俺とシン＝ルウだけだよ。アイ＝ファのほうまでは手が回らなかったな」

「そんな！　どうしてだよ！」

「だって、アスタのほうが危なそうだったじゃん。こっちは刀が抜けねーんだから、一人で二人を相手にするのはきついし」

　と、ルド＝ルウが不満そうに口をへの字にする。

「そうか。ごめん。助けてくれてありがとう。……それじゃあ今度は、アイ＝ファを捜さがすのを手伝ってくれ！」

　そこに、ダン＝ルティムが割り込んできた。

「何を騒いでおるのだ。アイ＝ファがどうかしたのか？」

「アイ＝ファは、ディガ＝スンの家に連れ去られてしまったんです！　早く捜さないと、アイ＝ファのやつが……」

　蹴られた腹よりも、胸が苦しい。

　焦しよう燥そうのあまり、呼吸が止まってしまいそうだ。

　ルド＝ルウが、そんな俺の顔を横合いから覗のぞき込んでくる。

「アイ＝ファだったら、大丈夫だろ？　何かぐったりしてたみたいだけど、スン家の長兄なんざにどうこうされたりしないって」

「いや、スン家の連中は何かおかしな香草を焚いて、祭祀堂にいた全員を眠らせてしまったんだ。その効き目が残っているうちは、危険なんだよ！」

　こんな説明をしている時間すら、惜おしい。

　しかし、ルド＝ルウはまだけげんそうな顔をしていた。

「ああ、何か燭しよく台だいを持ってもぞもぞしてると思ったら、そういうことだったのか。……だけど、アスタやダン＝ルティムはこうしてピンピンしてんじゃん？　それなら、アイ＝ファも大丈夫だろ」

「ふむ。しかし俺は、寝ている最中におかしな匂においがしたから、慌あわてて祭祀堂の外に這いずり出たのだ。そのときに何人もの人間を踏み潰したはずなのだが、誰も目を覚まそうとはしなかったな」

　ダン＝ルティムも、その鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくによって難を逃れたのか。

　それはまさしく僥ぎよう倖こうであったが――しかし今は、とにかくアイ＝ファだ。

「力を貸してください！　この集落のどこかには絶対にいるはずなんです！」

「うむ。それならば、片かたっ端ぱしから家の戸をぶち破って……」

　と、そこでダン＝ルティムの目が、ぎらりと光った。

「そこにいるのは誰だ！」

　遠くのほうで、「ひいっ」と、か細い声があがる。

「待てい！　逃がすか！」

　ダン＝ルティムの姿が、かき消えた。

　ヤミル＝スンの家とは反対の方角に、「ぬおー！」と走り始めている。

　むやみやたらに足が速い。重量百キロ超はあろうかという巨体なのに、一流のスプリンターみたいに美しいフォームだ。

　その頼もしくもユーモラスな姿が闇の向こうへと消えていき、やがて「うひゃあ！」という悲鳴が響いた。

「放してヨ！　アタシは何にもしてないヨ！　何か騒がしいから、様子を見にきただけサ！」

　ピイピイと甲かん高だかい、ヒステリックな少女の声。

　スン本家の末妹、ツヴァイ＝スンだ。

　小さな小さなその姿が、ダン＝ルティムの小脇に抱えられて登場する。

「ツヴァイ＝スン！　ディガ＝スンの家は、どこにあるんだ!?」

　ツヴァイ＝スンは、不ふ機き嫌げんそうに俺をにらみつけてきた。

　それから、ぴくりとも動かないドッド＝スンと、無気力にへたりこんでいるテイ＝スンのほうにも視線を巡らせる。

「何だかよくわかんないけど……スン家は、もう駄目なのかもしれないネ」

「おい、ツヴァイ＝スン――！」

「そんな怖こわい目をして、にらまないでヨ。アタシは本当に無関係なんだから」

　と、ツヴァイ＝スンは下した唇くちびるを突つき出した。

「ディガの家は、本家をはさんで反対側の、隣となりの隣だヨ」

「よし！　行くぞ、アスタ！」

　ツヴァイ＝スンを抱えたまま、ダン＝ルティムが走りだす。

　足もとの燭台を拾いあげてから、俺も全力でその後を追った。

「シン＝ルウ！　お前はこいつらを縛りあげとけ！　あと、その家の女衆も逃がすなよ？」

　と、ルド＝ルウも並走してくる。

「大丈夫だよ、アスタ。アイ＝ファは、狩人だ。狩人としての誇りを忘れたスン家のぼんくらなんざに遅おくれを取るわけはねーって」

　そんな風に呼びかけてくるルド＝ルウの言葉を頭から信じることができれば、どれほど幸せだっただろう。

（アイ＝ファ……頼むから、無事でいてくれ……！）

　これほどまでに絶望の深しん淵えんを深く覗き込んでしまったのは、たぶん生まれて初めてのことだと思う。

　もといた世界で業火に飛び込んだときだって、ここまでの気分は味わわされなかったはずだ。

　心臓が苦しい。

　膝が砕くだけそうになる。

　アイ＝ファ――

　神でも悪魔でも何でもいいから、アイ＝ファを守ってやってくれ。

　一生のお願いだ。

　俺の生命いのちなんて、どうなったっていい。

　アイ＝ファがいないと、俺は駄目なのだ。

　アイ＝ファがそんなひどい目に遭あうなんて、俺には耐えられない。

「……あの家だヨ」

　他の家と代わり映えのしない木造の家が、夜闇に浮かびあがる。

　先頭を走っていたダン＝ルティムが、そのままの勢いで戸板を蹴り飛ばした。

　めしゃっと鈍にぶい音をたてて、戸板がひしゃげる。

「ふん！　頑がん丈じようだな！」

　ダン＝ルティムがツヴァイ＝スンの身体を放り捨て、もう一度足を振ふり上げた。

　その一撃で、戸板はかんぬきごと弾はじけ飛ぶ。

「アイ＝ファ！」

　ダン＝ルティムの巨体をすりぬけて、俺は屋内に踏み込んだ。

　大広間である。

　誰もいない。

　ただ――その奥の壁に設しつらえられた扉の一つが、半分だけ開いて、わずかばかりの光をもらしていた。

「おい！　むやみに飛び込むなよ！」

　ルド＝ルウの声を背中で聞きながら、俺は広間を駆け抜けた。

　戸板を引き開け、足を踏み込み――

　そして、転てん倒とうする。

「うわっ！」

　部屋の入口に、何かぐにゃりとしたものが横たわっていたのだ。

　そいつにつまずいて、床ゆかに倒れ込む。

　手に持っていた燭台も床に落ち、毛皮の敷しき布ふをぶすぶすと焦こがした。

「……アイ＝ファ！」

　アイ＝ファが、いた。

　両りよう腕うでと両足を縛られて。

　胎たい児じのように身体からだを丸めて。

　室の奥に広げられた寝具の上で。

　アイ＝ファが、力なく横たわっていた。

「アイ＝ファ……」

　その肩に手をのばそうとする。

　とたんに革かわ紐ひもで縛られた手が、ものすごい勢いで俺の胸ぐらをひっつかんできた。

　青い瞳に、激情の炎が爆発し――すぐに沈静化する。

「アスタ……無事であったか……」

「うわっ！」

　おもいきり胸ぐらを引き寄せられて、俺はアイ＝ファの上に倒れ込んでしまう。

　そして、すべすべの頬が俺の頬にこすりつけられた。

「心配していたぞ……無事で何よりだ……」

「それはこっちの台詞だよ……」

　俺は全身全霊で、安あん堵どの息をつくことになった。

　俺は、救われたのだ。

　アイ＝ファを失わずに済んだ。

　この世界の運命を憎悪せずに済んだ。

　自分自身のうかつさを呪のろわずに済んだ。

　人の心を失わずに済んだ。

　俺はこの世の神仏のすべてに感謝の念を送りつつ、アイ＝ファの身体を力いっぱい抱きすくめた。

「ほらな、大丈夫だっただろ？」

　と、ルド＝ルウの得意げな声が近づいてくる。

「こいつがスン家の長ちよう兄けいだよな？　気持ちよさそうに失神してらあ」

　アイ＝ファの身体を寝具の上で抱き起こしつつ、俺はそちらに視線を向けた。

　俺がけつまずいてしまったのが、ディガ＝スンの身体であったのだ。

　許すべからざるスン家の長兄は、部屋の入口で大の字でひっくり返っていた。

「あれは、アイ＝ファがやったんだよな？　よく手足を縛られながら撃退できたもんだな？」

「……たとえどのように不自由な身であっても、スン家なんぞに遅れを取るものか……顔面に肘ひじを入れて、そのまま蹴り倒してやったのだ……」

　と、まだ半分正気の戻もどっていなそうな声でつぶやきながら、今度はおでこのあたりを頬におしつけてくる。

　さすがにちょっと気き恥はずかしいかな、という理性が俺にも戻ってくると――その鼻に、とても嗅ぎ覚えのある甘い匂いが流れ込んできた。
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　果実酒の香かおりだ、これは。

　そして、その香りは明らかにアイ＝ファのほうから漂ってきていた。

「おい、アイ＝ファ、動くなよ？」

　と、ルド＝ルウが腰の小刀を抜いて、アイ＝ファの手足の拘こう束そくを切断してくれた。

　とたんに、自由を得たアイ＝ファの腕うでが、俺の首にまとわりついてくる。

「よかった……本当に無事でよかったな、アスタよ……」

「う、うん、本当によかったよ。……アイ＝ファ、お前、大丈夫か？　まだちょっと寝ぼけてるみたいだな？」

　ルド＝ルウと、そして入口のあたりに立ちはだかったダン＝ルティムが、とても不思議そうな面おも持もちで俺たちのことを眺めやっている。そんな視線にも気づかぬまま、アイ＝ファはようやく俺の顔から頭を離して「何がだ？」と首を傾げた。

　その目が、ヴィナ＝ルウみたいにとろんとしてしまっている。

　少しとがらせたピンク色の唇が、むやみに色っぽい。

　そして――その頬が、ほんの少しだけ赤くなっているような気がした。

「……お前、もしかしたら酒でも飲まされたのか？」

「うむ？　……そういえば、眠っている間に、何かを口の中に流し込まれたような気がするな……それで私は、目を覚ましたのだ……」

「なるほど。それで起きぬけにディガ＝スンをぶちのめしてやったってわけだ」

　きっと、アイ＝ファが眠ったままだったので、気つけの酒でも飲ませたのだろう。

　そのあげくに叩きのめされるなんて、いかにもあの愚鈍な男に相応ふさわしい末路だ――などと考えていたら、アイ＝ファは「いや……」と、首を横に振った。

「……スン家の長兄がやってきたのは、もっと後だ……何かを飲まされて、目が覚めて、どうして自分がこのような場所で手足を縛られてしまっているのかと、ぼんやり思い悩んでいるうちに……そのうつけ者が、やってきたのだ」

　そうしてアイ＝ファは、再び俺の首ったまにかじりついてきた。

「とにかく、お前が無事でよかった……私から決して離れるなと言っただろうが、アスタよ……？」

「あ、ああ、ごめん。とにかくおたがい、無事で良かったよ」

　常ならぬアイ＝ファのスキンシップに心臓をどきつかせつつ――俺は、素早くあたりを見回してみた。

　確かに、果実酒の土ど瓶びんなどはどこにも転がっていない。

　ディガ＝スンならぬ第三者が、アイ＝ファの危地を救ってくれたのだ。

（もしかしたら、カミュア＝ヨシュか？）

　まず真っ先に、あのとぼけた男の顔が思い浮うかんだ。

　だけど――少しだけ、しっくりとこない。

　あの男が、こんな中途半端な真似をするだろうか？

　助けるなら助けるで、手足の拘束ぐらいは解除してくれそうなものだ。幸いアイ＝ファの手は前側で縛られていたので、うまいこと撃退はできたようだが。アイ＝ファが覚醒するのを見届けたわけでもないようだし、こんな運まかせの助け方をするぐらいなら、傍ぼう観かん者しやに徹するのではないだろうか？

（それじゃあ、もしかして……）

　テイ＝スン――なのか？

　アイ＝ファを縛ったのは、テイ＝スンのはずだ。

　あえて自由度の高い前側でアイ＝ファの手を拘束したのは、テイ＝スンであるはずなのだ。

　本家の人間には逆らえない、などと言いながら、ダン＝ルティムの前ではあっさりと刀を下ろした、あの無気力そうな瞳をした男――

　あいつが、アイ＝ファに希望を残してくれたのだろうか？

「……さて、それではそろそろ出発するぞ、アスタよ？」

　と、褐色の顎あご髭ひげをしごきながら、ダン＝ルティムがそんな風に呼びかけてきた。

「出発ですか？　……どこに？」

「もちろん、ドンダ＝ルウのもとに。……その後は、我らが族長のもとに、であろうよ」

　ダン＝ルティムが、にーっと楽しそうに笑う。

「たった一晩でこれだけの禁忌を犯しまくってくれたのだ。いかに族長が頭を下げようとも、このぼんくらどもの罪を帳ちよう消けしにはできまい。もしかしたら、今日こそがスン家最後の日であるのかもしれぬなあ」

「……それは、そうかもしれませんね」

　背水の陣じんで挑んだ大おお博ばく打ちに、スン家は敗れてしまったのだ。

　ただ――どうしてこんな愚かしい博打を、よりにもよってこのような日に仕し掛かけることになってしまったのだろう？

　そんな無む茶ちやをしてまで、俺とアイ＝ファをスン家に取りこもうとしたのは、何故なぜだ？

　ほんのちょっとのほころびで破は綻たんしてしまうような、こんな無む謀ぼうな企みに手を染めたのは何故なのだ？

　そもそも、これは誰の意志なのだ？

　ズーロ＝スンの命令なのか？

　ディガ＝スンたちの暴走か？

　わからないことが、多すぎる。

　だけど――とにかく、決着だけはつけなければいけなかった。

「……行きましょう」と、俺は立ち上がろうとした。

　しかし、アイ＝ファが放してくれない。

「おい、アイ＝ファ、行くぞ？　自分の足で歩けるか？」

「うむ？　……駄目だ、私から離はなれるな」

　と、そのしなやかな腕がいっそうぎゅうっと俺の身体を抱きすくめてくる。

「いや、離れないからさ。スン家の連中に、落とし前をつけにいこうぜ？」

「うむ……？」と、アイ＝ファはまたその頬を俺の頬にこすりつけてくる。

　ルド＝ルウとダン＝ルティムは、きょとんと目を丸くしてしまっていた。

「いや、あの、違うんです。たぶん、おかしな香草の煙けむりを嗅がされたあげくに果実酒まで飲まされて、ちょっと酔よっ払ぱらってしまっているだけなのですよ？」

　俺は慌てて弁明したが、二人の表情は変わらなかった。

　そして、ダン＝ルティムがルド＝ルウを振り返かえる。

「……ルド＝ルウよ、一つ提案したいことがあるのだが」

「んー？　何だよ、いきなり？」

「ファの家はルウの眷族ではないが、ルティムの友だ。アスタとアイ＝ファが婚こん儀ぎの宴うたげをおこなう際は、ルウの広場を貸し、ルウの眷族で祝ってやることはできぬものかな？」

「あー、別にいいんじゃね？　祝いたいやつだけ集まらせるとかなら」

「いや、だから、違うんですってば！」

　説得力の欠片もない有り様でも、俺としてはそんな風にわめくしかなかった。

　わめきながら、俺はぼんやり考える。

　これで本当に、すべての決着がつくのだろうか、と。

　すべてが、あまりに唐とう突とつすぎた。

　こちらの準備した策さく略りやくや提案はすべて台無しにされてしまい、相そう互ご理解の道は絶たれて、スン家は勝手に滅ほろんでしまうのだろうか？

　俺の頭の中では、不吉な響ひびきをはらんだいくつかの言葉がぐるぐると渦を巻いている。

（……それが嫌いやなら、一緒に滅んで……？）と、ヤミル＝スンは言っていた。

（……ならば、殺すがいい）と、テイ＝スンは言っていた。

　もしかしたら――

　スン家の内側にいる一部の人間こそが、もっとも強くスン家の滅びを望んでいるのではないだろうか？




２




「そうら、目を覚ませ、我わが同どう胞ほうたちよ！」

　ダン＝ルティムの豪ごう快かいな掛け声とともに、水みず瓶がめの水が祭さい祀し堂どうの内部にぶちまけられた。

　それで正気を取り戻した何人かの男衆が、わめき声をあげて飛び起きる。

「何をするか！　貴様、気でも狂ったのか！」

　その内の一人が、鬼の形相で立ち上がった。

　が、そのままよろけて、膝をついてしまう。

「うむ？　何だこれは……手足に力が入らぬぞ……？」

「そうであろうが？　だから気つけに水を浴びせてやったのだ！」

　ダン＝ルティムは、愉ゆ快かいそうにガハハと笑った。

　そうしている間にも、祭祀堂のあちこちで怒号や驚愕の声があがる。四方に穿うがたれた祭祀堂の出入口から、ドンダ＝ルウや女衆たちがダン＝ルティムと同様の蛮行に励はげんでいるのだ。

　俺とアイ＝ファが拉ら致ちされてからもうそこそこの時間が経過していたので、メレメレの葉とかいう香草の効能もずいぶん薄れてきていたのだろう。予想していたよりもずいぶんとすみやかに我を取り戻して、各氏族の男衆たちは祭祀堂の中から這いずり出てきた。

「目を覚ました者は、祭祀堂の外に出ろ！　そこには異国の毒草の煙が満ちておるぞ！　力のある者は、まだ眠りから覚めぬ者に手を貸してやれ！」

　実に楽しげなダン＝ルティムの姿を、俺はアイ＝ファとともに静かに見守る。

　アイ＝ファの瞳にも八割がたは正気の光が戻っていたが、まだ足もとはおぼつかなかったので、俺が肩を貸している状態である。

「ルティムの家長よ！　貴様、どういうつもりだ！」

　と、祭祀堂の中からまろび出てきた男の一人が、ダン＝ルティムにつかみかかる。

　ザザ家の、家長だ。

「どうもこうもない！　理由だったら、お前の敬愛するスン家の人間に聞いてみよ！」

　ダン＝ルティムは不敵な笑みを浮かべつつ、自分の足もとを指し示す。

　そこには、革紐で後ろ手にくくられたディガ＝スンがふてくされきった顔つきであぐらをかいていた。

「こやつらは、異国のあやしげな毒草をもちいて俺たちを眠ねむらせて、ファの者たちを害そうと目もく論ろんだのだ！　お前もスンの眷けん族ぞくであるならば、恥ち辱じよくをわかちあうがいい！」

「何だと？　……それはまことか、スンの長兄よ！」

　野や獣じゆうのように双そう眸ぼうを燃やし、ザザの家長がディガ＝スンに詰め寄る。

　ディガ＝スンはびくりと肩を震ふるわせてから、無言のままそっぽを向いた。

「この悪行がスン家の総意であるのか否いなか、これから族長たるズーロ＝スンの弁明を聞きに行くのだ！　すべての家長は、俺たちとともにその言葉を聞くがいい！」

　ザザの家長は、わなわなと肩を震わせている。

　そこに、金きん褐かつ色しよくの髪をびしょ濡れにしたラウ＝レイが姿を現した。

「ダン＝ルティム！　これはいったい何の騒ぎなのだ!?　スン家が、どうしたと？」

「おお、レイの家長か。いよいよスン家がその本性を現したのだ！　事と次し第だいによっては刀をふるうことになるであろうから、しっかりと目を覚ましておけよ！」

　と、ダン＝ルティムは足もとに置いていた大刀たちをラウ＝レイに差し出だした。

　ディガ＝スンから取り上げた刀である。

　男衆たちは、みんな刀をスン家に預けたままでいるのだ。

「馬鹿な！　族長筋に刀を向ける気か、貴様たちは！」

　と、たちまちザザの家長が怒いかりの声をあげる。

　ダン＝ルティムは、余裕たっぷりにそちらを振り返った。

「たとえ族長筋といえども、掟おきてを破れば裁かれねばならぬ。そうでなくては、森辺の秩ちつ序じよは守れぬであろう。……お前もいいかげんに目を覚ませ、ザザの家長よ」

「しかし……しかし、何故スン家がファの人間を害さねばならぬのだ!?　スン家には、そのような真似まねをする理由がない！」

「だから、その理由を問い質ただそうとしておるのだ。いきりたつのは族長の弁明を聞いた後でもよかろうよ？」

　そうこうしている間に、祭祀堂の中で眠らされていた人々も、あらかた脱出し終えたようだった。

　その内の半分ぐらいはまだ夢うつつでぼんやりしていたが、もう半分の、ダン＝ルティムの言葉を聞いていた人々は――ふつふつと狩人かりうどの眼光を燃やし始めている。

「……これでどうやら全員のようだな」

　と、暗がりの向こうからドンダ＝ルウが近づいてきた。

　その双眸も、野獣のごとく燃えさかっている。

「おお、ドンダ＝ルウ。あの次じ兄けいめらはどうなったのだ？」

「今、ルドと何人かをそちらに向かわせた。本家の前で、合流だ」

「そうか。では、我々も行くとするか」

　ダン＝ルティムの太い指先が、ディガ＝スンの襟えり首くびをひっつかむ。

「くそ！　放せ！　族長筋にこのような真似をして、ただで済むと思っているのか!?　ザザよ、ジーンよ、何をぼけっとしているのだ！　この無礼者どもめを、何とかしろっ！」

「あまり騒ぐな、スン家の長兄よ。今この場で一番頭にきているのは誰だと思っているのだ、お前は？」

　半分笑い、半分呆あきれながら、ダン＝ルティムがそう言った。

「それがわからぬと、お前は誰よりも早く同胞の手によってくびり殺されることになると思うぞ？」

「ひっ……」と、ディガ＝スンが縮こまった。

　ザザやジーンの家長たちの形相にようやく気づいたのだろう。

　今この場で一番頭にきているのは、きっと彼かれらだ。

　ドンダ＝ルウやダン＝ルティムなどは、ついに訪れた決着の時に昂たかぶり、激しているばかりである。

　族長筋の尊厳を汚けがされて、腹の底が焼けただれるような憤ふん怒ぬを味わわされているのは――きっとスン家の眷族たちなのだ。

「よし。……氏族の長たちよ、立ち上がれ！　森辺の絆きずなと信しん頼らいを踏みにじったスン家の家長に、ルウ家の家長ドンダ＝ルウが真意を問い質す！　スン家に族長筋たる資格があるか否か、自分たちの目と耳でしかと見極めるがいい！」

　ドンダ＝ルウの咆ほう哮こうが、闇夜に轟とどろく。

　それで地べたにうずくまっていた男たちも、よろよろと立ち上がった。

　狩人の目が、あちこちに光っている。

「……歩けるか、アイ＝ファ？」と呼びかけると、アイ＝ファはとても不服そうに唇くちびるをとがらせていた。

「何とかな。……しかし、アスタやダン＝ルティムはすっかり力を取り戻しているのに、どうして私だけが、いまだにこのようなざまなのだ」

　何とか自分の足で立ててはいるものの、まだアイ＝ファはぐったりと俺の肩にもたれかかったままだった。

「それはきっと、果実酒か何かを飲まされたせいだと思うよ。意識を戻すのには効果的だったかもしれないけど、睡眠薬と酒なんて、普ふ通つうだったら最悪の組み合わせだからな」

「くそ、ぶざまだ」と、アイ＝ファが八つ当たりのように頭をぐりぐりと押しつけてくる。

　そのとき、長身の人影が俺たちの前に立ちはだかった。

　ダルム＝ルウだ。

　そちらもまだ完全には回復しきれていないのか、ルティムの次兄に肩を借りている。

「何だ？　また私をぶざまだと笑いに来たのか？　……今日はそちらも大差のない姿であるようだが」

　たぶん相当に不機嫌であるらしいアイ＝ファは、珍めずらしく自分からそのように挑発的な言葉を吐いた。

　ダルム＝ルウは、ただギラギラとその双眸を物ぶつ騒そうな感じに燃やしている。

　ただ、気のせいか、その右みぎ頬ほおに刻まれた大きな古傷が、彼の怒りや無念をあらわすかのように、いつも以上に赤く浮きあがっているように感じられた。

「どうも果実酒を大量に飲んでいた者ほど、回復が遅いように感じられますね。私などは一滴も飲めぬ無調法であったためか、水をかけられた瞬しゆん間かんに飛び起きてしまいました」

　容姿はガズラン＝ルティムに似ているが、もう少し恰かつ幅ぷくがよくて父親似のルティム家の次兄が、取りなすようにそう言った。

「では、参りましょう。どのような結末になるかはわかりませんが、この夜でスン家の行く末は大きく変わり果てるはずです」

　そうして俺たちは一丸となってスンの本家へと足を踏み出した。

　ドンダ＝ルウを先頭に、ディガ＝スンを引きずったダン＝ルティムが続き、その左右を、ラウ＝レイたちルウの眷族らが固めている。

　一歩遅れて続くのは、ドムやザザの家長たち。その周囲を囲むのは、きっとその他のスンの眷族たちだろう。

　サウティを始めとする小さな氏族の長たちも、もちろん全員がついてきている。

　それらの人々の瞳には、ひとしく怒りと不信の火が燃えていた。

　本当にスン家が、自分たちの絆を踏みにじるような真似をしたのか？

　どうしてそのような蛮行に及およんだのか？

　あるいは、すべてがファやルウによる狂言なのではないか？

　気持ちは、きっとさまざまだろう。

　しかし、誰もが怒り狂くるっている。

　異国のあやしげな毒草によって、眠りを強要されていたなどという屈くつ辱じよく的てきな行こう為いが、狩人たちに許せるはずもない。

　そしてそれ以上に、罪もなき人間をかどわかしてその生命を脅おびやかす、などという行為が許せるはずもないのだ。

「よお、遅かったな、親父おやじ？」

　本家の前では、ルド＝ルウたちが待ちかまえていた。

　ルド＝ルウとシン＝ルウ。革紐で手足を縛られたドッド＝スンとテイ＝スン。

　そして――ヤミル＝スン。

　ヤミル＝スンは、昼間と同じ森辺の装束に身を包つつんでいたが、その髪かみはぐっしょりと濡れそぼっていた。

　水浴びか何かで身を清めたのであろうが、この距離でもまだうっすらと鉄くさい臭においが感じ取れる。

　ヤミル＝スンは拘束されておらず、ただ、ミーア・レイ母さんを始めとするルウとルティムの女衆らにしっかりと囲まれていた。

　その面には、何の表情も浮かんではいない。

「……聞け、氏族の長たちよ！」

　と、ドンダ＝ルウが再び咆哮をあげた。

「このたびの家長会議において、スン家の家長ズーロ＝スンは、ファの家にかまど番を申しつけた！　それがあまりに胡う散さん臭くさい申し出であったため、俺は自分の息子むすこたちにスンの集落を見張らせていたのだ！　事実、スン家は悪逆な真似に及んだのだから、俺を不実と罵ののしる者もおるまい！　いたところで、俺はいっこうにかまわんがな！」

　誰よりも激しく燃えるドンダ＝ルウの双眸が、闇夜にたたずむ同胞たちの姿を見み回まわしていく。

「スン家に一族を導く資格があるか否か、俺はこの夜に見定める心づもりだ！　貴様たちも、心してズーロ＝スンの言葉を聞くがいい！　聞いて、己おのれと一族の行く末を定めよ！」

　ついに、ここまで来てしまった。

　ズーロ＝スンの返答一つで、スンとルウは全面戦争に突入してしまうかもしれない。

　ザザやジーンがスン家を見捨てれば、森辺を二分するような大きな戦にはならないだろうが――いったい、どうなってしまうのだろう。

　ドンダ＝ルウはルド＝ルウを招き寄せて、その手に握られていた大刀を受け取った。きっと、テイ＝スンとドッド＝スンの刀であろう。もう一本は、ダン＝ルティムの手に託たくされる。

　たちまち色めきたつスンの眷族たちを、ドンダ＝ルウはじろりとにらみつけた。

「スンの人間が刀を抜かぬ限り、俺もこの刀は抜かぬと誓おう！　スンの人間が血を求めぬ限り、この夜に血が流れることはない！」

　そしてドンダ＝ルウは、本家の戸を強く叩たたいた。

　ぎょっとするような手早さで、戸板は内側から、すうっと開かれる。

「……このような夜よ更ふけに、何事でありましょうか……？」

　感情の欠落した、女衆の声。

　美しい女性が、そこに立っていた。

　美しいが――腐くさった魚のような瞳をしている。

　褐かつ色しよくの髪。青い瞳。泥どろ人にん形ぎようのように表情のない、美しい顔。

　年ねん齢れいは、二十代の後半ぐらいであろうか。既き婚こんの証あかしたる一枚布の装束を纏まとい、髪も短めである。

　そして――その足もとには、いつのまにやら姿を消していたツヴァイ＝スンが、きわめて不機嫌そうな顔つきでしっかりとしがみついていた。

「貴様たちは、何者だ？」

　と、ドンダ＝ルウが目を細めてその両名の姿を見比べる。

「私は家長ズーロの嫁よめ、オウラ＝スン……こちらは私の娘むすめ、末妹のツヴァイ＝スンです……あの、いったい何事でありましょうか……？」

「俺おれはルウ家の家長、ドンダ＝ルウだ。スンの家長に、ドンダ＝ルウが対面を求めていると告げてもらおうか」

「はあ……しかし、今は眠りの刻限でありますが……」

「ほう？」と、ドンダ＝ルウは野獣のように笑う。

「悪いが、この夜のズーロ＝スンに安あん穏のんとした眠りは許されない。本家の長兄と、次兄と、長ちよう姉しと、分家の男衆、四人もの家人が森辺の掟を犯したのだ。家長には、家人の罪を贖あがなう責があろう」

「……はあ……」

　まったく心を動かされた様子もなく、オウラ＝スンと名乗った女性は生気のない瞳で俺たちの姿を見回していく。

　最後に、その澱んだ目が地面に転がされたテイ＝スンの姿をとらえ――ほんの少しだけ、ゆらめいた。

　灰色の頭を赤く染め、地面に力なく横たわったテイ＝スンも、同じような目つきでオウラ＝スンの姿を見返している。

「……わかりました……ツヴァイ、家長をここに……」

「いいの、オウラ母さん？」

　ツヴァイ＝スンは白目のめだつ大きな目で母親を見上げやる。

「いいのよ……もう、いいの……」

「わかった」と、ツヴァイ＝スンは家の中に駆け戻っていく。

　やがて、ズーロ＝スンが現れた。

　その背後からどすどすと追従してきたのは、末まつ弟ていのミダ＝スンだ。

「いったいどうしたというのだ、ルウの家長よ？　このような夜更けに家を訪おとずれるのは、あまりに非礼ではないか……？」

　水でふやけたヒキガエルのように、ズーロ＝スンはうすら笑いを浮かべている。

　それに続いてのそりと出てきたミダ＝スンは、「あれえ……？」と甲高い声をあげた。

「ディガとドッドだ……ねえ、ディガとドッドが縛られちゃってるんだよ……？」

「ふむ……これはますます非礼な行いであるな……」

「非礼だと？　お前はそこの娘から、すでに一通りの話を聞いているのではないか、ズーロ＝スンよ？」

　そう応じたのは、ダン＝ルティムである。

　その娘、ツヴァイ＝スンは、入口に立ちはだかったミダ＝スンの太い足を邪じや魔まそうに蹴り飛ばしてから、再び母親の足に取りすがった。

　家長のズーロ＝スン。

　その嫁である、オウラ＝スン。

　末妹の、ツヴァイ＝スン。

　末弟の、ミダ＝スン。

　ふてくされた顔であぐらをかいた、長兄のディガ＝スン。

　まだ意識を失ったままであるらしい、次兄のドッド＝スン。

　そして――ひとり離れた場所で静かに立ちつくす、ヤミル＝スン。

　すでに老齢であろうと思われる先代家長を除き、ここにスン本家の人間たちが勢ぞろいしていることになる。

　アイ＝ファに肩かたを貸した体勢のまま、俺はごくりと生なま唾つばを飲み下す。

「話……話というのは、ディガとヤミルがファの家長とかまど番に嫁取りと婿取りを申し入れた一件のことであるのかな……？」

　幾いく対ついもの眼光を差し向けられながら、まったく物もの怖おじした様子もなく、ズーロ＝スンはそう言った。

「その話ならば、事前にディガたちからも聞いていた……まあ、まさかこのような家長会議の夜にそれを行うとは思ってもいなかったが……」

「ほう。ならば、このたびの悪逆な振る舞まいも貴様は容認していたと認めるのか？」

　いっそう勇ゆう猛もうに笑いながら、ドンダ＝ルウはそう述べたが、ズーロ＝スンは「……悪逆？」と、たるんだ首を傾かしげた。

「悪逆とは、何のことだ……そのような話に、覚えはないが……？」

「ならば、聞かせてやろう。この痴しれ者どもは、異国の毒草をもちいて祭祀堂にいた人間たちを眠らせたあげく、ファの家長とかまど番を腕ずくでかどわかそうとしたのだ。そして、婿取りを断ったかまど番には刀を向け、手足を縛ったファの家長は嬲なぶりものにしようとした。……相違ないな、ファの家長にかまど番よ」

　アイ＝ファは無言のままうなずき、俺も「はい」と返事をする。

　しかし、ズーロ＝スンのうすら笑いは消えなかった。

　豪ごう胆たんなのか、鈍いだけなのか――どうしても、後者のように感じられてしまう。

「刀を向けたとはまた穏おん便びんでない言い様であるな……いったい誰だれがそのような不始末を犯したと……？」

「本家の次兄と、その隣に転がっている分家の男衆だ」

「ふむ……ドッドは、酒精に弱い性であるからな……」

　と、ズーロ＝スンはいっそう口くちの端はしを吊り上げる。

「大事な長姉の婿取りを断られて、つい取り乱してしまったのであろう……まったく申し訳ないことだ……」

「申し訳ないで済むと思うのか、ズーロ＝スンよ？　異国人とはいえ、このかまど番はファの家の家人だ。そして、止めに入った俺の息子も、このように手傷を負わされている。ただ刀を抜ぬいただけに留とどまらず、貴様の家人たちは森辺の同胞の生命をも脅かしたのだ！」

　頭に包帯代わりの布を巻きつけたルド＝ルウが、ちょっぴり不満げに「ちぇっ」と舌を鳴らす。

「宿場町やルティムの祝しゆく宴えんにおいても、そこの次兄めは刀を抜いた。そして、このたびはついにその刀を同胞に振り下ろしたのだ。こればかりは、頭を下げて許される振る舞いではあるまい？」

「ふむ……では、掟に従って、右みぎ腕うでを差し出すべきだ、とでも……？」

「右腕だけで済む話か、これが？」

　いよいよその双眸を烈れつ火かのごとく燃やしつつ、ドンダ＝ルウが凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべる。

　そして、後ろのほうから人ひと垣がきをかきわけてきた大おお柄がらな人物が「その通りだ！」と怒声を張り上げた。

「スンの次兄らは、ただ刀を抜いたのみならず、我々をも毒草で害そうとした！　スンとルウを除くすべての森辺の家長に害をなしたのだ！　これほどの罪が、右腕一本で済まされるものか！」

　それは、サウティの家長であるダリ＝サウティであった。

　純じゆん朴ぼくそうな顔が、怒りと屈辱で朱に染まっている。

　ズーロ＝スンは――ほんの少しだけ、眉まゆ尻じりを下げた。

「その毒草とは、何のことであるのかな……祭祀堂にいた人間を眠らせた、と言っていたようだが……？」

「東の国の呪術師から買った、メレメレという香草だそうです。これだけの量を買うのに白銅貨五枚もかかったと自慢げに語っておられましたよ、ご子息たちは」

　そう応じたのは、俺だった。

　こればかりは、直接に聞いた俺が言うべきだろうと思ったのだ。

「ふむ……それは、人間を眠りに誘う香草である、と……？」

「ええ。その香草を焚たいた煙を嗅がせ続ければ、腹を裂いても眠りから覚めることはないそうですよ」

「なるほどな……しかし、ただ人間を眠らせるだけの香草が、毒の名に値あたいするのであろうか……？」

　と、ズーロ＝スンの目が、初めてしっかりと息子の姿をとらえる。

　ディガ＝スンは、得たりとばかりに口もとをねじ曲げた。

「メレメレの葉は、苦しみもがく人間を楽に眠らせるための香草だ！　半日ばかりも嗅がせてりゃあ、人間の魂そのものを眠らせる羽目になっちまうらしいが、あれっぽっちの量で毒になることはない！　そうでなきゃ、俺たちだって森辺の同胞に嗅がせようだなんて思わねえよ」

「黙れ！　今はそのようなことを取とり沙ざ汰たしているのではない！」

　ダリ＝サウティが、激げき昂こうしきった声をあげる。

「肝かん要ようなのは、お前たちがそのように悪逆な手段をもちいた、ということであろうが!?　我々を騙だまし、あざむいたあげく、腕ずくでファの人間をかどわかし、無茶な嫁取りを申し入れ、それを断られたら生命を奪う、などと――そのような無法が、森辺で許されるか！」

「そのような真似は、決して許されぬ……ディガよ、お主はいったいどのような心づもりであったのだ……？」

　ダリ＝サウティの剣けん幕まくに青ざめかけていたディガ＝スンは、父親の言葉によってまた醜しゆう悪あくな笑え顔がおを取り戻す。

「もちろん、本気で生命を奪う気なんてなかったよ。俺もドッドも酔っ払っていたから、ついつい心にもないことを言っちまっただけさ」

「ふーん？　だけど次兄とそこのおっさんは実際に刀を抜いたよな。で、アスタと俺たちを殺そうとした。そこのところは、どんな風に言い訳をするつもりなんだ？」

　ルド＝ルウの言葉に、ディガ＝スンはいっそうにたにたと笑う。

「知らねえなあ。俺はその場にいなかったんだからよお。ドッドもテイ＝スンも酔った勢いで刀を抜いちまっただけなんじゃねえかあ？」

「ああ、お前さんは手足を縛ったアイ＝ファを嬲りものにしようとして、それに失敗しただけだもんな」

　ルド＝ルウは肩をすくめ、またダリ＝サウティが身を乗り出してくる。

「それとて、刀を抜くのと同じぐらいの禁きん忌きであろう！　お前は二年前にも同じ禁忌を破り、今後は二度と同じ過ちを犯さぬと誓ちかった上で許されたのではないか、スンの長兄よ！」

「だ、だから今回は嫁取りの申し入れだって言ってんだろお？　そんな風にぎゃんぎゃん責められる覚えはねえよお」

「馬ば鹿かな……毒草で眠らせて、手足を縛り、嬲りものにしようとする、そんな嫁取りの作法など、森辺には存在しない！」

「……へっ。女衆なんてのはどんなに嫌がっても、身体からだを重ねちまえば言うことを聞くようになるんだよ」

　もちろん俺は反射的に足を踏ふみ出しそうになったが、アイ＝ファに頭を小突かれてそれを制されてしまった。

「頭に血を上らせるな。どの道あのような戯たわ言ごとで言いい逃のがれのできるような話ではない」

　と、低く潜めた声を耳の中に注ぎこまれる。

　だけど、本当にそうなのだろうか？

　ならば何故、ズーロ＝スンもディガ＝スンもこのように余裕しゃくしゃくなのだろう。

　道理のわかっていなそうなディガ＝スンはさておき、己の保身を何よりも重んじていそうなズーロ＝スンがこのように笑い続けているのは、不気味だ。

「――おい！　何だ、貴様たちは！」

　と、そこでいきなり鋭するどい声があがった。

　叫さけんでいるのは、ラウ＝レイである。

　俺たちを取り囲んでいた他の男衆たちも、ざわつき始める。

　その人ひと垣がきを、さらに外側から取り囲もうとする集団が現れたのだ。

　人数は――三十人ばかりもいるであろうか。

　この暗がりで、俺の視力では、ただの黒い人ひと影かげとしてしか認識できない。しかし、この集落で俺たちの他に存在するのは、スンの分家の人間のみである。だからそれは、分家の人間たちなのだろう。人数的にも、平ひよう仄そくは合っている。

「ほう……ズーロ＝スンよ、貴様は刀によって決着をつけようという心づもりであるのか？」

　ドンダ＝ルウが、刀の柄に手をかける。

　しかし、ズーロ＝スンは初めて抑制を失った声でそれに応じた。

「だ、断じてそのようなことはない……このような夜更けに騒ぐから、分家の者どもがいぶかしんで様子を見に来ただけであろう……た、短たん慮りよを起こすでないぞ、ルウの家長よ……？」

「ふん、どうだかな」と、ドンダ＝ルウは凶きよう悪あくな感じに口もとを歪ませる。

　スンの分家のおよそ三十人中、男衆は半数ていどであろう。頭数なら、ルウの眷族も負けていない。しかし、こちらで刀を有しているのは、ドンダ＝ルウを筆頭に五名のみだ。

　そして、いざ戦せん端たんを開いてしまえばドムやザザなどスンの眷族たちがどう動くかもわからないし、おまけにこの場にはルウの女衆たちもそろってしまっている。この場でまだ情勢も定まっていないうちに荒あら事ごとになるのは、絶対にまずい。

　そんなことは俺以上に熟知しているはずのドンダ＝ルウは、ルド＝ルウに「おい」と呼びかけた。

「ルド、貴様は女衆のもとに行け。絶対にこちらから手は出すなよ？」

「了りよう解かい」と、ルド＝ルウも狩人の眼光になりつつ、家族のそばに駆け戻っていく。

「さて。それではどのように決着をつけるつもりなのか聞かせてもらおうか、ズーロ＝スンよ？　まさか、頭を下げるだけでこれほどの罪が許されるなどと思っているわけではあるまいな？」

「うむ……では、あくまでもしきたりに従って罪をつぐなうべしと言うつもりであるのかな、ルウの家長は……？」

　と、うすら笑いを復活させて、ズーロ＝スンはそう応じた。

「ドッドとテイ＝スンは、森辺の同胞を刀で傷つけた。ディガは、女衆を嬲りものにしようとした。本来であれば、ドッドとテイ＝スンは己の右腕を差し出すべきであり、ディガは……さて、ディガは、どうなのであろうな？　けっきょくファの家の家長は純潔を汚されたわけでもないようだが？」

「それはファの家長がたまさかそこの下げ衆すよりも果か敢かんであったというだけだろうが。しきたりを重んじるならば、一物を差し出せ」

　ドンダ＝ルウは、苛いら立だしげに吐き捨てる。

「そして、こやつらの罪はそれだけではあるまい。森辺の同胞をあざむき、毒草で害した罪は何とするつもりだ？」

「それはこちらが問いたいぐらいの話であるな。身体の害になるわけでもない香草を焚いた罪とは、いったいいかなる重さであるのか……否いや、そもそもそれは森辺の掟に反する行為なのであろうか……？」

「同胞をたばかりあざむくのは禁忌だろうが！」

「ディガたちがいつ同胞をたばかったのだ？　……息子たちは、余人に邪魔されず嫁取りの話を進めるために、安楽な眠りを授けたのみであろう……？」

　ダリ＝サウティが、無言でズーロ＝スンに詰つめ寄ろうとする。

　その大きな身体を、ドンダ＝ルウが片腕で制する。

「ならば、次兄と分家の男衆の右腕と、長ちよう兄けいの一物を捧げて、罪を贖わせようというつもりなのか、ズーロ＝スンよ？　貴様の息子どもに、それほどの気き概がいがあるとはとうてい思えんがな」

「いにしえのしきたりを重んずるならば、それが正しき道なのであろう」

　ズーロ＝スンが、にたーっと笑う。

「しかし、ルウの家長がそのように古いしきたりを重んずるならば……息子たちの罪を問う前に、まず為すべきことがあるのではないのかな……？」

「何だと？」

「ルウやルティムやファの者たちにも、しきたりを守らせるべきであろう、と言うておるのだ……」

　そうして、ズーロ＝スンの脂あぶらっこい目が、俺のほうに差し向けられてきた。

「ファの家のかまど番よ……お主は、我が娘ヤミルに婿取りの申し入れをされたのであろう……？」

　俺は無言で、その薄うす気き味み悪わるい笑顔をにらみ返す。

　もしかしたら……という不ふ愉ゆ快かいな疑念が、俺の胸を圧あつ迫ぱくし始めていた。

　もしかしたら、それがこの悪あく辣らつなる男の切り札であったのだろうか？

　そんな馬鹿げた、くだらない手管が？

「そのとき、もしかしたら、ヤミルはいにしえの儀式に取り組んでいたのではないのかな……ギバの血を己の力とする、いにしえの儀式にな……」

「…………」

「……そうであれば、ヤミルは裸身であったはずだ……」

「ズーロ＝スン、貴様――」

　と、ドンダ＝ルウが地鳴りのような声をあげる。

「そして、ルウの家長よ、お主の息子たちは物もの陰かげからこのファの家のかまど番を見守っていたそうだな……ならば当然、窓からでもヤミルの姿を覗のぞき見ていたのではないか……？」

　さらにズーロ＝スンは、ドンダ＝ルウのかたわらにたたずむダン＝ルティムのほうにまで視線を飛ばす。

「それに、ルティムの家長よ……お主はディガの家の戸を蹴破り、主あるじの案内もなくその内へと踏み込んだそうだな……？」

「それがどうした」とダン＝ルティムも憤怒の形相になりつつある。

　もう、誰もがズーロ＝スンの言わんとしていることを理解しているようだった。

「他家の家に無断で踏み込むのもまた禁忌であろう……ならば、ヤミルの裸身を目にした者は片方ずつの目玉を差し出し、ディガの家に踏み込んだ者は足の指を一本ずつ差し出すべきではないのか……？」

「ふざけるな！　ならば二年前にファの家に勝手に踏み込んだそこの下衆めの罪は何とするつもりだ!?」

「だからそれは、我とディガが頭を下げることによって許されたではないか……もちろん我とて、そのように古いしきたりを重んじて同胞に血を流させるのは本意でない……」

「そういうことか」と、ドンダ＝ルウがつぶやいた。

　荒ぶる鬼神の笑顔である。

「次兄らの右腕を欲するなら、こちらも目玉と足の指を差し出せと、つまり貴様はそのように言いたいのだな、ズーロ＝スンよ」

「……むろん、このように瑣さ末まつなことで同胞の血が流れぬことをこそ、我は何よりも望んでいる……」

「何を言っているのだ、ズーロ＝スンよ！」

　と、ダリ＝サウティが叫んだ。

「悪逆な真似をはたらこうとしたのはスンの人間だ！　ルウやルティムやファの人間は、それに抗あらがったに過ぎない！　それなのに、なぜ目玉や足の指を差し出さねばならぬのか！」

「森辺の掟とは、そういうものだ……しかしこれは、先人たちの定めた古きしきたりであろう……それを愚ぐ直ちよくに守ることだけが唯ゆい一いつの正しい道ではないと、我は考えている……」

「だから、そういう問題ではなかろう！　我々は、スンの長兄らの恥はずべき行為を許せない、と述べているのだ！」

「恥ずべき行為……しかし実際に、ドッドは誰の生命いのちも奪ってはおらず、ディガは誰の純潔も汚けがしていないではないか……？」

「それはドンダ＝ルウも言っていた通り、ファやルウの人間たちが果敢であったからだ！　もしも彼らに力がなかったら、許し難がたい悪行は完かん遂すいされていた！」

「完遂されていたならば、ディガたちも生命をもって罪を贖うしかなかったであろうな……」

　水掛け論だ。

　ダリ＝サウティは、怒るのを通りこして、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

「貴方あなたは正気なのか、族長よ？　……それが貴方の真意であるならば、我々はもう貴方を族長と見なすことはできない」

「ほう？　それは何故なぜかな、サウティの家長よ？　……確かにディガやドッドはまだ感情を抑制できぬ未熟者であるが、実際に同胞を殺あやめたり、女衆を嬲りものにしたわけではない。息子たちが本当にそのような罪を犯そうとしていたかどうかは、誰にもわからぬことではないか……？」

　そうしてズーロ＝スンは、濁にごった眼まな差ざしでドンダ＝ルウを見つめやった。

「見るがいい。ルウの家長は、このような憎悪の目で、我を見ている……もしかしたら、我の生命を脅かそうと考えているのやもしれん……しかし、その手の刀が我の身体に振ふり下ろされぬ限り、ルウの家長の罪を問うことはできぬであろう……つまりは、そういうことなのだ……」

「そんな言葉は、言い逃れにしか聞こえない！　族長筋として、貴方は森辺の民たみに規範を示すべきであろう！」

「ふむ……ならば、おたがいに血を流すしかないのであろうかな？　……それはまことに無念なことだ……」

　そんな言葉を吐きながら、ズーロ＝スンはちっとも無念そうに見えなかった。

　もしかしたら――それでもこの男は、本音で語っているのかもしれない。舌先三寸で丸く収めることが不可能なら、ディガ＝スンたちの身み柄がらを差し出すしかない、と。

　ディガ＝スンと、ドッド＝スンと、テイ＝スンと、ヤミル＝スン、その四名の生命をもって、スン家の安あん寧ねいを守るつもりなのか。そうとでも考えないと辻つじ褄つまが合わないぐらい、ズーロ＝スンは危機感のない顔で笑っていた。

　胸のむかつきを抑おさえながら、俺はその息子たちのほうを盗ぬすみ見る。

　ディガ＝スンは、何も理解できていない様子でへらへらと笑っていた。

　ドッド＝スンは、いまだに意識を失ったままのようだ。

　テイ＝スンは、濁った瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ、死人のように横たわっている。

　ヤミル＝スンは、相変わらずの無表情。

　俺にとっては、許し難い罪人たちだ。

　テイ＝スンとヤミル＝スンに関しては、少なからず思うところもあるが――それでも、罪は罪である。

　だけど、ズーロ＝スンにとっては、血をわけた家族ではないか？

　仮にこれがディガ＝スンたちの暴走であったとしても、もっと必死に庇かばおうという心持ちにはなれないのか？

　家族の生命よりも、己の安寧が大事なのか？

　いったいこの男の濁った瞳に、世界はどのように映っているのだろう。

「……それが貴様の答えなのだな、ズーロ＝スンよ」

　ドンダ＝ルウが、じりっと足場を整える。

　それと同時に、今までぼけっと立ちつくしていたミダ＝スンが「だめだよ……」と、つぶやいた。

「森辺の民は、森辺の民を傷つけちゃいけないんだよ……？」

　つぶやきながら、ミダ＝スンがその腰こしの棍こん棒ぼうに手をのばす。

　ドンダ＝ルウも、大刀の柄に手をかけた。

　ズーロ＝スンは、いくぶん笑顔を引きつらせつつ、じわじわ後ずさろうとしている。

「……決して私から離はなれるなよ、アスタ」

　そんな風につぶやきながら、アイ＝ファは俺の首に巻きつけていた右腕をほどき、ほんの少しだけ腰をかがめる。

　俺の視界に入るすべての男衆が、臨戦態勢を整えていた。

　交渉は、決裂してしまったのだ。

　どうあっても、ズーロ＝スンは自分の非を認める気はないのだろう。家族を切り捨ててでも、自分だけは助かろうという心づもりなのだ。

　そんな性根が、ドンダ＝ルウに許せるはずもない。たとえ叛はん逆ぎやく者しやの汚名を浴びようとも、「自分から刀は抜かない」という誓いを破ってでも、この場でズーロ＝スンを切り捨てるだろう。それだけの覚かく悟ごが、ドンダ＝ルウの双眸には灯ともっていた。

　ついに、ぎりぎりの際まで来てしまったのだ。

　俺は半瞬だけ煩はん悶もんし、そして叫んだ。

「待ってください！　いにしえの掟を重んずるならば、スン家にはまず真っ先に贖わなくてはならない罪があるのではないのですか!?」

　今にも抜ばつ刀とうしかけていたドンダ＝ルウの肩が、ぴくりと震える。

「アスタ……？」と不ふ審しんげに顔を寄せてくるアイ＝ファにうなずき返してから、俺はさらに言いつのった。

「俺の記憶では、それは頭の皮を剥はがされるぐらいの大罪であったはずです。その罪を贖わない内に他者の罪を問う資格が、あなたたちにあるのですか？」

「何を……何を言っているのだ、お主は……？」

　ズーロ＝スンのふやけた顔から、ヒキガエルのような笑みが消失していく。その後に浮うかんだ恐きよう怖ふの表情で、俺は自分の想像が現実であったことを確信できた。

　もしかしたら、俺の言葉こそがより多くの血を流させる結果になるかもしれない――そんな思いに背筋を震わせながら、それでも俺は断罪の言葉を叩きつけた。

「俺の言葉を否定したいなら、このスンの本家の食料庫を見せてください。……俺が要求するのは、それだけです」

　その瞬間、狂ったような哄こう笑しようが爆発した。

　ヤミル＝スンである。

　ルウやルティムの女衆に取り囲まれたヤミル＝スンが、咽喉のどをのけぞらして笑っていた。

「あなたは何を言っているの？　どうしてわたしたちが頭の皮を剥がされなくてはならないの？　これは、族長筋に対する誹ひ謗ぼうだわ！」

「そ、そうだ、誹謗だ！　……己の身の可愛さに、わけのわからないことを言いおって……」

　たちまち安あん堵どの表情を取り戻もどしそうになったズーロ＝スンであるが、それはより大きな驚きよう愕がくと絶望に打ち砕かれることになった。

「許し難い屈辱だわ！　わたしたちにそのような誹謗を受けるいわれはない！　嘘うそだと思うなら、いくらでもその目で確かめてみればいいじゃない？」

「何を言ってるんだ！　気でも違ったのか、ヤミル!?」

　そんな風にわめいたのは、ズーロ＝スンではなくディガ＝スンだった。

　その顔も、父親と同じぐらい蒼そう白はくになっている。

「どうしたの？　みんな何をそんなに青い顔をしているの？　わたしたちは、清せい廉れん潔白の身でしょう？」

　そうして、ギラギラと輝くヤミル＝スンの目が、石像のように立ちつくしていたオウラ＝スンのほうに向けられる。

「さあ、オウラ！　ツヴァイでもいいわ！　食料庫のかんぬきを開けてあげなさい！　そうしてわたしたちの無実を証明するのよ！」

　ツヴァイ＝スンは、惑わく乱らんしきった目つきで母親の顔を見上げやった。

　オウラ＝スンは、どろりと濁った瞳を、まぶたの裏に隠かくしてしまう。

「そうね……そうするべきなのね、ヤミル……？」

「そうよ！　そうするべきなのよ！」

　オウラ＝スンが、きびすを返そうとした。

　そのほっそりとした肩を、ズーロ＝スンがわしづかみにする。

「やめろ！　いったいお主たちは……お主たちは、どういうつもりなのだ!?」

「……放してください……」

「誰が放すか！　そんなことは……家長の我が、絶対に許さぬ！」

　ズーロ＝スンの太い指先が、妻の肩にめりこんでいく。

　オウラ＝スンは「ああ……」と悲痛な声をあげ、ツヴァイ＝スンは、「何をするんだヨ！」と、わめき声をあげた。

　ドンダ＝ルウが、足を踏み出だす。

　しかし、それよりも早く、ミダ＝スンの指先が父親の腕うでをつかみ取った。

「だめだよ……家族を傷つけるのも、いけないことなんだよ……？」

　めきめきと骨の軋きしむ音色とともに、ズーロ＝スンが女のような悲鳴をあげる。

　その指先から解放されたオウラ＝スンは力なく地面にへたりこみ、ツヴァイ＝スンの顔を見つめた。ほんの少しだけ光が戻り、涙なみだのにじんだ瞳で。

「ツヴァイ……食料庫のかんぬきを……」

「……わかったヨ」と、ツヴァイ＝スンが戸板の向こうに消えていく。

　それと同時に、ヤミル＝スンがまた悪あく魔まのような笑い声をあげる。

「さあ！　その目で確かめるがいいわ！　もしもこれであなたの言葉がいわれのない誹謗だと証を立てられたときは、目玉や足の指では済まさないわよ、ファの家のアスタ！」

「何なのだ、あの女衆は？　本当に狂ってしまったのか？」

　太い眉まゆをこれ以上ないぐらい不快げに寄せながら、ダン＝ルティムが俺を振り返かえる。

「そして、アスタが何を言っているのかもさっぱりわからん。もしかしたら、あの女衆の策略にはめられてしまったのではないか？」

「いいえ、そうではないと思います。……だったら、ズーロ＝スンがあのように取り乱すとも思えないので」

　俺は、ドンダ＝ルウのほうに視線を転じる。

「食料庫に行きましょう。スンの分家には注意したほうがいいと思います」

　ドンダ＝ルウはしばらく無言で俺の顔を見つめてから、やはり無言のまま、きびすを返した。

　ラウ＝レイたちルウの眷けん族ぞくがディガ＝スンやドッド＝スンらを引き起こす。

　ディガ＝スンは、呆ほうけたように表情を弛し緩かんさせてしまっていた。

　ドッド＝スンは、まだ意識を失っている。

　そして、テイ＝スンは――さきほどのオウラ＝スンと同じように、固くまぶたを閉ざしていた。

「ミダ＝スン、そのままズーロ＝スンと一いつ緒しよに来てもらえますか？」

　俺の言葉に、「うん……」と、ミダ＝スンは頬肉を震ふるわせる。

「食料庫がどうしたの……？　もう朝までは何も食べちゃいけないんだよ……？」

「そうですね。だから、中身を確かく認にんさせてもらうだけです」

　そうして俺たちは、家の裏手に移動した。

　家長会議に参加した男衆、かまどの番の女衆、スンの本家の人間たち、スンの分家の人間たち――総勢で百名以上にも及ぶ大人数である。

　まだその大半は何が起きたのかも理解しておらず、無言のまま同どう胞ほうたちと顔を見合わせている。

　そんな俺たちの目の前で――食料庫の戸板が、内側から開かれた。

　地じ獄ごくのように不ふ機き嫌げんそうな顔をしたツヴァイ＝スンが外に出てきて、また母親の足に取りすがる。

　ラウ＝レイが、食料庫の内部に燭しよく台だいの火をかざした。

「これは――ッ！」と、誰かが驚愕の声をあげる。

　そこには、俺が想像していた通りの光景が広がっていた。

　色とりどりの果実と野菜。

　見たことがあるものもあれば、見たことがないものもある。

　戸のない棚たなにぎっしりと詰め込まれた、それは――

　西の都から収しゆう穫かくを禁じられた、モルガの森の恵めぐみに他ならなかった。

「……そういうことだったのか」と、ドンダ＝ルウが低くつぶやく。

　そして――

　オオオオオオ……という詠えい唱しようのような声こわ音ねが、ふいに夜闇を震わせ始めた。

「何だ？　何事だ!?」と、ダン＝ルティムが視線を走らせる。

　声をあげているのは、いずれもスンの分家の人間たちであるようだった。

　男衆も、女衆も、幼い子供も、老人も――その全員が地面に膝ひざをつき、悲ひ哀あいに満ちみちた声をあげている。

「お許しください……」

「わたしたちは、禁忌を犯しました……」

「禁忌を犯して、森の恵みを荒らしてしまいました……」

　そして、俺たちの目の前でも、オウラ＝スンが力なく膝を折っていた。

「これがスン家の罪です……ですが、どうか分家の人間たちには、ご慈じ悲ひを……彼かれらは、本家に定められた邪よこしまな掟おきてを守らされていただけなのです……」

　オウラ＝スンの美しい顔は、涙に濡れていた。

　分家の人々も、それは同様だった。

　ある者は地面に突つっ伏ぷし、ある者は頭をかきむしり、ある者は手近な人間の身体に取りすがり――彼らはいずれも身も世もなく泣きくずれてしまっていた。

「ちょ、ちょっと！　あんた、しっかりしなってば！」

　慌あわてふためいた少女の声が、ひときわ高く夜闇に響ひびく。

　ララ＝ルウである。

　そのほっそりとした身体に、さらにほっそりとした少女はすがりつき、泣き声をあげている。

　ごめんなさい、ごめんなさい……と。

　それはどうやら、分家のトゥール＝スンという少女であるようだった。

「馬鹿な……スンの人間の全員が、そんな大きな禁忌を犯していたというのか……？」

　ザザの家長が、まるであちこちからあがる慟どう哭こくの声に怯おびえるかのごとくその巨きよ体たいを震わせながら、力のない声でつぶやいた。

　森の恵みを口にする。それは森辺の民にとって、最大の禁忌の一つであるのだ。

　人間が森の恵みに手をつければ、飢うえたギバがよりいっそう町の田畑を襲おそうことになる。それゆえに、頭の皮を剥はぐ、というほどに重い罰ばつを定められた罪なのだった。

　だから森辺の民たちは、どんなに飢えても森の恵みには手をつけず、己の無力さを嘆なげきながら死んでいく。そこまで愚直で、そして清廉な一族が存在するなんて信じられない、と、かつてカミュア＝ヨシュはそう言っていた。

　それが、森辺の民の、狩人かりうどとしての誇ほこりなのである。

「わたしたちは、狩人の誇りを汚しました……森辺の誇りを踏みにじりました……許されざる罪人です……」

　オウラ＝スンと、そして分家の人間たちは、滂ぼう沱だたる涙を流し続けていた。

　しかし、涙に濡ぬれたその瞳には、はっきりと悲しみの感情が宿っていた。

　無念の思いが渦うず巻まいていた。

　恥ち辱じよくの思いが噴きこぼれていた。

　それはいずれも負の感情に違いなかったが――しかし、もはや泥人形のように感情の欠落した人間は、一人として存在しなかった。

　許し難い罪があばかれると同時に、彼らは解放されたのだ。

　スン家の秘密を守るという、重圧から。

　いっぽう、ズーロ＝スンとディガ＝スンは、死人のような顔色になって、がたがたと震えていた。

　ドッド＝スンは、いまだに目を覚まさず倒れふしている。

　ミダ＝スンは、きょとんとした目でそんな父と兄たちを見下ろしている。

　ツヴァイ＝スンは、泣き伏す母親に寄り添って、ぎゅっと唇くちびるを噛かみしめている。

　そして、ヤミル＝スンは――

　ヤミル＝スンは、ルド＝ルウとミーア・レイ母さんに左右をはさまれた格好で、俺たちのほうに近づいてきた。

　油断なく身がまえるアイ＝ファと俺おれの前で立ち止まり、「これで終わりね……」と、低くつぶやく。
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　さきほどのまでの狂態が嘘のように、ヤミル＝スンは静かな面おも持もちをしており、その瞳には悲しみとも怒いかりとも喜びともつかない感情が複雑にからみあっていた。

「アスタ……あなたに一つだけ言っておきたいことがあるの」

「何ですか？」

　ヤミル＝スンは、やっぱり如何いかなる感情に支配されているのかもわからない感じで、にっと唇を吊りあげて――そして、言った。

「スン家に、滅ほろびをありがとう」
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　狂騒的な一夜が明けた。

　祭さい祀し堂どうから這はいずりだした俺は、朝日のまばゆさに目を細めつつ、「うーん」と、おもいきり両りよう腕うでをのばす。

「……とんでもない一夜であったな」

　それに続いて出てきたアイ＝ファが、しかめ面で俺の隣となりに並ぶ。

「本当にな。とんでもなさすぎて現実感がないよ。いったいこれから、森辺はどうなるんだろう？」

「さてな。……まあ、これまで以上に悪くはならぬであろうし、また、そうさせぬのが私たちのつとめだ」

　すっかりメレメレの効能からも解放されたらしいアイ＝ファが、力に満ちた表情で金きん褐かつ色しよくの髪かみをかきあげる。

　そうこうしている間に他の家長たちも出てきたので、俺たちは道を空ける格好でぶらぶらと歩くことにした。

　夜を徹して行われた緊急の家長会議が、ひとまず終しゆう了りようしたのだ。
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　家長たちの追つい及きゆうによって、スン家の罪はいっそう克こく明めいに暴かれた。

　まず、スン家は十数年もの昔から、森の恵みに手をつけていたらしい。

　ズーロ＝スンが族長を襲名したのは十年前であるそうだから、これは先代族長ザッツ＝スンの代から行われていた悪行であったのだ。

　ギバは肉のためだけに狩かり、野菜はすべて森から得ていた。褒ほう賞しよう金きんと、牙きばと角から得た代価は、日用品や果実酒や岩塩――それに、本家の人間の娯ご楽らくで散財していたそうだ。

　分家の人間は、秘密を守ることを強要されていた。秘密を漏らせば、自分や家族をふくめたスン家の全員が頭の皮を剥がされることになる。いわば無理矢理共犯者に仕立てあげられて、十数年もの間、森辺の民としての誇りや尊厳を封ふう殺さつされていたのである。

　それゆえなのか、どうなのか、スンの集落には短命な人間が多かった。他の氏族よりも格段に豊かで安穏とした生活を送っているはずなのに、謎なぞの衰すい弱じやく死しをとげる人間が後を絶たなかったのだ。

「それは安穏すぎる生活に、生きている意義を見いだせなかったからなのかもしれません……」

　オウラ＝スンは、そのように語っていた。

　外から嫁とついできた人間は、特にその傾向が強かったらしい。家長ズーロ＝スンのこれまでの嫁は、オウラ＝スンを除いて全員がザザやジーンなどの眷族から嫁いできた身であったのだ。

　それ以外でも、この特異な環かん境きように適応できなかった人間は早そう逝せいした。そして、短命な人間が多く、慢まん性せい的てきな人手不足である、ということを理由に、スン家は眷族に嫁や婿を出すことを頑かたくなに拒絶していたらしい。

　それはまあ当然のことであろう。スンの集落の内側で生活していれば、同調圧力によって秘密は守られるかもしれないが、この秘密を知ってしまった人間を集落の外に出せるはずがない。

　だが、それはあまりに不自然な話である。森辺においては、血の縁えんこそがもっとも重んじられているのだから。十数年もの間、他家に嫁も婿も出そうとしないスン家の有り様に、眷族たちは少なからぬ不満を覚えていた。それこそが、ヤミル＝スンの述べた「これ以上、眷族たちの目をあざむくことはできない」という理由の大なるものだった。

　では、どうしてファの人間をスン家に取りこもうとしたのか？

　それは、俺たちの稼かせぐ銅貨でアリアやポイタンを買い、森の恵みを荒らさずとも生きていける環境を作りあげるのが目的だったのである。

　そうすれば、忌まわしい秘密を永遠に消し去ることができるのだ、と。

「何だそれは!?　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　だったらきちんとギバを狩ればいいだけのことではないか！」

　ダン＝ルティムを筆頭に、多くの家長たちがそのように憤ふん慨がいした。

　しかし、堕だ落らくの味を知ってしまった本家の人間――というか、家長のズーロ＝スンにそのような発想が生まれることはなかった。

　それに、たとえギバが狩りたくとも、スンの集落の周辺にはほとんどギバが寄りつかなかったという。

　それも当たり前の話だ。ギバの糧かてである森の恵みを収穫しまくっていたのだから、そのような不毛の地に、ギバが居着くはずもない。

　つまりは、それこそがこの数年のギバの増加の原因だったのだ。

　スン家が狩人としての仕事を怠おこたったがゆえにギバの数が増え、スン家が森を荒らしたがゆえに多くのギバが他の区域に流れ――結果として、他の氏族たちがより多くの負担を背負うことになったのだろう。

　何にせよ、事態は悪く転がる一方だった。仮に、分家の誰だれかが本家の意向を無視してでも狩人としての仕事を果たしてみせよう、と奮ふん起きしたところで、ギバそのものがいなければお話にならない。スンの集落においては、むしろ野菜より肉が不足気味になるぐらい、ぎりぎりの数しかギバを狩れていなかったそうだ。

　反面、ギバが減ったせいでトカゲや蛇へびなどの小動物は増ぞう殖しよくしたらしく、それらの肉で飢えをしのぐことも少なくはなかった。

　ただし本家の人間たちは、キミュスやカロンの肉を買って、飢えをしのいでいたらしい。

「それにしても、どうしてわざわざ家長会議の日に、ファの人間を襲ったのだ？　……というか、最初から腕ずくでかどわかす心づもりであったのなら、スンの集落に招いたりせずに、ファの家を襲えば済む話ではないか？」

　そんな疑念を呈ていしたのは、ダリ＝サウティだった。

　確かに、メレメレの葉という秘密兵器があったのならば、そんな蛮ばん行こうも可能であったはずである。俺とアイ＝ファを眠ねむらせて、窓の格子をノコギリなどで切断してしまえば、至し極ごくすみやかに目的を遂とげることもできたはずなのだから。

　その疑問に答えたのは、ヤミル＝スンだった。

　いわく――祭祀堂のようにもともと半地下の造りで、なおかつ出入口が解放されていれば、メレメレの葉を焚いた燭台をそっと置くだけで話は済むが、普ふ通つうの家屋の格子つきの窓から屋内に煙けむりを入れるのは、なかなかに困難であったのだそうだ。

　確かにまあ、窓の外でサンマでも焼くみたいに団扇うちわか何かをパタパタさせていたら、アイ＝ファに気配を悟さとられることは間ま違ちがいない。

「……それでもやはり馬鹿げた所業だとしか思えないな。すべての家長がそろっている家長会議の場でそのような悪行をはたらいて、成功するとでも思ったのか？　まんまと眠りこけていた俺がこのような言を吐くのは面はゆいが、まともな人間の考えることだとは思えん」

「そうね。……ただ、ファの家を直接襲うよりは、まだましだと思っただけよ。ファの家長はとても勇ゆう猛もうであるという話だったから、ディガやドッドじゃとうていかなわなかったでしょうし」

　淡たん々たんと答えるヤミル＝スンの姿を、ダリ＝サウティは怒りのこもった目で見すえる。

「もう一度確認させてもらおう。ファの人間をスン家に取りこもうと考えついたのはズーロ＝スンであり、それに賛同したお前が長兄や次じ兄けいらとともにこのたびの策を練ったのだな、長ちよう姉しよ？」

「ええ、その通りね」

「実際に罪を犯したのは長兄と次兄とテイ＝スンなる分家の男衆であるが、お前の罪もそれに劣おとるものではない」

「今さら念を押されるまでもないわね」

　ヤミル＝スンの表情は、静かすぎるぐらい静かだった。

「待ってください」と、俺は発言しようとした。

　しかし、その腕をアイ＝ファにつかまれてしまう。

「やめておけ。私たちが口を出すべき場面ではない」

「いや、だけど……」

　スン家のやり口は、あまりにお粗そ末まつだった。

　それゆえに、俺は思うのだ。ヤミル＝スンは、むしろ成功よりも失敗を――スン家の繁栄よりも破は滅めつを望んでいたのではないか、と。

　俺たちを家長会議に招こうと言いだしたのは、確かにヤミル＝スンだ。

　ヤミル＝スンが発案し、後から家長ズーロ＝スンの許可を得たのである。

　何をどう言いつくろったって、家長会議の場でこのような悪行をはたらくのは、デメリットのほうが大きいはずであろう。

　それに、最大の禁きん忌きが眠る食料庫に、いかにかんぬきを掛けていたとはいえ、他家の人間を近づけるなんて正気の沙汰とも思えない。現に、ヤミル＝スンも言っていたではないか。「スン家のかまどを預かりながら、気づかなかったの？」と。

　家族とともに生き永らえたかったという、確かにそういう気持ちもあったのかもしれない。

　だけどそれ以上に、ヤミル＝スンはスン家の腐くさり果ててしまった歴史に終しゆう止し符ふを打ちたかったのではないだろうか？

「お前の考えていることぐらいは想像がつく。それでもやめておけ。……おそらく、お前が何を話しても長姉の罪が減じられることはない。むしろ、よりいっそうの怒りを買う可能性すらある」

　低い声で囁ささやきかけてくるアイ＝ファに、俺も同じように「何でだよ？」と囁き返す。

「仮にお前の想像が当たっていたとしても、長姉が森辺の民を裏切ったことに変わりはなく、そこに、血をわけた家族をも裏切りあざむいたという罪がつけ加えられるだけだからだ。……家族を裏切り、害をなそうというのは、森辺において最大の禁忌なのだぞ、アスタよ」

　返す言葉が見当たらなかった。

　だから――ヤミル＝スンは、自分を含ふくめたスン家に断罪の刃やいばを振り下ろさせるために、俺たちやルウ家という外部の力をわざわざ呼び込んだのだろうか。

　そうして俺が煩悶している間に、家長会議は粛しゆく々しゆくと進められていった。

　とにかく、一刻も早く定めなければならない議題があったのだ。

　それはもちろん、スン家の者たちの処しよ遇ぐうである。

「もはやスン家に一族を統すべる資格はない！」

　ダリ＝サウティの言葉に異を唱える者はいなかった。

　では、どのような形で罪を贖あがなわせるべきか？

　幸いなことに、分家の人間の罪を問おうとする者もまたいなかった。掟を重んずるザザやジーンでさえ、それは同様であったのだ。

　では、誰の罪を問うべきか。

　ここで、会議は紛ふん糾きゆうした。

　本家の人間は全員、掟に従って頭の皮を剥がされるべきだ――

　否、それでは分家の人間を許すことに道理が通らない――

　ならば、家長のズーロ＝スンだけでも――

　いやしかし、これは先代家長から受け継がれた悪行であるのだ――

　だが、先代家長ザッツ＝スンは老齢の上、病魔に侵おかされ、余命いくばくもない――

　いや、しかし、だけれども――

「ええい、やかましい！　これでは埒らちがあかぬではないか！」

　と、爆発したのは、ダン＝ルティムだった。

　で、そのどんぐりまなこが、ぎょろりと俺をにらみすえたのだ。

「アスタ、お前はどう思うのだ？」

「え？　俺ですか？」

「うむ。スン家の悪行を暴いたのはアスタなのだから、ここはアスタが取り仕切るのが相応であろう？」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論理である。

　しかし、発言の機会をいただけたのはありがたかった。俺にも少し、思うところがあったのである。

「俺は――一番重要なのは、この先のことだと思っています」

「この先のこと？」

「はい。怒りにまかせて本家の人間を罰するのではなく、この先どうすれば森辺の民が正しい方向に進めるか――それに適した処遇を定めるべきなのではないでしょうか？」

「またガズランのように小難しい言葉を並べおって。もうちょっとわかりやすく話すことはできぬのか？」

「失礼しました。具体的に言うとですね、スン家への罰を定めるよりも、族長筋を失った森辺の民が、今後どのような形でジェノスと関わっていくのかを定めるほうが先なのではないかと思うのです」

　ダン＝ルティムを筆頭に、家長たちはみんな不思議そうな顔をしていた。

　ここでジェノスの名が出てくること自体が、意想外であったのだろう。

「やっぱりわからんな。石の都など、どうでもよいではないか？　俺たちは別に褒賞金など欲してはおらん。これを機に城との縁など絶ってしまったほうが清々するぐらいだわ」

「そういうわけにはいかないのではないですか？　『モルガの森の恵みを荒らしてはならない』というのは、ジェノスに定められた掟なのですから。言ってみれば、これはジェノスとの絆や信しん頼らいをも踏ふみにじった行こう為いなのでしょう？　……というか、森辺の民は、森を荒らさないという約定のもとに、森辺に住むことを許されたのではないのですか？」

　ざわざわと、家長たちの間にもどよめきが走り始める。

「もちろん、ジェノスにとっても森辺の民はなくてはならない存在です。この八十年間で、森辺の民はそれだけの地位を築きあげることができたのです。もしも森辺の民がこの地を去ってしまったら、ジェノスの繁はん栄えいも少なからぬ打撃を受けるでしょう。だからこそ、これからはもっと正しい縁えんをジェノスと結ばなくてはならないと思います」

「ふむ……まあ……言われてみれば、その通りなのかもしれんが……」

　それでもダン＝ルティムは、まだ今ひとつピンときていなそうな面持ちである。それぐらい、スン家以外の人間にとっては、ジェノスの城の存在など縁遠いものなのだろう。

　俺は、俺の内に存在する懸け念ねんに共感してもらうべく、とっておきの爆ばく弾だんを投下することにしてみた。

「ここからは俺の憶おく測そくも混じりますが、もしかしたら――ジェノスの城の人間は、スン家が掟を破っていたことを知っており、それを黙もく認にんしていた可能性すらありえると思います」

「何!?　それはどういうことだ!?」

「俺とアイ＝ファは、ジェノスの領主と縁のある人物と面識を得ているんです。その人物はスン家の堕だ落らくを憂うれいており、領主に何度も進言しているのだと言っていました。森の恵みについては置いておくとしても、スン家が狩人としての仕事をまっとうせず、怠たい惰だな生活に身をやつしているという事実は、すでにジェノスの領主の耳には入っているはずなのですよ」

　ざわめきがさらに広がっていく。

　死者に鞭むち打うつような真似まねではあるが――それでも俺は、語らなくてはならなかった。

「そしてまた、宿場町においてはスン家の人間が罪を犯してもお目こぼしをされる、という現状が確認できています。さらにはそこから、森辺の民が何をやらかしても罪には問われない、という風聞が流れているぐらいなのです。スン家を堕落させたのは、ただ褒賞金のことばかりでなく、そのように不当な優遇を与えたジェノスの有り様にもあるのではないでしょうか？」

　そうして俺は、下座に引き据すえられたスン本家の人々のほうに視線を巡めぐらせた。

　先代家長ザッツ＝スンを除く七名が、そこには顔をそろえている。

　もはや屍しかばねのように力を失っている、ズーロ＝スン。

　恐怖のあまり身体からだを震わせ続けている、ディガ＝スン。

　ようやく意識を取り戻し、瀕ひん死しの野犬みたいにうなだれている、ドッド＝スン。

　やっぱり何一つ理解していないように、うつらうつらとしている、ミダ＝スン。

　すべての表情を消し去って、足もとに視線を落としている、ヤミル＝スン。

　真まっ直すぐに背筋をのばし、潤うるんだ瞳で虚空を見すえている、オウラ＝スン。

　ふてくされきった顔つきで母親の腕に取りすがっている、ツヴァイ＝スン。

　そして、分家ではあるが罪人の一人であるテイ＝スンは、末席で固くまぶたを閉ざしている。

「スン家の人々を庇う気はありません。だけど、彼らを堕落させた原因の大部分は、褒賞金を含めたジェノスの領主との縁だと思います。ジェノスと間違った関わり方をすれば、森辺の民ですら堕落することもある、ということなのでしょう」

「アスタ、それは森辺の民を侮ぶ辱じよくする言葉とも受け取られかねないが」

　怒おこってはいないが相当に緊きん迫ぱくした声を、ダリ＝サウティがあげる。

　俺はそちらに向きなおり、「そうでしょうか？」と応じた。

「しかし、スン家だってもともとは一族を統べるに足る強き氏族だったのでしょう？　それが八十年という歳さい月げつをかけて、少しずつ少しずつ毒がたまるように堕落していったのではないでしょうか？　城の人間との縁を一身に引き受けたがゆえに――それは、町の人間と縁を結び、ありあまる富を手に入れつつある俺には、とうてい他人ひと事ごととは思えない話です」

「ふむ……」

「ありあまる富は、毒にも薬にもなりえます。それは晩ばん餐さんのときにも話し合われた通りです。スン家に代わって森辺を統べるのは誰なのか、褒賞金はどのように扱うのか、今後ジェノスとはどのように関わっていくのか――スン家の処遇と同じぐらい、それは重要な話でありましょう？」

「それはもちろん、その通りだ。しかし、スン家と同じぐらいの力を持つ氏族はルウを置いて他にないが、そのスン家すらこうして堕落し果てたとなると――さて、いったいどうしたものなのかな」

　そう言って、ダリ＝サウティは探るようにドンダ＝ルウを見た。

　ドンダ＝ルウは、にやりとふてぶてしく笑う。

「こんな夜中に眠りもせずに、いつまでくどくどと喋しやべっているつもりなんだ、貴様たちは？　より強い氏族が、森辺を統べる。弱き氏族に森辺を統べる力はない。そんなことは、考えるまでもなくわかりきってることだろうがよ？」

「それではやはり、ルウ家が新たな族長筋としての名乗りをあげる、ということなのだな？」

「ハッ！　スン家がいずれ滅ほろびさることは目に見えていた。遅かれ早かれ、俺たちはこういう道を辿たどる運命だったんだよ」

　ドンダ＝ルウはゆっくり立ち上がり、その場にいる全員を狩人の眼光でにらみ回していった。

「ルウの家長として、森辺のすべての家長らに言を捧ささげる。ルウは六つの氏族を眷族とし、民の数は百を数える。これほどの力を有する氏族は、森辺において他にない。……この言葉に異を唱える者は存在するか？」

　反論する者は、いない。

　ドンダ＝ルウは、いっそう不敵に口もとをねじ曲げる。

「一方、スン家は七つの氏族を眷族とし、民の数は同じく百余名。しかし、大罪を犯したスン家を除けば、その数は七十ていどとなろう。……この先それを統べるのは、ザザか？　ドムか？」

「そのようなことは、この場で決められるものではない。さしあたってはザザとジーンとドムが力を合わせて、眷族を導く他あるまい」

　無念の炎ほのおを双そう眸ぼうにくすぶらせつつ、ザザの家長が低い声で答えた。

「なるほどな」と、ドンダ＝ルウはダリ＝サウティのほうに視線を飛ばす。

「それに次ぐ氏族は、サウティだろう。貴様たちは、どれほどの血の縁を得たのだ？」

「サウティは五つの氏族を眷族とし、その数は六十ほどだ。ルウ家には遠く及およばない」

「ふん。それでもまあ、スン家を失った北の一族に劣おとる数ではねえな」

　満足そうに言いながら、ドンダ＝ルウはいっそう力強く双眸を燃やす。

「ならば、ここに提案する。族長筋を失った森辺の民たみは、ルウと、サウティと、ザザたち北の一族を長とするべきだろう」

「何だと!?」と声をあげたのは、やはりザザの家長だった。

「ルウと、サウティと、俺たちが長となる？　それはどういう意味なのだ、ルウの家長よ!?」

「どういう意味もへったくれもねえ。いくらルウ家が大きな氏族でも、このだだっ広い森辺の両りよう端はしにまでのばせるほどの長い腕は持ってねえんだ。その北と南のそれぞれの端に大きな氏族が居座ってるなら、その力を使わない手はねえだろうがよ？」

「しかし、それは……」

「三つの氏族で、森辺を統べる。ジェノスとの縁も、その褒賞金も、三つの氏族の長で受け持ち、毒とせずに薬となす。これ以上に上等な策があるなら、述べてみろ。ザザやサウティだけじゃねえ。すべての氏族の長たち全員に、俺は問うている」

　炯けい々けいと光るドンダ＝ルウの目が、また家長たちの姿を見回していく。

「いずれルウやサウティに劣らぬ氏族が現れるなら、そいつにも長としての資格を認めよう。何にせよ、森辺を統べる族長は一人じゃ足りねえ。その一人が腐っただけで、森辺の行く末は閉ざされる。それはスン家の者どもが身をもって示してくれたことだ」

　ズーロ＝スンは、反応しなかった。

　先代の家長から負の遺産を受け継ぎ、そのまま怠惰な生に身をやつしたかつての森辺の族長は、もはや死人のような面持ちでうなだれるばかりであった。

「俺の言葉に賛同する者は、立ち上がれ！　異のある者は、座して己おのれの言葉を語れ！」

　ルウの眷族たちは、すみやかに立ち上がった。

　小さな氏族の長たちも、ぽつりぽつりと立ち上がり――俺とアイ＝ファも、立ち上がる。

　最後まで悩んでいたのは、やはり北と南の一族たちである。

　いきなり族長筋としての責を担え、と申し渡された彼らの驚おどろきと困こん惑わくはどれほどのものであっただろう。

　それでもやがて、ダリ＝サウティらが立ち上がり――最後に、ザザやドムの家長たちも立ち上がった。

　満場一致の決定だ。

　ドンダ＝ルウは、厳しい面持ちでうなずいた。

「森辺の民としての誇りを失わず、サウティやザザと手を取り合い、一族に正しき道を示すことを、ルウ家の家長ドンダ＝ルウは、ここに誓おう」

「……サウティ家の家長ダリ＝サウティも、森辺の一助となることを誓う」

　かつてのスンの眷族たちは、しばらく憮ぶ然ぜんと立ち尽つくしていたが、やがてザザの家長が低い声で言った。

「俺たちは、これから眷族の長を決める。誰が長となっても、森辺の民として恥はずるところのない道を歩むことを、ここに誓う」

「何とも締しまらねえな。貴様らがまずなすべき仕事は、その眷族の長を定めることだ」

　ドンダ＝ルウが口もとを歪ゆがめて笑い、ザザの家長は「やかましい！」と言い捨てる。

「それでは、サウティと、さしあたってはザザの家長以外は楽にするがいい。……まずはこの夜に定めねばならぬ儀ぎがある」

　言われた通りに、俺たちはまた腰こしを下ろした。

　すっかりドンダ＝ルウの独どく壇だん場じようだ。

「スン本家の処遇を何とする？　まずは俺たちが道を示し、他の家長たちにそれを問うべきであろう」

　ドンダ＝ルウの言葉に、空気が一気に引き締まる。

「俺は……やはり、この夜に罪を犯した者と、家長のズーロ＝スンを処断するべきだと思う」

　と、ダリ＝サウティがすぐに応じた。

「長ちよう兄けいディガ＝スン、次兄ドッド＝スン、長姉ヤミル＝スン、そして分家のテイ＝スン。家長のズーロ＝スンを含めたこの五名の罪は明らかであろうからな」

「ふん。ならばそれは、森の恵みを荒らした罪はズーロ＝スンのみに贖わせる、ということだな。……そうすると、刀を抜ぬいたわけでもない長姉にはどのような罰を与あたえる心づもりだ？」

「それは……いささか難しいところだが、しかし長兄らに知恵をつけたのはその長姉であるのだから、同じていどの罰は与えるべきであろうな」

　それは、ドッド＝スンやテイ＝スンとともに右みぎ腕うでを切り落とす、という意なのだろうか？

　俺の口に、とてつもなく苦い味が広がっていく。

　しかし、それに続くザザの家長の発言はそれ以上に苛か烈れつであった。

「俺は、本家の人間全員に罪を贖わせるべきだと考える。森の恵みを荒らすという大罪を犯し、その罪を分家の人間にまで強いた罪は、重い。全員、頭の皮を剥ぐべきだ」

「ほう。しかし、本家といえども女衆には分家の人間にそこまでのことを強いる力はあるまい？　分家の人間は許し、本家の女衆には生命いのちをもって贖わせるというのは、ちぐはぐじゃねえか？」

「うむ……それはもちろん、考えぬではなかったが……本来であれば、分家の者たちも等しく裁かれるべきであるのだ。本家の人間には、その血をもって分家の人間の分まで罪を贖ってもらう他ないだろう」

　あんな幼いツヴァイ＝スンにまで、死罪を申し渡そうというのか。

　それが清廉にして苛烈なる森辺の習わしだとしても、とうてい俺には容認できない。

「……一つだけいいかしら」と、そこでヤミル＝スンが口を開いた。

　殺気をともなった眼光が幾いく対ついもそちらに差し向けられる。

「何もわかっていないみたいだから、教えてあげるわ。……スン家を腐らせたのは、先代家長のザッツ＝スンよ」

　家長たちの間に、殺気の内圧が高まっていく。

　しかし、ヤミル＝スンは冷たく凍いてついた表情のまま、淡たん々たんと言葉を紡つむいでいった。

「ザッツ＝スンは、毒の塊かたまりみたいな男だったわ。あの男と長い時間をともにした人間ほど、どんどん魂は腐り果てていった。十年ほど前に病魔に倒れるまであの男は家長として君臨して、本家の人間の魂を蝕むしばんでいったのよ」

「ハッ！　何を言い出すかと思えば、立ち上がることもままならぬザッツ＝スンにすべての罪をなすりつけようという魂こん胆たんか！　見下げ果てた人間だな、貴様は！」

　ザザの家長が、憤ふん怒ぬの形相で吠ほえたてる。

　ヤミル＝スンは、変わらぬ面持ちでそちらを一いち瞥べつした。

「すべての罪があの男にあるとは言わないわ。ただ、あの男の毒に侵されなかった人間もいる、ということが言いたかっただけよ。……十二年前に嫁いできたオウラ＝スン、その頃ころに生まれたツヴァイ＝スン、そして生まれながらに心の一部分が欠けてしまっているミダ＝スン……この三人は、ザッツ＝スンに魂を蝕まれてもいないし、分家の人間と同じだけの罪しか犯してはいない」

　そして、ヤミル＝スンは――座したまま、その額が床ゆかに付くぐらい深々と頭こうべを垂れた。

「だから、分家の人間を許すなら、この三人も許してほしい。……魂を腐らせてしまったのは、わたしたちだけなのよ」

「何言ってんだヨ！　そんなのおかしいじゃないかッ！」

　幼年ゆえに拘こう束そくはされていなかったツヴァイ＝スンが、ばね仕掛けの人形みたいにぴょこんっと飛び上がる。

　監かん視し役やくとして立ちはだかっていたルド＝ルウが、慌てた様子でその襟えり首くびをひっつかんだ。

「おい馬ば鹿か、動くなよ、ちび」

「うるさいヨ！　スン家の行く末を一番心配してたのはヤミルじゃないか！　そんなヤミルがどうして死ななきゃならないんだヨ！」

「それは、こんな方法でしかスン家を救う道が思いつけないような人間だからよ」

　ヤミル＝スンは面を上げて、唇の端を少しだけ吊つり上あげた。

「わたしはディガよりもドッドよりも早く生まれた。だからその分、ザッツ＝スンに毒されてしまっているの。わたしの魂はもう取り返しがつかないぐらい腐り果ててしまっているのよ」

「いつ生まれたとか関係ないヨ！　ヤミルだって……家族じゃないか！」

　ツヴァイ＝スンの大きな目から、ぼろぼろ涙が噴きこぼれる。

　そして、ルド＝ルウに襟首をつかまれたまま、ツヴァイ＝スンは父親や兄たちのほうをにらみつけた。

「ロクでもないことをするのは、いっつもアンタたちだ！　アンタたちがそんな腰こし抜ぬけだから、ヤミルがこんな風になっちまったんじゃないか！　あんな寝たきりのじーさまの何がそんなに怖こわいのサ!?　どうしてせっかくの銅貨を、もっとまともなことに使えなかったんだヨ！」

　ズーロ＝スンたちは、何も答えない。

　まだこの破滅的な状じよう況きようを現実のことと認識できていないかのように、彼らは無言でうなだれるばかりであった。

　各氏族の家長たちは、少なからず心を乱された様子で顔を見合わせている。

　やがて口を開いたのは、ザザの家長だった。

「やはり、罪の大きさによって罰ばつを違えるというのは難しいのではないか？　これならいっそのこと、掟の通りに本家の人間も分家の人間もすべて処断してしまったほうが正しいようにすら思えてしまう」

「それはあまりに短たん絡らく的てきだろう。四十名もの人間の生命を、そのように軽んじるべきではない。……ドンダ＝ルウは、どのように考えているのだ？」

　ダリ＝サウティに問われて、ドンダ＝ルウは少し押し黙だまった。

　それから、スン家の人々を一通り見回し、いくぶん重たげに口を開く。

「……俺は十年の昔から、スン家の罪を問い続けてきた。さらに遡さかのぼれば、二十年の昔から、俺の父はスン家の罪を問い続けてきた。その言を聞き入れず、スン家を守り続けたのは、スンの眷けん族ぞくたるザザやジーンだ。……ザザやジーンが邪じや魔ま立てしていなければ、きっと俺の父は二十年前にザッツ＝スンの首を刎はねていただろう」

　ザザの家長は、無念そうに唇を噛かむ。

「今となっては、返す言葉もない。……しかし、それがどうしたというのだ？」

「スンの人間は救い難がたい。特に長兄と次兄などは下げ衆すの極みだ。だが、族長筋を腐らせたのは、誰だ？　スン家を守ろうとした貴様たちにも、スン家を裁ききれなかった俺たちにも――そして、力がないゆえに何も為なすことができなかった小さな氏族の人間たちにも、少なからぬ責があるのではないか？」

　ドンダ＝ルウの双眸は、いつになく静かに燃えているように見えた。

「俺は、先代家長のザッツ＝スンと、現在の家長であるズーロ＝スンを除く全員に、一度きりの機会を与えてもいいと考えている」

「一度きりの機会？」

「ああ。森辺の民として生きて死ぬ、最後の機会をだ。……もちろん、本人たちにそれを受け入れる覚かく悟ごがあれば、だがな」




◇




　祭祀堂を遠くに眺める位置で腰を落ち着けた俺たちは、眠気をこらえながらぽつりぽつりと言葉を交わし合った。

「俺はドンダ＝ルウっていう人間を見誤っていたかもしれないな。あの人は、もっとザザとかの家長と同じような、ガチガチの石頭だと思っていたよ」

　ドンダ＝ルウの出だした結論。

　それは、ルウやザザなどの有力な氏族が、スン本家の人間たちをそれぞれ家人として受け入れる、というものだった。

　むろん、嫁や婿に取る、などという生易しい話ではない。スンの名を廃はいし、他の家族との縁を切らせて、もっとも立場の低い存在として家の仕事に従事させるのである。

　それで改心したと認められた者には、その家の氏を与えてやればいい。

　認められなければ、血を遺のこす機会も与えられず、朽くちていくだけだ。

　きわめて苛烈な――それでいて、森辺には前例のない救済の道であっただろう。

　ザザやサウティのみならず、すべての家長たちが惑わく乱らんを隠せずにいたが、それでも最終的にはドンダ＝ルウの案が受け入れられることになった。

「ドンダ＝ルウは、そこまで掟おきてやしきたりを重んずる人間ではない。どちらかといえば、自分の気持ちや感情をいかにして掟やしきたりと重ねられるかに腐ふ心しんしている人間であろう」

　まぶしそうに、あるいは眠たそうに目を細めたアイ＝ファが、そんな風に応じてくれた。

「しかしまあ、これだけの騒さわぎになって、それでも一人の人間の血も流されずに済んだのは、確かに驚くべきことかもしれんな」

「ああ、それは本当にほっとしたよ」

　まだ全員の行き先が定まったわけではないが、危険人物たるディガ＝スンとドッド＝スンだけは、ドムの家に入ることが決定していた。どうやら北の一族の中でも特に蛮勇を誇るらしいドム家の家人となり、狩人としての仕事に従事させられるのだ。

「そんなの、あのぼんくらどもにとっては死罪と変わんねーじゃん」と、こっそりつぶやいていたルド＝ルウの言葉に何とも言えない気持ちを味わわされたが、それでも、頭の皮を剥がされたり、右腕を叩たたき斬きられたりするよりは、ずっとましだろう。

　昨晩は、殺してやりたいぐらいに激情をかきたてられてしまった相手であるが、アイ＝ファが無事であった以上、死んでほしいとまでは思えない。

　ただ――二度と顔を合わせたくはない、というのは偽いつわらざる本心だ。

「ミダ＝スンとかヤミル＝スンはどこの家に入るんだろうな。よっぽどの家じゃないと、扱あつかいきれないと思うけど」

「さてな。それこそルウの家にでも入るのではないか？」

　その言葉の不ふ機き嫌げんそうな調子に「うん？」と思って振ふり返かえると、アイ＝ファの細めた目がとても冷ややかに俺を見ていた。

「……アスタよ、お前はいったい何人の女衆の裸ら身しんを目にすれば気が済むのだ？」

「ええ？　そこかよ！　あんなおぞましい血まみれの姿で裸身もへったくれもないだろう？」

「血まみれでなければ良かったのに、というわけか」

「そんな意図はない！　というか、人聞きが悪いにもほどがあるだろ！　俺が今まで裸身を目にしてしまったのはこの世でただ一人アイ＝ファだけなんだぞ!?」

　こめかみに、肘ひじを入れられた。

　そのタイミングで、大おお柄がらな人ひと影かげが近づいてくる。

「何をやっているのだ？　裸身がどうとか聞こえたようだが」

「あいててて……いえ、何でもありません。どうかしたのですか、ダリ＝サウティ？」

「いや、俺も少し休みたかっただけだ。サウティの集落に帰る前に、片付けねばならぬ問題が山積みになってしまったからな」

　本家の人間たちの行き先の選定。

　分家の人間たちの処遇。

　食料庫に蓄たくわえられた森の恵めぐみの処分。

　荒らされてしまった森の現状調査。

　そして――ザッツ＝スンとズーロ＝スンの処断、である。

「とりあえず、今すぐに処断、ということにはならなかった。ズーロ＝スンにはジェノスとどのようなやりとりをしていたのかを問い質たださなくてはならないし、ザッツ＝スンは――どの道あと何月も生きられぬ身であるようだからな」

「そうですか……」

　スン家は族長筋としての権けん威いを剥はく奪だつされ、三つの氏族がその座を引き継ぐことになった。

　その事実に対して、ジェノスがどのような反応を見せるのか。

　スン家とは異なり、森辺の民としての誇ほこりを有する新たな族長たちと、ジェノスの有力者たちは正しい縁を結ぶことができるのか。

　そちらでも、新しい試練が始まるのだ。

「例の件だけは、くれぐれもよろしくお願いいたします」

「ああ。城の人間が法をねじ曲げてまで森辺の民を擁よう護ごしていたなどとは、まったく馬鹿げた話だ。今までそのような目で町の人間たちに見られていたかと思うと、虫むし唾ずが走るわ」

　ダリ＝サウティが、パシンと手の平に拳こぶしを打ちつける。

「旅人を襲い、女をかどわかし、作物を奪い去る――スンの人間は、本当にそこまでの罪を犯していたのだろうか？」

「それはわかりません。でも、分家の人間にはそんな悪行をはたらく気力もないようでしたから、本家の人間が行動の自由を失う今日以降にそういう話が出なくなれば、やはりスン家の仕業だったということになるのでしょうね」

「それが真実だとしたら、やはり長兄と次兄に対する処分は甘い気がしてしまうな。……まあ、ドム家に入るという処分がそこまで甘いわけでもないが」

　ドム家というのは、そこまで苛烈な一族なのだろうか。

　まあ、ザザやジーンよりも寡か黙もくであり、そしてギバの頭骨をかぶっているドムの家長らのたたずまいは、確かに群を抜いて恐ろしげであったが。

「それに、テイ＝スンという分家の男衆もな。あれもドム家に預かるよう、俺おれは進言するつもりだ」

「え？　そうなのですか？」

「ああ。あれは家人が絶えたために、本家でともに暮らしていたらしい。ならば、本家の人間と同じように扱うのが相応だろう。……そして、あの男衆は家長の嫁であったオウラ＝スンの父親でもあるそうだ」

　俺は、言葉を失ってしまった。

　ならばそれは、ズーロ＝スンの義理の父であり、ツヴァイ＝スンの祖父でもある、ということではないか。

　そんな人物が、本家の人間たちのいいように扱われていたというのか。

　最後の最後で、とてつもなく深い闇を覗のぞき込んでしまったような心地ここちだ。

「……それでも、人生の最後に狩人かりうどとしての生をまっとうできるならば、まだしも幸福なのではないかな。生まれたときから狩人としての誇りを持ち得なかった本家の長兄や次兄とは異なり、あのテイ＝スンという男衆には狩人として生きていた時代もあったのであろうから」

　そうか。すでに五十の齢よわいを越えているならば、若かりし頃はきちんとギバ狩がりの仕事に励はげんでいた、ということになるのだ。

　その上で、狩人としての誇りを奪われてしまったのなら――無残だ。

　いったい彼かれは、どのような気持ちでディガ＝スンたちに従っていたのだろう。あの腐った魚のような瞳ひとみになるまでは、どんな人間だったのだろう。

　そんなことに思いをはせると、何だかじくじくと胸が痛くなってしまう。

「そこまでを踏まえて、ドンダ＝ルウはあやつらに最後の機会を与えたい、と言い出したのかもしれないな。悔くやしいが、俺やザザの家長などは、まだドンダ＝ルウほど長としての力は持ち得ていないようだ」

　そう言って、ダリ＝サウティは俺たちに背中を向けた。

「同じ過ちは犯さず、同じ悲劇は繰くり返さないように、俺たちは民に正しき道を示さなくてはならないのだろう。……ではまたのちほどな、ファの家のアスタにアイ＝ファよ」

「はい、またのちほど」

　俺は挨あい拶さつを返したが、アイ＝ファは無言のままだった。

　そういえばさっきからずっと静かだな、と思ってそちらを振り返ろうとしたとき――アイ＝ファの頭が、こつんと右みぎ肩かたにぶつかってきた。

　どうやら俺とダリ＝サウティが言葉を交わしている間に、眠ってしまったらしい。

　まあ、昨晩はたぶん二、三時間しか眠れなかったのだから、しかたがない。あげくにあのような騒ぎであったのだから、誰も彼もが疲つかれ果てているのである。

（それでも――何とかかんとか、自分たちの仕事は果たせたよな？）

　そして明日あしたからは、宿場町でまた商売だ。

　今日だって、この後は仕込みの作業が待ちかまえている。

　ちょっとぐらいは休ませてもらわないと身がもたない。そんなことを考えながら、俺もアイ＝ファのほうに体重を預けて、重たいまぶたを閉ざさせてもらうことにした。
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箸休め　～銀の壺～







　不毛の荒野を東から西へと疾しつ駆くする一団があった。

　二頭引きのトトスの荷車が、五台。その御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握にぎるのは、いずれも黒き肌をした東の王国シムの民である。

　彼らは商団《銀の壺》の面々であった。

　それを率いる若き団長シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノは、先頭を走る荷車の荷台に腰を落ち着けて、流れ過ぎる風景を窓から静かに見やっている。

　太陽は、すでに西の果てに没ぼつしかけていた。

　その赤みがかった黄たそ昏がれ刻どきの陽光に照らし出されているのは、住むものもない辺境区域の殺さつ伐ばつとした風景である。

　大地は乾き、ひび割れている。木々は立ち枯がれ、何の恵みも期待できそうにない。さらに南へと下っていけば、ここよりも荒こう涼りようとした灼しやく熱ねつの砂漠地帯が待ち受けている。ここは貪どん欲よくなる石の都の住人たちからも見捨てられた、不毛の自由国境地帯であるのだ。

　彼らが荷車を走らせているのも、砂が剥むき出しになった道なき道である。よほど慣れている者でなければ、いきなり突とつ出しゆつする岩塊にトトスの足を取られたり、荷車の車輪をぶつけたりして、すぐに立ち行かなくなってしまうことだろう。

　しかし彼らは、熟練の旅人であった。

《銀の壺》は年に一回この悪路を踏とう破はして、西の王国セルヴァまで遠えん征せいしているのである。

　シムからセルヴァまでおもむくには、おおまかに分けて二つの道しか存在しない。北の王国マヒュドラとの国境沿いを抜けるか、あるいはこの不毛なる南方の自由国境地帯を抜けるかだ。

　北方の道は整備されているが、野や盗とうが多い。南方の道は余人にわずらわされることも少ないが、自然そのものが敵となる。危険の度合いにおいては、そこまでの差はないだろう。彼らは《銀の壺》を結成した先達の時代から、野盗ではなく自然を相手取る試練を己に課していた。

　が――このように不毛の地でも、野盗の存在が皆かい無むなわけではない。

　その事実を、ひさかたぶりに彼らは体感することになった。

「シュミラル」と、御者台で手綱を握った若者が声をかけてくる。

「はい」とシュミラルはそちらに身を乗り出した。

　半ば没した炎ほのおの円えん盤ばんを背に、いくつもの黒い影かげがこちらに向かってくる。

　トトスに乗った、野盗の群れである。

　人数は十名ほどであろうか。その幾名かは、ぎらぎらと光る銀色の蛮ばん刀とうを振り上げている。

　行く手から向かってきている以上、こちらも逃げ出すわけにはいかない。それに、重い荷を引いたトトスで野盗を振り切ることは不可能だろう。ほんの一いつ瞬しゆんだけ思案してから、シュミラルは同どう胞ほうに合図を送って荷車を停止させることにした。

「何だ、ずいぶん物分かりのいい商人どものようだな。そのまま大人しくしてりゃあ生命までは取らねえよ」

　野盗どもが散開して、五台の荷車を取り囲む。

　その中で、とりわけ大おお柄がらな体たい躯くをした男が蛮刀を手に近づいてきた。

　褐かつ色しよくの縮れた髪かみをした、西の民だ。

　薄うす汚よごれた胴どう衣いと腰あてを纏まとっており、革の帯には水すい筒とうや布の袋ふくろを提げている。傭よう兵へいくずれか何かであろうか、トトスの手綱さばきもなかなか巧たくみであるようだ。

　シュミラルは御者台の横に立ち上がり、その野盗の頭目と思おぼしき人物と相対した。

「あなたがた、北から、やってきたのですか？」

「ああ？　俺たちがマヒュドラの民にでも見えるってのか？　手前らは、あの蛮族どもとも縁えんを結んでやがるんだろうがよ？」

「そういう意味、違います。西の民であること、理解できています。ただ、ここより北の区域から来たのか、聞いています」

「わけのわからねえ野郎だな！　ま、西の言葉を喋れるだけ上等なシム人かもしれねえけどよ！」

　男がせせら笑うと、それに追従するようにあちこちから下げ卑びた笑い声があがった。

　シュミラルは、無表情にそれを見返す。

「あなたがた、肌はだ、赤く焼けています。ゆえに、南方に来て間もない、思ったのです。西の民、南方で生まれた人間、もっと肌、黄色いです」

「だったら何だってんだ？　時間稼かせぎなんざしたって、こんな辺境に警備隊はやってこないぜ？」

「この区域、シムの民を襲おそう野盗、少ないです。私たち、十名います。そちらも十名です。普ふ通つう、野盗、私たち、回避します」

「……ああ？　何を言ってやがるんだ？」

「一人のシムの民、襲う、五名の人数、必要です。あなたたち、五十名、必要です」

　シュミラルがそのように宣言すると同時に、頭目の男は「ぬわっ！」とのけぞった。

　そのまま男は地面に墜つい落らくし、主人を失ったトトスはきょとんと長い首を傾かしげる。

「お、お頭？　いったいどうしたんですか!?」

「手前ら、いったい何をしやがった！」

　残された野盗どもが、その手の得物を振り上げる。

　それを横目に、シュミラルはゆったりと言葉を重ねた。

「シムの民、無力、ありません」

　三名の男たちが、先を争あらそうようにトトスから転落していった。

　シュミラルの同胞たちが、吹き矢で攻撃を仕掛けているのである。

　その吹き矢の矢や尻じりには、いずれもバナギウズという強力な麻ま痺ひの毒が塗ぬられているはずであった。

「残り、六名です。略りやく奪だつ、あきらめますか？」

　シュミラルは静かに問い質した。

「全員、意識を失う、危険です。助けるものないまま、辺境、夜を迎むかえる。死、まぬがれません」

　さらに一人の男が落ちる。

　残り半数となった男たちは、錯さく乱らんしてわめき声をあげることになった。

「こ、こいつらはシムの呪じゆ術じゆつ師しだ！」

「近づくと呪のろわれるぞ！」

　薬草や毒草の扱いに長たけた東の民は、呪術師、あるいは魔ま法ほう使つかいとして西や南の民に恐おそれられているのである。その風説を、ようやく彼らも思い知らされることになったのだろう。

「人間、殺める、本意でありません。略奪、あきらめたなら、同胞、ともに、お帰りください」

　残された野盗どもは今すぐにでも逃げ去ってしまいそうな気配であったので、シュミラルはそのように声をかけることにした。

　バナギウズの毒を撃うち込まれた人間は半日ほど動けなくなってしまうので、このままでは五名の人間が無防備なまま夜を迎えることになってしまうのである。

「願わくば、正しく生きてください。あなたたちの神、あなたたちの生、お見守りしています」

　男たちは顔面蒼そう白はくで、シュミラルたちの動向を警けい戒かいしながら、それでも地面に落ちた仲間たちを救出し始めた。

　そうして主人を失ったトトスの手綱も取り、あとは一目散に北の方向へと逃げていく。

「では、行きましょう」

　シュミラルの合図で、五台の荷車は再び前進し始める。

　その手綱を握りながら、若い同胞はシュミラルを振り返ってきた。

「西の民、野盗、多いです。彼ら、何故なぜ、正しく生きる、しないのでしょう？」

《銀の壺》の団員は西の言葉をすみやかに習得できるように、なるべく普ふ段だんから母国の言葉を使わないように心がけていた。

「彼ら、おそらく、働く場所、ないのでしょう。仕事ない、ゆえに、略奪で生きようとするのです」

「西の王国、東の王国より、広大です。なのに、仕事、ないのですか？」

「はい。ゆえに、領地の奪い合い、絶えないのかもしれません」

　西の王国セルヴァは、いにしえの時代より北の王国マヒュドラと領地の奪い合いにいそしんでいるのだった。

　もっとも東の王国シムとて、南の王国ジャガルとはいまだに平和な関係を築けずにいる。国境からは遠い草原の区域に生まれ育ったシュミラルたちにはあまり実感の持てない話であったが、今でも両国はどこかで相争っているはずなのである。

「……時間、取られました。先、急ぎましょう」

　ほとんど没しかけてしまっている太陽を目指して、彼らは荒野を走り続けた。

　西の王国セルヴァの入口たる辺境都市ジェノスまで、残る道程は五日ほどであるはずだった。
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　野盗どもを退しりぞけてしばらくの後、いよいよ夜のとばりの降り始めた薄うす闇やみの向こうに、彼らは野営の明かりを見み出いだすことになった。

　なかなか大掛かりなかがり火である。このような不毛の地でも他の旅人と出くわすことは少なくないが、ちょっとその規模が尋じん常じようでないように感じられた。

「何でしょう。西の民、商団でしょうか」

　同胞の問いには答えずに、シュミラルは夜闇を透かし見た。

　大勢の人間が晩餐の準備をしているようにうかがえる。が、その人数は十や二十ではきかない様子だった。

「速度、ゆるめてください。刺し激げき、避けましょう」

　シュミラルはとある予測を立てていた。

　そしてその予測は、いくばくもなく確証を得ることになった。

　かがり火の脇に立っていた男が、シュミラルたちの姿に気づくなり、怒声を叩きつけてきたのである。

「貴様たち、東の民だな！　俺たちの集落に何の用だ！」

　褐色の髪に緑色の瞳、赤みがかった白い肌にずんぐりとした体躯。

　それは南の王国ジャガルの民であった。

　その男の声に導かれて、闇の向こうから新たな人影がわらわらと集まってくる。その手には、いずれも彼らの身長より長い槍やりが握られていた。

「私たち、商団、《銀の壺》です。西の町、ジェノス、向かっています」

　ここは自由国境地帯である。どの王国の人間でも踏ふみ込むことが許されており、そして、どの王国の法にも守られていない。このような場で敵対国たるシムとジャガルの民が行き逢うのは危険なことだった。

　しかもジャガルの民たちは、総勢で百名ばかりもいるように感じられた。争いになったら、さきほどのように毒矢であしらうことも難しい。

「商団だと？　ハッ！　こんな忌々しい辺境区域を通り抜けてまで商売か。貴様らの強欲加減には恐れ入るばかりだな！」

　最初に怒声を張り上げた壮そう年ねんの男が、悪意を剥き出しにしてそう言った。

「だが、ここは俺たちの集落だ！　東の民の好きなようにはさせん！　とっとと立ち去るか、あるいはあくまで争うか、真っ黒な顔をしたシムの神におうかがいをたててみるがいい！」

「争う気持ち、ありません。私たち、西に向かいたい、それだけです」

「ならば、俺たちの集落を避よけていけ！　この火の内側に一歩でも踏み込んだら侵略行こう為いと見なすぞ！」

　自由国境地帯において、そのように恫どう喝かつされるいわれはない。

　しかし、血の気の多いジャガルの民と口論をするような愚は犯さず、シュミラルはトトスの首を北方に向けさせた。

　点々と円を描く形で灯ともされたかがり火を大きく迂う回かいして、西に向かう。その間、ジャガルの男たちはずっと木槍を手にシュミラルたちの動向をうかがっていた。

「シュミラル、円の中央、いくつもの家、あるようです」

　と、低く潜ひそめられた同胞の声が響ひびく。

「いつの間に、集落、築いたのでしょう。半年前、同じ道、辿ったとき、そのようなもの、なかったはずです」

「はい。この半年、築いたのでしょうね」

「何故でしょう？　ジャガルの領土、砂漠より南、とても遠いです。この区域、野盗、毒虫、人ひと喰くいの大おお蜥蜴とかげ、危険です。……そして、土地、痩やせています」

「はい。ですが、このあたり、湧わき水、あったはずです。時間かければ、田畑、耕すこと、可能です」

　そうだからこそ、シュミラルたちもこの近辺を本日の野営の場所にするべく目指していたのである。

「彼ら、住すみ処か、追われたのでしょう。この地、新たな故郷、定めたのです」

「では、我々の旅、これまで以上、困難になりますね」

　彼らが砦とりででも築いてしまったら、確かにシムの民がこの区域を通り抜けるのも困難になるだろう。

　しかし、シュミラルがそれほどの危機感を覚えることはなかった。

「砦、築かれたら、危険です。しかし、そこまでの力、つけること、不可能でしょう。少し遠回り、それで十分です」

　百人かそこらの人数で、不毛の荒野のど真ん中に集落を築く。それがどれほど困難なことであるかは、火を見るよりも明らかなことである。それを砦にまで発展させることなど、とうていかなうとも思えなかった。彼らには、一日一日を生き抜くことさえ、神の庇ひ護ごが必要となるはずだ。

　しかし、そのような生を選ばざるを得ない状況が、彼らの身に訪れたのだろう。ひょっとしたら、東の王国との戦乱で住む場所を奪われてしまったのかもしれない。そのように考えれば、すべてはシムの思し召めしであった。

「かがり火、見えなくなるまで、離はなれましょう。そうすれば、おたがい、安心です」

　松明たいまつに火を灯し、粛しゆく々しゆくと前進する。何せ身を隠かくす場所も少ない不毛の荒野であるため、集落のかがり火が見えなくなるのには、半刻ばかりもトトスを走らせる必要があった。

「もういいでしょう。この地、野営の場、定めます」

　獣けものの顎あごのようにせりだした巨きよ大だいな岩塊の陰かげで、シュミラルは荷車を停止させた。

　トトスは荷車から解放し、地面に打ち込んだ鉄の杭くいに手綱を繋つなぎ止める。五台の荷車はそれを囲むように配置して、場の中央に火を起こす。それぞれの荷車に乗っていた十名の団員たちが定められている通りの仕事をこなし、すぐに野営の準備は整えられた。

「水、補充、できませんでした。なるべく、使用、控ひかえるべきでしょう」

　シュミラルの言葉に、晩ばん餐さんの準備を始めようとしていた同胞が小さくうなずいた。

　明日の中天には次なる泉にまで辿り着ける予定であったが、そこでも何か不測の事態が生じてしまったら、いよいよ生命に危険が差し迫ってくる。ゆとりのある内に使用を控ひかえるのは当然の判断であった。

　焚き火の四方に組まれた石の台座の上に、大きな鉄てつ鍋なべが設置される。

　そこに加減された量の水が注がれて、さらに三種類の食材が投じられる。

　ギャマの干し肉と、干したアリアと、ミンスの豆である。

　ギャマとは、シムの全域に生息する獣であった。

　アリアはシムのみならず、セルヴァやジャガルでも食べられている滋じ養ようゆたかな野菜だ。

　そしてミンスは、シムの草原で採れる豆である。

　セルヴァやジャガルの民はフワノやポイタンといった穀物を主食にしているが、シムの中央部ではこのミンスの豆が主食であった。このミンスもまた腐らないように煎いられているが、水で煮に立てるとやわらかく戻もどる。これらの食材をチットの実で辛からく煮つけるのが、シムの旅人の野営における常食であった。

「シュミラル、どうそ」

　と、完成した料理が木皿によそわれて、まずは団長のシュミラルに供される。

　敷物の上に座したシュミラルは礼を言ってそれを受け取り、まずは木き匙さじで汁しるをすすった。

　砕いたチットの実で赤く染まった、辛い汁である。

　ギャマの干し肉からにじんだ塩気が、それに旨うまみを添そえている。水気を控えめにしているため、普段よりも強い味付けだ。

　干し肉をかじると、さらに強い塩気が口の中に広がった。

　舌が疲れたら、水ではなくギャマの酸っぱい乳酒で口の中を潤うるおわせる。

　一日中荷車に揺られていた身体からだに、さまざまな滋養がしみわたっていくのが感じられた。

　ただし、あくまで保存性を重視した携けい帯たい食料ばかりであるので、お世辞にも美味とは言い難い。肉は木の皮のごとき噛み応えであるし、アリアやミンスだって新鮮なほうが美味であるに決まっている。身体が滋養を求めていなければ、そうそう喜びの気持ちで食せるものではないだろう。

『ジェノスに到着する日が待ち遠しいですね』

　と、ふいに横合いから母国の言葉で呼びかけられた。

　まだ《銀の壺》に入団して間もなく、西の言葉をあやつることのできない最年少の同胞であった。

『さすがにひと月もこのような食事が続くとげんなりさせられてしまいます。自分は東の民たみなのに、キミュスの肉やママリアの果実酒が恋こいしくなってしまうほどです』

『そうだね。私も同感だよ』

　シュミラルも母国語で応じると、若者は得たりとばかりに身を乗り出してきた。

『ですが、ジェノスも豊かな町であるわりには、粗そ末まつな食事を出す店が多いです。城下町の店であれば、もっと上等な食事を口にすることもできるのではないでしょうか？』

『どうだろう。城下町で食事をしたことはないので、よくわからないな』

『ジェノスも城下町と宿場町ではまるで別の国であるかのような様相ですからね。寝ね泊とまりする場所は宿場町で求めるしかないとしても、軽い食事をするぐらいだったら城下町でも――』

『おい』と、そこで別の同胞が声をあげた。

　副団長の、ラダジッド＝ギ＝ナファシアールであった。

『何でもいいが、感情をこぼしすぎている。少しはつつしむべきであろう』

『そうですか？　きちんとつつしんでいたつもりなのですが』

　若者は、手の平でぺたぺたと自分の顔を撫なで回した。

　ラダジッドは、静かに首を横に振る。

『表情は動いていなかったが、挙動や口ぶりから感情がこぼれている。シムはすべてを見ているぞ？』

　東の民は、感情を表にあらわすことを恥はじと考えていた。

　若者は、背筋をのばしてその場に座すわりなおす。

『それに、我々は富を得るためにセルヴァへとおもむくのだ。稼いだ銅貨はシムに持ち帰るべきであり、無む駄だにつかうべきではない。城下町での食事などもっての外ほかだ』

『はい、それは承知しています。……しかし、宿場町の食事は味気ないものが多くはないですか？　肉や野菜は豊かであるのに、どこか物足りなく感じてしまうのです』

『西の民は、東の民ほど香草を使わない。それで味付けには塩ぐらいしか用いないのだから、いささか味気なく感じるのも当然のことだろう』

　そのように言って、ラダジッドは自分の手の木皿を高く掲かかげた。

『しかしそれでも、しなびたアリアやミンスの汁をすするよりは上等だ。味が足りなければ、自分でチットの実をまぶせばいい』

『ごもっともです』と若者も同意を示した。

　ここまでの道中で、さしもの彼らにも疲ひ労ろうがたまってきているのだろう。シムの領土からジェノスまでは、毎日トトスを走らせてもおよそ二ヶか月げつはかかるのである。

　それで最初の一ヶ月を過ぎると、後は人じん跡せきもまれな不毛の荒野をひた走ることになる。そうなるともう新たな食材を調達することもできなくなるので、携帯食料を口にする他なくなってしまうのだ。

　しかし、そんな過か酷こくな旅もあと五日ほどでようやく終わることになる。

　最初の目的地ジェノスにさえ到着してしまえば、後は町から町へと渡り歩き、野で夜を明かすこともほとんどなくなる。そうして数ヵ月をかけて西の王国の領土を巡り、祖国から携たずさえてきた商品を売りさばく。それがシュミラルたち《銀の壺》の生なのだった。

　祖国シムへと戻るのは、一年近くも先の話だ。

　彼らは祖国で過ごす時間よりも、旅をしている時間のほうが倍ほども長いのである。

　東の王国シムの、特に平和な草原地帯に生まれついた人間は、こうして放ほう浪ろうの生に身を投じる者が多い。シュミラルたちのように商団を組むのではなく、単独や少人数でセルヴァやマヒュドラを旅する人間も少なくはない。一つところに留とどまることなく、風にまかせて流れゆくのが、草原の民の気き性しように合っているのだろう。

（この旅では、どのような出会いが待ち受けているのかな）

　そんなことを考えながら、シュミラルは空になった木皿を敷物に置いた。

　同胞たちも、そのほとんどは清貧なる食事を終えたようだった。

『それでは休むことにしよう。夜番の者は、特に東の方向に気をつけるように。さきほどのジャガルの民たちが襲ってこないとも限らないからな』

　そうしてこの夜も、昨日までと同じように静かに更ふけていったのだった。
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　それから四日後。

　ジェノスまであと一日とわずかという地点で、ようやく荒涼とした風景にも変化が訪れた。

「モルガの山、見えましたね」

　手綱を握った同胞が、少しだけ感情のにじんだ声で言う。

　西の果てに、暗緑色の巨大な森の影が見えていた。

　さまざまな伝承に包まれた人外秘境の山、モルガである。

　名目上、モルガの山は西の王国セルヴァの領土とされている。しかし、その山中に人が踏み入ることは許されていない。モルガの山にはヴァルブの狼おおかみ、マダラマの大だい蛇じや、そして野人といった凶きよう悪あくなる獣が棲せい息そくしており、山を荒らせば都が滅ぶとまで伝えられているのである。

　ただし例外的に、その山さん麓ろくの森には人間の集落が築かれていた。

　それがいわゆる、森辺の民――ジャガルを捨ててセルヴァへと神を乗り換えた『まつろわぬ民』たる森辺の狩人たちである。

　森辺の民もまた、謎なぞの多き一族であった。

　その正体は、いにしえの時代にシムとジャガルの血が合わさった混血の一族とされているが、それも風説の一つに過ぎない。彼らはジャガルの名もなき『黒の森』に潜み、外界との交流を避けて長きの時を生きてきた。凶悪なる人喰いの黒くろ猿ざるを狩り、その毛皮を纏って森の中を駆ける、正体不明の蛮族であったのだ。

　それが八十年前に『黒の森』が戦火に焼かれて、彼らは住む場所を失った。

　彼らはジャガルで開拓民や兵士になることをよしとせず、一族総出でこのモルガの山麓に移り住んだ。何よりも尊ぶべき神をあっさりと乗り換かえて、西の領土に移り住んでしまったのである。

　どうやら森辺の民には、四大王国の民であるという意識が備わっていないらしい。彼らの神は、森なのだ。ゆえに、南方神を捨てて西方神の子となることに、彼らは何の躊躇ためらいも見せなかった。

　そんな彼らを、人々は恐れた。

　また、彼らは恐るるに足る一族であった。

　モルガの山麓に住みついた彼らは、当時のジェノスで災さい厄やくの象しよう徴ちようとされていた凶悪なる獣ギバを狩り、その恐るべき狩人としての力を都の住人たちに示してみせたのである。

　彼らはギバの肉を喰らい、牙きばや毛皮を売って糧かてを得ている。凶悪なるギバの力を取り込んで、彼らはますます凶悪な力を手に入れたのだと、市し井せいではまことしやかに囁かれていた。

　そんな数々の伝承に包まれたモルガの山が、西方に見えている。

　ジェノスの町は、あのモルガの山のさらに西方に存在するのだった。

　一日半をかけてあの山の南側を突き進めば、一ヶ月ぶりに文明国の営みを目にすることがかなうはずだった。

「気を抜かず、注意、お願いします」

「はい」

　道なき道を進むにつれ、だんだんと辺りは黄色っぽい岩場へと様相を変化させていく。心なし、空気も湿り気を帯びてきているようだった。

　そうして半日ばかりもトトスを走らせて、いよいよモルガの威い容ようが間近に迫ってきたところで、太陽は西に没し始めた。

　あとはゆっくり身体を休めて、明朝からトトスを走らせれば、次の日にち没ぼつを迎える前にはジェノスに到着できるだろう。そのように考えながら、シュミラルは他の荷車に停止の合図を送った。

　すると、その内の一台から飛び降りた同胞の一人が、シュミラルのほうに歩み寄ってきた。

「シュミラル、星、動きました」

　それはシュミラルの父親の代から《銀の壺》に名を連ねている、最年長の同胞であった。

　彼はすぐれた星読みの術師であったのだ。

「星、どのように動きましたか？」

「はい。災厄の赤き星、我々の前、立ちはだかります。この夜、危険なものとなるでしょう」

　低い声で言いながら、占星師の同胞は右みぎ腕うでを持ち上げる。

　その骨ばった指先は、黒々とした森の影へと差しのばされた。

「災厄、北の山より、訪れます。飢き餓がの牙、赤の怒いかり、危険です」

「飢餓の牙……ギバ、我々を襲うのでしょうか？」

　飢うえたギバは森を飛び出し、ジェノスの畑を襲うこともままあるという。勇ゆう猛もうなる森辺の狩人たちも、この広大なる山麓の森に潜むギバのすべてを駆く逐ちくできるわけではないのである。

　しかしまた、ギバが街道に出て旅人を襲うという話はほとんど聞かない。ギバは肉よりも野菜や果実を好む性質であり、また、人間を忌き避ひする性質でもあるのだ。

「わかりません。ただ、モルガの山、北に置く、危険です」

　シュミラルたちはモルガの南側を通過しようとしていたのだから、当然北側に森の威容をのぞむ格好になっている。この位置が危険だというのなら、道を引き返すか前進する他なかった。

「そうですか。南に下る、農村、あるはずです。それも危険ですか？」

「危険です。南、生きる道、ありません」

　しかし、世界はすでに夕闇に包まれつつあった。

　前進するにせよ後退するにせよ、道の半ばで夜を迎えることになる。いかにトトスの扱いに長けた彼らでも、夜間の強行軍は危険に過ぎた。

「わかりました。それでは――」

　シュミラルがそのように言いかけたとき、おぞましい咆哮が北の方角から響き渡わたった。

　まるで大地を揺るがすかのような、獣の野太い遠とお吠ぼえである。

　それに呼応して、異なる方角からも同じ遠吠えが響き渡る。

　まるで長きの封印から解放された災厄神が歓かん喜きの雄お叫たけびをあげているかのような凄すさまじさであった。

「ギバの遠吠えです。二十年ほど前、同じ声、聞いたことがあります」

　そのように言い捨ててから、同胞は自分の荷車に戻っていった。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。シュミラルは同胞たちに前進の合図を送ろうとした。

　その瞬しゆん間かん、北側の岩盤の陰からいびつな姿をした獣が飛び出だしてきた。

　同胞が、すかさず毒矢を吹き放ったのだろう。ギャンッ、と濁にごったわめき声をあげて、その獣は岩盤に突つっ伏ぷしてしまう。

　丸く膨ふくれた胴どう体たいに、痩せこけた四し肢し。菱ひし形がたをした大きな耳に、潰つぶれた鼻面――淡あわい砂色をした短い毛皮が、その不格好な体躯をくまなく包み込んでいる。体長は、人間の子供ていどだ。

　それはギバではなく、腐ふ肉にく喰ぐらいのムントであった。

　森の奥おくで腐肉をあさる、これもまたモルガの山麓に巣食う危険な獣である。

（ギバの遠吠えを恐れて、ムントが森から飛び出してしまったのか）

　シュミラルがそのように考えたとき、さらに複数の影が岩盤から飛び出してきた。

　夕闇の向こうに、赤い眼光がぎらぎらと光っている。六頭ばかりの、ムントの群れだ。

『前進せよ！』

　叫ぶなり、シュミラルは同胞の手から革鞭を奪い取り、トトスの腰こしに打ちつけた。

　普段は腐肉しかあさらないムントも、飢えれば生きた獲物を襲う。ある意味では、ギバと危険の度合いは変わらなかった。

　ただし、四肢の貧弱なムントはギバほど素早く動くことはできない。たとえ荷を引いていても、トトスの脚力であれば逃げきることは可能なはずであった。

「御者、変わります。火の準備、お願いします」

　言いながら、シュミラルは同胞から手綱を受け取った。

　同胞は御者台から退きつつ「火の準備ですか？」と問うてくる。

「はい、火の準備です。松明、二本、設置してください。危険、なくなるまで、トトス、走らせます」

『ですが、まもなく太陽は没しますよ？』

　西の言葉を使うゆとりを失ってしまったのだろう。同胞は母国の言葉で言いながら荷台のほうに引っ込んだ。

「だからこそ、松明、必要なのです。同胞たち、伝えてください」

　同胞の読んだ星の動きが正しければ、モルガの西側に出るまでこの脅威からは逃れられない。また、ギバやムントの襲しゆう撃げきを恐れながら野営をするよりは、夜を徹してでもトトスを走らせたほうが、まだしも安全であるように思われた。

（旅を続けていれば、このようなこともある）

　シュミラルたちは、もっと悲ひ惨さんな状じよう況きようをくぐり抜ぬけてきたことも何度となくあるのだ。

　だからシュミラルは、絶望ではなく希望をもってトトスに革鞭を入れることができた。
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　翌朝である。

　けっきょくシュミラルたちは不眠不休でモルガの南側を走り抜け、そのままジェノスの地を踏むことになった。

　モルガの山麓を通り過ぎると、やがて石の街道に行き当たる。世界を南北につらぬく、太い石の街道である。豊かな田園地帯を左手に、モルガの山並みを右手に眺めながらその街道を北上していくと、やがて木造りの家屋が街道の左右に並び始める。

　ジェノスの宿場町である。

　じわじわと高くなっていく太陽の下、宿場町は変わらぬ姿でシュミラルたちを迎え入れてくれた。

「全員、無事ですね？」

　町の入口で御者台から降り、シュミラルは同胞たちを振ふり返かえる。

　残り四台の荷車の御者台から、それぞれ一人ずつの同胞たちが街道に降り立った。

　さすがに疲労の色は隠せないが、感情を揺らしている者はいない。その中から、ひときわ長身の同胞、副団長のラダジッドが語りかけてきた。

「予定より、半日早く、到着しましたね。この後、どうしますか？」

「宿屋、向かいます。商売、準備終えたら、今日、休みましょう」

　宿場町の領内は、トトスを走らせることが禁じられている。シュミラルたちは、そのまま手綱を引いてジェノスの版図へと足を踏み入れた。

　まだ中天には間があるので、さすがに人の影は少ない。それでもいくつかの宿屋は店を開け、汚れ物を籠かごに詰めた女や、御用聞きの男などがちらほら姿を見せ始めていた。

　昨晩までの狂きよう乱らんが嘘うそのような、平和な情景である。

　敵対国マヒュドラからも遠く離れたこのジェノスは、豊かで、大きな争いもない。なおかつ、屈強の衛兵たちに守護されている。この付近では指折りの豊かな町であるゆえに、野盗の襲撃を何よりも警戒しているのだ。

　特にこの宿場町や近きん隣りんの農村には外敵を防ぐ塀へいなども存在しないため、日中も夜間も巡じゆん回かいする衛兵たちに守られていた。この地は西の王都からもっとも遠い辺境都市でありながら、交易の要でもあるのである。

（この地とて、もとは打ち捨てられた場所であったろうにな）

　二百年と少し前まで、この区域もまた自由国境地帯であったのだ。その頃ころは、わずか数百名の西の民が、アリアやポイタンなどを収しゆう穫かくして細々と暮らしていたらしい。

　しかしこの地には、モルガから発する大きな川の流れが隠されていた。それが発見されるなり、別の区域から派は遣けんされた開拓民たちが大勢で移り住み、あっという間にジェノス城を建造せしめてしまったのだ。

　その後は街道も整備され、城の南北には広大なる農地が開拓され、あちこちの区域から人間が流れ込んできた。そうして百年も過ぎた頃には、こうして辺境には相応しからぬ巨大都市が完成されてしまったのだという。

　それからさらに百年の時が過ぎ、ジェノスは交易の要となった。

　現在では、シムやジャガルからもたくさんの商人が訪れて、町にいっそうの富と活力をもたらしている。西の領土においてはシムとジャガルも争うことを禁じられているため、このジェノスは両国の民が共存する希少な場にもなったのである。

　それゆえに、シュミラルはこのジェノスを好んでいた。

　他者との争いを好まない草原生まれの民であるシュミラルたちにとって、このジェノスはどこよりも居い心地ごこちのいい空間であったのだ。

　東の民たるシュミラルたちがこのように町中を闊かつ歩ぽしても、奇き異いの目を向けられることもない。ジャガルの民と出くわせば非友好的な目つきでにらまれることになるが、それはそれだけの話である。

「シュミラル」と、ふいに斜ななめ後方から呼びかけられた。

　振り返ると、ラダジッドがあらぬ方向に視線を飛ばしている。

　その視線を追ってみると、東側の小路から三名の人ひと影かげが出てくるところであった。

　褐色の髪に浅黒い肌、しなやかな体躯に渦うず巻まき模様の装束と半はん透とう明めいの肩掛けを纏った女たち――森辺の女衆である。

　一人は年配で、二人は若い娘むすめだ。

　誰だれもが静かで、なおかつ毅き然ぜんとした面おも持もちをしている。外見的におかしなところはないのに、どこか野生の獣を思わせる不思議な気配を漂ただよわせた、モルガの山麓の住人たちであった。

　シュミラルたちには無関心であった町の人々がたちまち色めきだつのが、肌はだで感じられる。異国の民たるシュミラルたちよりも、西の版図においてはこの森辺の民たちこそが異い端たん者しやなのである。狩人かりうどならぬ女衆でも、その一点に変わりはない。

　森辺の女衆たちは、そのまま足速に北の方角へと立ち去っていった。

　きっと露店区域で食料を購こう入にゆうするのだろう。森の恵めぐみを収穫することを禁じられている森辺の民は、こうしてたびたび宿場町を訪れては、牙や毛皮と引ひき換えに食料を持ち帰っているのである。

　しかし、森辺の民もまた、シュミラルたちにとっては忌避する存在たりえなかった。

　西の民にとっては理解し難がたい異端者であり、南の民にとっては南方神を捨てた裏切り者なのであろうが、東の民には森辺の民を忌避する筋合いがないのだ。森を神とするその性質も、草原や山や空などを神になぞらえる東の民には、それほど奇異なものには思えなかった。

（しかし、ジェノスで商売を続けるためには、むやみに近づくべきではないのだろう）

　そのようなことを考えながら、シュミラルは西側の小路へと足を向けた。

　記憶の通りに道を進むと、やがて見覚えのある看板が見えてくる。

　シュミラルたちが常宿にしている《玄げん翁おう亭てい》という名の小さな宿屋であった。

「ご主人、おひさしぶりです」

「ああ、これは《銀の壺つぼ》の皆みな様さまがた……もうあなたがたが訪おとずれる時節となりましたか」

　宿屋の主人が指先を組み合わせて、シム流の挨あい拶さつを返してくる。ネイルという名を持つこの主人は、西の民でありながら東の王国の文化に傾けい倒とうする変わり者であった。

「今回も十名様ですね？　期間は如何いかほどでありますか？」

「青の月、終わるまでと考えています。部屋、空いていますか？」

「幸いなことに、朝方に団体連れのお客様がお発たちになったところでした。大部屋をお二つご用意いたしましょう」

「ありがとうございます。荷物、よろしいですか？」

「ええ、こちらにどうぞ」

　ネイルの案内でいったん宿屋を出て、建物の裏側に移動する。宿屋としては小ぶりだが、ここには鍵かぎつきの大きな倉庫が存在するため、大荷物を抱かかえた《銀の壺》はたいそう重宝していたのである。

　その倉庫にトトスごと五台の荷車を引き入れつつ、シュミラルは同胞らを振り返る。

『身体を休める前に、明日あしたからの商売の下準備だけは済ませておくことにする。ラダジッド、露店区域における商売の許可と、それに、城下町への通行証がまだ有効であるかを確かく認にんしてきてくれ』

　西の言葉が未熟な同胞のために、母国語で指示を与あたえる。

『その行き道で、トトスもトトス屋に預けてしまおう。五名がラダジッドに同行するように。残った三名は、私とともに商品の分別だ』

『了りよう解かいしました』

　合計で十頭ものトトスを引き連れて、ラダジッドら六名が倉庫を出ていく。

　シュミラルは居残った三名とともに、城下町と宿場町で売りさばくべき商品をそれぞれ分別していった。

　荷車五台分の、莫ばく大だいな量である。あらかじめ大おお雑ざつ把ぱには分けているとはいえ、そう簡単に整理しきれるものでもない。そして、体力のほうもそろそろ限界に近づいてきていた。

「シュミラル、調理刀、城下町ですか？」

「そうです。シムの刀、宿場町、売れません」

　シムでは鉄が貴重なので、刀も値段がはねあがってしまう。いかに豊かなジェノスといえども、宿場町と城下町では尋常でないぐらいの格差が存在するのだ。同じように、銀細工の飾かざり物ものなどは城下町用に、ギャマの角や石の飾り物などは宿場町用により分けておく。

（こんなところか……）

　半刻ほどをかけて商品の整理を終えたシュミラルは、同どう胞ほうたちとともに倉庫を出た。分厚い板の扉を閉め、鉄の錠じように鍵をかける。

　まさか宿場町の倉庫に城下町で売るための商品が眠っているなどとは、誰も想像し得ないだろう。それでも物取りを警戒して、荷台には毒草の罠わなを仕掛けておいた。所有者の許可なく荷物に触れようとする人間が現れれば、バナギウズの毒で半日眠ることになる。

　自分の仕事に満足して、シュミラルは《玄翁亭》に帰還した。

　受付台に戻っていた主人ネイルは、シム人ばりの無表情でうなずき返してくる。

「お疲れ様です。もう部屋のほうでお休みになりますか？」

「はい。その前に、最初の商い、始めます」

　シュミラルの合図で、同胞の一人が大きな布の包みを受付台に置く。

　とたんにネイルは微び笑しようを浮かべかけ、慌あわててそれを引っ込める。彼かれは感情をあらわさないシムの習わしまでをも自分の生活に取り入れようとしているのである。

「食材、多くは、城下町の貴族、売る約束しています。なので、わずかな量です。申し訳ありません」

「いえ、これだけでもわたしには十分な質と量です」

　包みには、チットの実を始めとするシムの食材が詰つめ込まれていた。

　これでシュミラルたちも、この宿屋においてはシム流の晩餐を味わうことが可能になる。

　だが、決して満足な質と量ではない。ネイルはこうして喜んでくれているが、どのみち高額な香草や食材などは、なかなか宿場町では売りさばくことがかなわないのである。

　どうもこの宿場町においては、肉と野菜をふんだんに食べられるというだけで、それ以上の美食を求めない風潮がある。他の町などと比べればそれでも十分に豊かな食生活であるとは言えるのだが、強い味付けを好む東の民にはいささか物足りないというのもまぎれもない事実であった。

　かといって、はるばるシムから運んできた商品を安値で叩たたき売ることもできない。ジャガルの商人たちにしてみても、それは同様なのだろう。そういった値の張る食材などは、すべて城下町に買い上げられてしまうのだ。

（宿場町の人々は、とても豊かな生活を送っている。特にこの辺境区域で、これだけ好きにカロンやキミュスの肉を食べられる町はないだろう。……しかしあの石塀の内側では、貴族たちがそれとはさらに比べ物にならぬほどの豊かな生を送っているのだ）

　宿場町の人々は、城下町に踏み入ることを許されていない。ゆえに、自分たちの生み出した富で貴族たちがどれほど放ほう埒らつな生を送っているのかも知るすべはないのだろう。

　いっぽうで、シュミラルなどはたまさかジェノスの貴族と縁えんを結ぶ機会があったので、通行証を手に入れることがかなった。城下町の領内で夜を明かすことは許されない、日中限りの一番位の低い通行証ではあったものの、それでも石塀の内側の生活を知るには十分であった。

（シムにおいては、一つの町でこれほどの格差は生じない。そしてジェノスには、蛮族と恐れられている森辺の民までもが存在している。西の領土においても、これほど特異な町はなかなかないだろう）

　シュミラルはジェノスが好きだった。そうであるがゆえに、この町に蔓まん延えんする奇き妙みような気配や風習が、こうして気にかかることも少なくはなかった。

　この町は、どこかが少しだけ歪ゆがんでいる。

　この歪みが是ぜ正せいされる日が、いずれやってくるのかどうか――もう少しだけ平等に幸福が行き渡る町になり得るのかどうか、そんな憂うれいを胸の片かた隅すみに抱かかえ込んでしまっているシュミラルなのだった。

（まあ、異い邦ほう人じんである私がそのようなことを憂いてもしかたがないのだろうが……）

　シュミラルがそのように考えたとき、宿屋の扉が突とつ然ぜん大きく開け放たれた。

　振り返ると、町に出ていた六名の同胞たちがそこには立ちはだかっていた。

『どうしたのだ？　そのように乱暴な所作に出るのはよくないことだ』

　その先頭に立っていたのが最年少の同胞であったため、シュミラルは母国の言葉で掣せい肘ちゆうしてみせた。

　若者は『申し訳ありません』と応じながらシュミラルのほうに近づいてくる。

　表情は静かであったが、黒い瞳ひとみに興奮の光が浮うかんでいた。

　ラダジッドたちも、ほんの少しだけ感情を揺らしているように見えてしまう。

『何か不備でもあったのか？　もしや……通行証が無効となっていたか？』

《銀の壺》に与えられていたのはとある貴族の名において発行されたものであるので、その人物が失しつ脚きやくしてしまうとたちまち効力を失ってしまうのだ。

　しかし、若者は『問題ありませんでした』と首を振った。

『ならば、何をそんなに取り乱しているのだ。ラダジッドまで、らしくないではないか』

『私は取り乱しているか？　それは恥はずべきことだ』

　もちろん西の民のネイルなどには感じ取れないほどの微び細さいな変化であろうが、同胞たるシュミラルには隠かくしようもない。静かな表情で立ち並びながら、彼らは明らかに取り乱していた。

『実は、驚おどろくべき料理を口にしたのです』

　若者は、そう言った。

『まさかジェノスの宿場町であのような料理を口にすることになろうなどとは、私は思ってもみませんでした』

『屋台の料理でも口にしたのか？　それは頼たのもしいことだ。私は昨晩の疲れがたたり、何も口にする気持ちになれない』

　半ば呆あきれつつシュミラルが応じると、若者はまた首を横に振る。

『ならば、明日にでも口にしてみてください。あれは驚くべき料理です。しかもあの料理は、ギバの肉で作られているという話でした』

『ギバの肉？　そのようなものは、森辺の民しか口にしないはずだ』

『はい。それは森辺の民によって売られていたのです。……とはいえ、その片方は森辺の装束を纏まとった西の民にしか見えませんでしたが』

　シュミラルは思わず言葉を失ってしまった。

　森辺の装束を纏った西の民が、ギバの肉を使った料理をジェノスの屋台で売る――そのようなことが、あり得るのだろうか？

『……それが真実であるならば、是非とも口にしてみたいものだ』

『ええ、是非そうなさってください。そうすれば、シュミラルも私たちの驚きを共有できるはずです』

　同胞たちの姿を無言で見返しながら、シュミラルはわけもなく胸が騒ぐのを感じた。

　もしかしたら、それは東か西かのどちらかの神が、これから訪れるジェノスの変革の先さき触ぶれとして、シュミラルを戦おののかせたのかもしれなかった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第六巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　早いもので、本作の第一巻が刊行されてから一年以上の時間が経過してしまいました。

　このあとがきを書いている時点でもう二月も終わりにさしかかっておりますが、本年も宜しくおつきあい願えれば幸いでございます。




　さて、そんなわけで第六巻です。

　今巻ではいったん宿場町での商売から離れて、また森辺の集落が舞台と相成りました。

　森辺の民が根底に抱える負の存在、スン家との直接対決でありますね。




　本編よりも先にあとがきを読む御方もいらっしゃるかもしれませんのでネタバレは避けたく思いますが、やはり宿場町での奮闘が続いていた前巻までとはやや趣を異にしていると思われます。

　ですが、アスタやアイ＝ファたちの目指す先に変わりはありませんので、彼らがさまざまな困難を排しながら明るい未来に突き進んでいく姿をお楽しみいただければ幸いであります。




　そんな第六巻の表紙には、ひさびさのアイ＝ファが登場いたしました。

　思えば四巻と五巻は連続で表紙にメインヒロインが不在であったのですよね。

　これでようやくアイ＝ファもにっこりです。




　そして、巻を重ねるごとに毎回新しいキャラクターをデザインしていただけている本作なのですが、なんと今回は全員が男性キャラと相成りました。

　しかも人数は、六名です。第一巻以来の大盤振る舞いです。その内の三名は作者の強い要望からデザインを起こしていただいたキャラたちですので、本当にありがたい限りです。




　ネタバレになってしまうので、それがどの三名なのかは明記できませぬが、三名がワンセットで描かれているキャラたちが、それです。

　今巻ではまだ名前も明かされていないキャラたちですが、今巻を象徴する存在として、どうしてもビジュアル化していただきたかったのです。




　ある意味ではドンダ父さんをも超越する恐ろしげな風貌でありますね。

　最初のラフ案が届けられたときには、想像の上をいくその迫力に胸をときめかせたものです。

　あらためまして、こちも様にイラストを担当していただけた幸福感を噛みしめる作者でございます。




　そして書き下ろしの箸休めでは、今回出番のなかった東の民シュミラルをピックアップさせていただきました。

　本編の内容がシリアス寄りでしたので、箸休めでは愛くるしい娘たちの華やかな日々でも描いてみたかったのですが、気づけば本編に劣らず堅苦しい内容になってしまいました。

　ですがシュミラルは作者ごひいきのキャラですので、そちらもお楽しみいただければ何よりであります。




　さてさて。

　次巻では、さらなる波乱がアスタたちを襲います。

　宿場町での商売も再開です。

　しばらく静かにしていたカミュア＝ヨシュも再登場します。

　引き続きお楽しみいただけるよう、作者も邁進いたします。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！


二○一六年二月　ＥＤＡ
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